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六
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
少
年
裁
判
法
草
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
現
在
ま
で
、
少
年
法
や
少
年
裁
判
所
法
な
ど
少
年
司
法
手
続
を
定
め
た
法
律
は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
犯
罪
を

行
っ
た
少
年
に
対
し
て
も
、
成
人
と
同
様
、
刑
事
訴
訟
法
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
手
続
は
刑
事
手
続
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
た
だ
、
29
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終
局
処
分
に
つ
い
て
は
、
刑
法
典
中
の
僅
か
な
規
定
を
根
拠
と
し
て
、
刑
罰
の
外
、
一
定
の
保
護
処
分
を
言
渡
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
少
年
の
保
護
や
福
祉
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
手
続
上
、
少
年
に
対
し
成
人
と
異
な
る
取
り
扱
い
を
す
る
必
要
性
が
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
一
九
五
八
年
以
降
、
「
少
年
審
判
」
制
度
が
慣
行
と
し
て
実
施
さ
れ
、
公
判
の
非
公
開
や
社
会
調
査
の
実
施

と
い
っ
た
特
例
が
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
法
律
上
の
根
拠
を
持
た
な
い
実
務
慣
行
上
の
措
置
で
あ
る
た
め
、
少
年

裁
判
法
の
立
法
作
業
が
一
九
六
〇
年
代
に
始
め
ら
れ
、
六
七
年
に
は
最
初
の
草
案
が
起
草
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
草
案
は
七
〇
年
代
か
ら
八

○
年
代
に
か
け
何
度
か
修
正
が
施
さ
れ
た
も
の
の
、
一
度
も
国
会
（
国
民
議
会
）
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
は
議
論
も
立
ち
消
え

と
な
っ
て
い
た
が
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
少
年
裁
判
法
制
定
を
巡
る
議
論
が
再
燃
し
、
現
在
、
草
案
の
調
整
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
法
案
の
早
期
国
会
提
出
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
少
年
審
判
制
度
の
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
り
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
、
少
年
裁
判
法
草
案
の
基
本
的
理
念
と
そ
の
特
色
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
少
年
司
法
制
度
の
将
来
像
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
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（
1
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
少
年
司
法
制
度
に
関
す
る
文
献
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
ω
＞
u
＞
z
℃
国
竃
田
z
＞
＞
z
＝
d
凶
¢
＝

Z
＞
ω
一
・
z
き
巴
こ
】
『
o
曇
軍
霞
＞
目
国
蕎
髭
Q
評
蜜
u
目
＞
z
＞
z
＞
国
（
一
。
お
y
ω
田
ぎ
u
o
蚤
円
H
葦
即
＞
弓
o
ζ
o
ω
o
国
困
β
》
z
夷
u
夷
≦
＞
z
月
＞

u
＞
5
寓
＝
d
目
ζ
（
一
。
。。
。
。
y
冒
g
く
＞
z
＞
妻
●
国
¢
。
。
¢
ζ
酷
a
こ
＝
¢
蓉
蜜
u
＞
z
国
良
山
貧
＞
z
良
（
一
。
。
。
①
y
＞
o
舅
Q
≦
臣
く
o
z
o
や
ω
日

　即＞曇く

¢
”
曽
岩
き
夷
目
z
望
暴
評
聖
u
F
＞
z
》
z
＞
図
日
冒
u
o
z
旨
＞
（
一
8
ω
）
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
少
年
法
制
に

　
関
す
る
我
が
国
の
先
行
研
究
と
し
て
、
菊
田
幸
一
1
1
辻
本
義
男
監
訳
『
ア
ジ
ア
の
少
年
法
1
』
成
文
堂
（
一
九
八
二
）
、
菊
田
幸
一
「
ア
ジ
ア
の
非
行

　
少
年
』
勤
草
書
房
（
一
九
八
五
）
、
宇
津
呂
英
雄
編
著
『
ア
ジ
ア
の
刑
事
司
法
」
有
斐
閣
（
一
九
八
八
）
な
ど
が
あ
る
。



二
　
少
年
の
定
義

少
年
の
年
齢
を
巡
っ
て

　
少
年
審
判
制
度
の
経
緯
と
現
状
を
概
観
す
る
前
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
少
年
の
定
義
、
特
に
、
少
年
の
形
式
的
年
齢
に
つ
い
て

考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
民
法
や
児
童
福
祉
法
上
、
未
成
年
者
（
o
声
お
鴇
お
ぎ
ご
ヨ
号
≦
器
節
）
と
は
二
一
歳
未
満
で
未
婚
の
者
と
定

　
　
　
　
　
　
（
2
）

義
さ
れ
て
い
る
が
、
刑
事
法
上
、
何
歳
未
満
の
者
が
「
少
年
」
（
讐
接
）
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
、
少
年
法
に
該
当
す
る
法
律
が
な
く
、

ま
た
、
刑
法
典
も
特
別
な
定
義
規
定
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
唯
一
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
が
、
以
下
に
示
す
刑
法
第
四
五
条
の
規
定
で
あ
る
。

インドネシアの少年審判制度

第
四
五
条
　
一
六
歳
未
満
に
お
い
て
あ
る
行
為
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
未
成
年
者
に
対
す
る
刑
事
訴
追
の
場
合
、
裁
判
官
は
、
有
罪
と
さ
れ
た
者
に
対

　
し
、
如
何
な
る
刑
を
も
科
す
こ
と
な
く
、
そ
の
父
母
、
後
見
人
又
は
保
護
者
の
下
へ
帰
住
す
る
よ
う
命
じ
（
帰
住
命
令
）
、
又
は
、
当
該
行
為
が
、

　
重
罪
又
は
第
四
八
九
条
、
第
四
九
〇
条
、
第
四
九
二
条
、
第
四
九
六
条
、
第
五
〇
三
条
乃
至
第
五
〇
五
条
、
第
五
一
四
条
、
第
五
一
七
条
乃
至
第
五

　
一
九
条
、
第
五
二
六
条
、
第
五
三
一
条
、
第
五
三
二
条
、
第
五
三
六
条
及
び
第
五
四
〇
条
に
基
づ
く
軽
罪
を
構
成
し
、
且
つ
、
重
罪
又
は
上
記
の
軽

　
罪
の
い
ず
れ
か
を
行
っ
た
こ
と
で
有
罪
と
さ
れ
、
判
決
が
確
定
し
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
て
い
な
い
場
合
は
、
有
罪
と
さ
れ
た
者
に
対
し
、
如
何
な

　
る
刑
を
も
科
す
こ
と
な
く
、
政
府
へ
委
託
す
る
よ
う
命
じ
（
政
府
委
託
命
令
）
、
又
は
、
有
罪
と
さ
れ
た
者
に
刑
を
科
す
よ
う
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。
（
括
弧
内
は
訳
者
注
）

本
条
は
少
年
に
対
す
る
保
護
処
分
（
ぎ
α
畏
碧
）
と
刑
罰
（
豆
α
讐
ゆ
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
六
歳
未
満
に
お

い
て
犯
罪
を
行
っ
た
者
に
は
、
刑
罰
の
外
、
保
護
処
分
と
し
て
の
帰
住
命
令
か
又
は
政
府
委
託
命
令
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
コ
六
歳
未
満
」
の
者
と
い
う
の
が
、
一
応
、
刑
法
上
の
「
少
年
」
の
定
義
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
一
六
歳
未
満
と
い
う

の
は
行
為
時
年
齢
で
あ
る
の
で
、
裁
判
時
に
一
六
歳
を
超
過
し
て
い
て
も
、
依
然
と
し
て
「
未
成
年
」
即
ち
二
一
歳
未
満
で
あ
れ
ば
本
条

31
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の
適
用
が
あ
る
。
し
か
し
、
民
法
上
の
成
年
擬
制
に
倣
い
、
既
婚
の
者
、
或
い
は
、
婚
姻
歴
が
あ
る
者
は
刑
事
法
上
も
成
人
と
見
倣
さ
れ

（
4
）る
。
因
に
、
一
九
七
四
年
の
婚
姻
法
に
よ
る
限
り
、
婚
姻
適
齢
は
男
が
満
一
九
歳
、
女
が
満
一
六
歳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
法
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
こ
う
し
た
年
齢
に
よ
る
婚
姻
の
制
限
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
刑
法
四
五
条
が
定
め
る
「
一
六
歳
未
満
の
未
成
年
」
と
い
う
基
準
は
、
手
続
法
上
、
少
年
審
判
の
対
象
と
な
る
少
年
の

年
齢
要
件
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
即
ち
、
一
六
歳
未
満
に
お
い
て
犯
罪
を
行
っ
た
未
成
年
者
に
つ
い
て
は
、
手
続
上
、
成
人
と
は
区
別
し
、

特
に
公
判
の
段
階
で
は
、
後
述
す
る
少
年
審
判
制
度
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
年
齢
基
準
に
つ
い
て
は
、
少

年
審
判
制
度
が
発
足
す
る
根
拠
と
な
っ
た
司
法
省
、
警
察
、
検
察
、
裁
判
所
な
ど
関
係
四
機
関
に
よ
る
一
九
五
八
年
の
口
頭
合
意
（
＞
巽
8
ー

ヨ
。
鼻
匡
の
彗
）
に
お
い
て
一
八
歳
以
下
に
ま
で
拡
大
す
る
と
の
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は
、
一
八
歳
以
下
の
者
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

少
年
審
判
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
法
律
の
規
定
を
単
な
る
官
庁
間
の
、
し
か
も
明
文
に
よ
ら
な
い
合
意
で
変
更
す
る
こ
と
は
望
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
く
な
い
と
し
て
、
少
年
審
判
の
対
象
は
再
び
一
六
歳
未
満
の
者
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
、
少
年
の
年
齢
に
関

し
て
は
、
実
務
上
、
そ
れ
ほ
ど
厳
格
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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（
2
）
留
ω
。
困
鼠
ぴ
d
且
昏
⑳
－
巨
号
お
昏
ざ
ヨ
℃
①
こ
9
四
（
野
茜
巴
ご
犀
≦
①
3
0
Φ
す
。
〇
二
＆
9
Φ
鼠
）
［
ω
」
。。
ミ
ー
b
。
ω
］
噛
伽
一
山
¢
邑
彗
σ
q
－

§
α
彗
σ
q
国
①
。
。
①
」
魯
§
き
⇒
＞
轟
犀
［
⊂
●
9
Z
o
●
“
↓
魯
琶
一
雪
ρ
一
2
」
。
お
－
G。
鱒
］
，

（
3
）
伽
㌫
困
声
げ
d
且
導
叩
巨
鼠
お
寓
g
ざ
ヨ
臣
α
睾
四
［
ω
。
§
㎝
－
お
図
富
ω
●
一
。
一
刈
－
お
S
。
含
（
国
①
邑
コ
魯
①
り
良
＆
器
国
d
＝
℃
）
．

　
条
文
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
、
刑
法
典
の
一
応
の
公
式
訳
と
さ
れ
て
い
る
↓
匿
℃
男
男
自
ζ
＞
F
切
＞
u
＞
z
℃
国
ζ
田
z
＞
＞
z
自
¢
国
¢
ζ
Z
》

ω
δ
z
き
＆
こ
国
胃
酷
d
z
u
》
z
o
と
z
呈
z
o
＝
¢
図
d
ζ
℃
日
＞
z
＞
（
5
0。
o
。
）
を
参
考
と
し
た
。

（
4
）
G
Q
8
閃
・
ω
。
国
旨
ρ
国
昌
＞
ω
⊂
z
u
＞
z
o
－
d
z
u
＞
z
o
＝
艮
q
ζ
勺
H
u
夷
＞
［
国
d
＝
℃
］
。
Q
国
胃
＞
閤
。
誇
轟
＞
甲
因
。
蕎
蕎
＞
召
＜
＞
冨
z
霞
亀

　勺＞

ω
＞
ピ
冨
匡
℃
＞
の
＞
い
O
一
－
露
（
一
〇
夢
＆
」
O
o。
O
）
●

（
5
）
　
伽
刈
（
一
）
⊂
邑
導
α
q
－
巨
α
彗
の
℃
霞
富
≦
ぎ
彗
［
9
⊂
。
Z
o
」
目
魯
琶
お
刈
♪
r
Z
」
O
譲
山
H
但
し
、
そ
の
第
二
条
に
お
い
て
、
各
自

　
の
宗
教
法
に
従
っ
た
婚
姻
は
適
法
で
あ
る
と
の
原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。



（
6
）
ζ
胃
江
轟
Z
O
8
註
号
豊
o
鴇
霞
罫
g
ミ
ト
8
轟
貫
讐
評
、
＆
臥
N
§
＞
蓉
酋
ぎ
一
ゆ
＞
u
＞
z
評
旨
H
z
＞
髭
＝
d
目
蜜
Z
》
ω
H
o
z
き
＆
こ

　
⑦
も
召
き
串
一
如
＆
G
。
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
手
続
上
、
一
六
歳
以
上
一
八
歳
以
下
の
者
も
少
年
審
判
の
対
象
と
な
る
と
い
う
だ
け
で
、
刑

　
法
四
五
条
乃
至
四
六
条
（
政
府
委
託
処
分
な
ど
の
保
護
処
分
）
の
適
用
は
な
く
、
有
罪
の
場
合
に
は
刑
罰
を
科
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ

　
の
場
合
で
も
、
条
件
附
刑
（
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
）
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
Z
o
①
田
旨
B
8
①
K
仁
馨
鼠
β
↓
詳
夢
。
。
措
ミ
9
0
註
ミ
ミ
竃
◎
ミ
や
9
ミ
鮮
ミ
黛
さ
毫
。
D
言
に
－
嵩
（
冨
冨
財
℃
お
器
巨
a
餌
二
ぎ

鱒
＆
鐸
⑩
3
讐
o
轟
一
〇
〇
氏
①
お
琴
⑩
g
O
円
冒
。
ξ
一
昌
o
幕
ω
・
彗
＞
ω
の
○
。
蚤
一
〇
昌
o
跳
9
冒
冒
o
一
〇
の
ざ
一
8
ω
）
．

三
　
少
年
審
判
制
度
の
歴
史
的
経
緯

インドネシアの少年審判制度

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
少
年
審
判
制
度
の
歴
史
は
、
少
年
法
制
に
関
す
る
調
査
の
た
め
裁
判
官
や
検
察
官
な
ど
の
実
務
家
が
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
派
遣
さ
れ
た
一
九
五
七
年
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
、
完
全
独
立
達
成

後
間
も
な
い
↓
九
五
〇
年
代
の
初
め
に
は
、
既
に
、
非
行
少
年
に
対
す
る
特
別
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
法
曹
実
務
家
の
間
で

広
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
三
月
三
〇
日
、
当
時
の
ス
プ
ラ
プ
ト
検
事
総
長
（
卑
ω
・
①
肩
巷
8
）
は
、
最
高
裁
判
所
へ
送
っ

た
通
達
の
中
で
、
貧
困
な
ど
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
事
情
か
ら
犯
罪
を
犯
す
少
年
が
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
、
懲
役
が
少
年
の
社
会
復
帰
の
た

め
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
再
犯
へ
と
導
き
か
ね
な
い
こ
と
な
ど
に
鑑
み
、
少
年
事
件
の
場
合
、
刑
罰
は
あ
く
ま
で
最
後
の
手
段
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
、
で
き
る
限
り
刑
法
四
五
条
お
よ
び
四
六
条
に
基
づ
く
政
府
委
託
命
令
を
活
用
す
る
よ
う
裁
判
所
に
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
、
独
立
後
の
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
混
乱
の
な
か
で
止
む
を
得
な
い
事
情
か
ら
犯
罪
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
は
成
人
と
は
異

な
る
保
護
的
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
司
法
関
係
者
の
間
に
次
第
に
浸
透
し
、
少
年
司
法
制
度
改
革
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
様

子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
制
度
改
革
の
背
景
は
、
後
に
、
保
護
主
義
を
基
調
と
し
、
非
行
少
年
事
件
の
み
な
ら
ず
、
放
任

少
年
や
養
子
縁
組
な
ど
少
年
の
福
祉
に
係
わ
る
事
件
は
全
て
少
年
審
判
の
対
象
と
す
る
と
い
う
少
年
裁
判
法
草
案
の
理
念
の
な
か
に
反
映
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さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
五
七
年
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
地
方
裁
判
所
の
裁
判
官
で
あ
っ
た
ト
ゥ
ン
・
テ
ィ
ッ
プ
・
ニ
オ
氏
（
望
巨
の
δ
首
蜜
o
）
が
調
査
の

た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
帰
国
す
る
と
、
警
察
、
検
察
、
司
法
省
な
ど
の
実
務
家
か
ら
な
る
定
例
会
議
が
招
集
さ

れ
、
少
年
司
法
制
度
に
関
す
る
検
討
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
翌
五
八
年
、
少
年
事
件
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
関
係
四
機
関
の
口
頭
合
意
が

採
択
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
の
内
容
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
、
警
察
に
は
少
年
局
（
田
8
＞
畠
犀
）
を
、
検
察
に
つ
い
て
は
少
年
係
検

察
官
（
〕
接
器
讐
毘
）
を
、
そ
し
て
裁
判
所
に
は
「
少
年
審
判
」
（
巴
鼠
鑛
睾
接
）
を
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
少
年
審
判

に
つ
い
て
は
、
成
人
の
公
判
と
は
異
な
る
一
定
の
曜
日
に
行
う
、
単
独
の
裁
判
官
が
審
判
を
担
当
す
る
、
審
判
は
非
公
開
と
す
る
、
父
母

な
ど
少
年
の
保
護
者
が
出
席
す
る
、
裁
判
官
や
検
察
官
は
法
服
や
制
服
を
着
用
し
な
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
少
年
の
社
会
調

査
報
告
書
を
活
用
す
る
、
審
判
の
対
象
は
刑
法
犯
少
年
に
限
定
す
る
が
、
年
齢
に
つ
い
て
は
、
刑
法
四
五
条
に
定
め
の
あ
る
一
六
歳
未
満

だ
け
で
な
く
一
八
歳
以
下
の
少
年
を
も
対
象
と
す
る
、
こ
と
と
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
少
年
審
判
制
度
が
非
公
式
な
が
ら
発
足
し
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
特
別
地
方
裁
判
所
に
は
少
年
係
裁
判
官
と
し
て
二
人
の
女
性
少
年
裁
判
官
が
、
ま
た
中
部
ジ
ャ
ワ
州
の
ス
マ
ラ
ン
地
方
裁
判
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
一
人
の
女
性
少
年
裁
判
官
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
翌
年
の
一
九
五
九
年
に
は
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
長
に
対
し
、
少
年
事
件
の
場
合
、
公
判
を
非
公
開
に
す
る
旨
の
最
高
裁
判
所
通
達
が

　
　
　
　
　
（
n
）

出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
少
年
審
判
制
度
は
、
法
令
に
基
づ
か
な
い
、
あ
く
ま
で
関
係
諸
機
関
の
合
意
に
よ
る
非
公
式
な
制
度
で

あ
っ
た
た
め
、
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
こ
れ
に
法
的
根
拠
を
あ
た
え
る
べ
く
少
年
裁
判
法
草
案
の
編
纂
も
始
め
ら
れ
た
が
、
実
現
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

　
少
年
審
判
制
度
に
関
し
て
次
に
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
で
あ
る
。
同
年
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
高
等
裁
判
所
に
よ
り
少
年

審
判
の
実
施
に
関
す
る
通
達
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
関
係
機
関
の
申
し
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
同
制
度
が
、

通
達
と
い
う
形
な
が
ら
明
文
の
形
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
通
達
で
は
、
一
九
五
八
年
の
合
意
事
項
を
再
確
認
す
る
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形
を
と
り
な
が
ら
、

　
　
　
（
1
2
）

め
て
い
る
。

少
年
審
判
の
対
象
を
一
八
歳
以
下
の
刑
法
犯
少
年
に
限
定
し
た
上
で
、
少
年
審
判
に
お
け
る
特
例
を
次
の
よ
う
に
定

ω
　
少
年
事
件
は
、
㈲
成
入
と
は
分
離
し
、
㈲
一
定
の
日
に
の
み
、
＠
各
地
方
裁
判
所
長
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
一
定
の
裁
判
官
に
よ
り
審
理
す
る
。

㈹
　
少
年
審
判
に
お
い
て
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
警
察
官
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
服
ま
た
は
制
服
を
着
用
し
な
い
。

㈹
　
審
判
は
常
に
非
公
開
と
し
、
報
道
関
係
者
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
判
決
も
非
公
開
の
審
判
で
言
い
渡
し
、
公
開
も
禁
止
す
る
。

㈲
　
少
年
の
処
分
を
決
定
す
る
際
に
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
家
庭
環
境
と
い
っ
た
よ
う
な
少
年
を
囲
む
環
境
を
裁
判
官
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

　
少
年
の
父
母
、
後
見
人
、
保
護
者
は
（
審
判
に
）
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲
　
警
察
に
よ
る
捜
査
の
段
階
か
ら
、
取
調
べ
は
成
人
の
た
め
の
部
署
と
は
独
立
し
た
部
署
に
よ
っ
て
行
い
、
勾
留
場
所
は
成
人
の
勾
留
場
所
と
は
分

　
離
す
る
、
な
ど
特
別
な
措
置
を
講
ず
る
。

㈹
　
検
察
庁
は
、
少
年
事
件
の
公
訴
官
と
し
て
特
別
の
検
察
官
を
任
命
す
る
。

㎝
　
少
年
事
件
に
は
、
か
つ
て
は
社
会
省
か
ら
の
、
今
日
は
司
法
省
の
社
会
指
導
少
年
育
成
局
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
出
席
す
る
。
審
判
前
、
裁

　
判
官
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
命
じ
て
以
下
の
よ
う
な
当
該
少
年
の
態
度
や
性
格
に
つ
い
て
社
会
調
査
を
行
わ
せ
る
。
＠
父
母
、
兄
弟
、
そ
の
他

　
の
家
族
構
成
員
な
ど
に
関
す
る
家
庭
環
境
、
㈲
教
師
や
学
校
の
友
人
等
に
関
す
る
学
校
環
境
、
＠
R
T
（
最
小
の
行
政
単
位
）
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な

　
ど
外
部
の
環
境
。
社
会
調
査
の
結
果
は
社
会
調
査
報
告
書
に
ま
と
ら
れ
、
同
報
告
書
に
は
少
年
に
対
す
る
裁
判
官
の
処
分
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　
カ
ー
の
意
見
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。
裁
判
官
は
こ
の
提
案
に
は
拘
束
さ
れ
な
い
も
の
の
、
当
該
資
料
は
先
の
少
年
に
如
何
な
る
判
決
が
妥
当
で
あ

　
る
か
に
関
す
る
資
料
と
し
て
大
変
有
用
で
あ
る
。
当
該
社
会
調
査
報
告
書
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
り
、
公
判
に
お
い
て
検
察
官
が
求
刑
を

　
行
う
前
に
朗
読
・
提
出
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
通
達
も
あ
く
ま
で
示
達
事
項
で
あ
っ
て
、
法
的
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
ジ
ャ
カ
ル
タ
高
等
裁
判
所
管

轄
内
の
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の
地
域
の
裁
判
所
を
拘
束
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
、
少
年
審
判
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
国
で
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
手
掛
か
り
は
少
な
い
が
、
一
九
七

一
年
、
最
高
裁
判
所
が
バ
ン
ド
ン
、
ス
マ
ラ
ン
の
高
等
裁
判
所
長
な
ら
び
に
西
ジ
ャ
ワ
お
よ
び
中
部
ジ
ャ
ワ
の
地
方
裁
判
所
長
宛
て
に
出
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（
1
3
）

し
た
通
達
の
な
か
で
、
一
九
五
九
年
の
通
達
を
遵
守
し
、
少
年
係
裁
判
官
を
選
任
す
る
よ
う
も
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
、
当
該
地

域
で
は
少
年
審
判
制
度
が
余
り
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
少
年
審
判
発
祥
の
地
で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

一
九
六
〇
年
か
ら
六
二
年
の
間
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
少
年
審
判
が
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
七
七
年
に
開

催
さ
れ
た
少
年
裁
判
に
関
す
る
専
門
家
会
議
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
三
つ
あ
る
地
方
裁
判
所
の
う
ち
少
年
審
判
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
は
南
西
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
方
裁
判
所
だ
け
で
あ
っ
て
、
北
東
お
よ
び
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
方
裁
判
所
で
は
事
情
に
よ
り
少
年
審
判
が
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
八
O
年
代
に
入
る
と
、
ま
ず
八
一
年
末
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
刑
事
訴
訟
法
典
が
成
立
し
た
も
の
の
、
少
年
手
続
に
つ
い
て
は
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

判
の
非
公
開
に
関
す
る
規
定
を
置
く
に
止
ま
っ
た
た
め
、
少
年
裁
判
法
の
立
法
を
待
つ
間
、
刑
事
訴
訟
法
中
の
公
判
の
秩
序
に
関
す
る
規

（
1
7
）定
に
基
づ
く
下
級
法
令
へ
の
委
任
と
い
う
形
で
少
年
審
判
制
度
を
規
律
す
る
方
向
が
と
ら
れ
た
。
こ
の
刑
事
訴
訟
法
第
二
一
二
一
条
の
委
任

を
受
け
、
二
年
後
の
一
九
八
三
年
に
制
定
さ
れ
た
の
が
「
公
判
の
秩
序
と
公
判
廷
の
構
成
に
関
す
る
一
九
八
三
年
司
法
大
臣
規
則
」
で
あ

（
1
8
）る
。
同
規
則
は
、
公
判
の
秩
序
維
持
と
公
判
廷
の
構
成
に
関
す
る
規
則
を
定
め
た
も
の
で
、
僅
か
五
章
一
八
条
か
ら
成
る
簡
素
な
法
令
で

あ
る
が
、
成
人
の
公
判
に
つ
い
て
規
定
し
た
第
一
章
に
続
き
、
第
二
章
が
少
年
審
判
に
関
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
短
い
の
で
、
第
二

章
の
全
文
を
引
用
す
る
。
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第
二
章
　
少
年
審
判
の
秩
序

第
九
条
　
少
年
の
た
め
の
裁
判
に
関
す
る
法
律
を
待
つ
間
、
少
年
審
判
の
秩
序
は
本
規
則
に
規
定
さ
れ
た
通
り
と
す
る
。

第
一
〇
条
　
①
　
少
年
審
判
は
、
単
独
の
裁
判
官
が
こ
れ
を
行
う
。
但
し
、
地
方
裁
判
所
長
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
場
合
は
、

　
　
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
②
　
少
年
審
判
の
審
理
は
、
非
公
開
で
こ
れ
を
行
う
。

　
③
判
決
は
、
公
開
の
法
廷
で
こ
れ
を
言
い
渡
す
。

合
議
体
に
よ
り
審
理
を
行



インドネシアの少年審判制度

　
　
報
告
書
を
作
成
す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
a
　
少
年
の
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
及
び
経
済
的
状
況

　
　
b
　
両
親
、
後
見
人
又
は
里
親
及
び
そ
の
他
の
同
居
人
の
家
庭
状
況

　
　
c
　
学
校
又
は
職
場
に
お
け
る
少
年
の
行
状
に
関
す
る
証
言

　
　
d
　
少
年
の
近
隣
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
よ
う
な
環
境
と
の
関
係
又
は
交
際

　
③
第
二
項
に
い
う
社
会
調
査
報
告
書
は
、
以
下
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
二
条
裁
判
官
、
公
訴
官
、
弁
護
人
は
、
法
服
を
着
用
せ
ず
に
審
判
を
行
う
。

第
↓
二
条
①
少
年
審
判
に
お
い
て
、
少
年
は
、
両
親
、
後
見
人
又
は
里
親
出
席
の
下
で
、
こ
れ
を
審
理
す
る
。

　
②
少
年
の
経
歴
を
把
握
す
る
た
め
、
裁
判
官
は
、
司
法
省
の
社
会
指
導
員
（
冨
ヨ
瓢
ヨ
瓢
お
ざ
B
器
る
轟
犀
讐
彗
）
に
当
該
少
年
の
社
会
調
査

　
少
年
審
判
の
非
公
開
や
社
会
調
査
な
ど
大
半
の
規
定
は
一
九
七
四
年
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
高
等
裁
判
所
通
達
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
判
決
言
い
渡
し
の
公
開
に
つ
い
て
は
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
司
法
大
臣
規
則
を
受
け
、
最
高
裁
判

所
は
、
一
九
八
七
年
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
長
に
対
し
少
な
く
と
も
二
名
の
少
年
係
裁
判
官
を
任
命
す
る
よ
う
求
め
る
旨
の
通
達
を
発
し

　
　
（
1
9
）

て
い
る
。
但
し
、
こ
の
少
年
係
裁
判
官
は
少
年
事
件
の
専
従
で
は
な
く
、
通
常
の
職
務
と
の
兼
務
と
さ
れ
て
い
る
（
同
通
達
三
条
）
。

　
こ
れ
ら
八
三
年
の
司
法
大
臣
規
則
や
八
七
年
の
最
高
裁
通
達
は
、
そ
れ
ま
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
高
等
裁
判
所
通
達
と
い
う
限
ら
れ
た
管
轄
に

の
み
向
け
ら
れ
た
示
達
事
項
を
全
国
規
模
に
拡
大
し
、
少
年
審
判
制
度
の
統
一
的
な
実
施
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
は
、
当
時
ま
だ
少
年
審
判
制
度
が
全
国
的
に
は
十
分
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
結
局
、
法
律

に
よ
ら
ず
、
下
級
法
令
や
通
達
に
よ
っ
て
少
年
審
判
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
に
入
り
再
び

少
年
裁
判
法
の
制
定
を
巡
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
の
も
、
こ
う
し
た
事
態
を
解
消
し
、
少
年
審
判
制
度
を
全
国
的
な
制
度
と
し
て

確
立
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
少
年
裁
判
法
草
案
を
巡
る
経
緯
と
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る

が
、
そ
の
前
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
少
年
司
法
手
続
の
現
状
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（
8
）
　
海
外
へ
派
遣
さ
れ
た
実
務
家
は
全
て
女
性
で
、
裁
判
官
は
、
弓
ど
茜
目
6
呂
o
（
＞
島
霞
巴
一
P
一
〇
鶉
）
あ
二
毛
こ
o
巻
菖
ミ
呼
讐
o
ヨ
o
oo
o
①
－

江
8
（
d
ω
＞
」
3
0
。
y
ζ
胃
試
⇒
の
Z
o
8
且
量
σ
q
α
o
（
d
ω
＞
し
3
0
。
y
の
三
人
、
検
察
官
は
、
＝
8
目
多
自
8
（
d
ω
＞
」
O
鶉
）
旨
男
曽
一
号
（
d
の
＞
）

　
の
二
人
で
あ
る
。
ζ
胃
鼠
奉
Z
O
8
≦
峯
曽
の
傷
P
、
Q
ミ
9
N
§
ン
き
審
る
ω
＜
＞
霞
＞
℃
男
＞
U
F
＞
Z
ロ
O
」
這
（
5
0。
o
。
y
2
8
お
す
目
の
8
く
島
け
『
餌
目
讐

等
Ω
鳶
簿
評
、
＆
匙
§
＞
き
罫
b
§
8
Ω
』
蕊
鳥
ζ
＆
o
ミ
ω
5
ぎ
二
W
＞
u
＞
z
評
臣
壱
＞
＞
z
国
d
目
ζ
Z
＞
ω
H
o
z
＞
い
a
こ
。
。
§
ミ
き
け
Φ

一
讐
旨
o
。
砂
ま
た
、
そ
こ
で
は
、
一
九
五
四
年
頃
、
少
年
事
件
を
専
門
に
審
理
し
て
い
た
躍
器
昌
要
o
ヨ
氏
と
い
う
裁
判
官
が
い
た
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

（
9
）
ω
。
国
’
国
ε
畏
器
讐
＞
空
お
冨
号
ζ
ぎ
ざ
ヨ
ぎ
＞
の
…
⑳
Z
o
●
℃
一
＼
鳴
ρ
一
彗
器
巴
ω
。
鼠
胃
①
二
3
一
。

（
1
0
）
　
ζ
胃
鼠
墨
Z
o
8
註
畠
詣
畠
ρ
。
。
§
ミ
3
8
ρ
讐
蕗
一
ζ
胃
θ
一
畠
Z
o
8
註
畠
の
3
も
§
ミ
コ
0
8
0
。
一
讐
巨
ド
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
地
方

裁
判
所
の
少
年
係
裁
判
官
に
は
弓
ど
お
ご
甘
Z
δ
氏
と
ζ
餌
岳
爵
Z
o
8
註
鼠
σ
q
号
氏
が
、
ス
マ
ラ
ン
地
方
裁
判
所
で
は
ω
ユ
ミ
こ
o
葦
試
氏

が
少
年
係
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
は
、
Z
讐
量
ω
o
①
＆
蔓
o
（
社
会
省
）
、
ω
o
⑪
け
胃
ヨ
碧
（
℃
墨
網
⊆
≦
帥
墨
）
、

》
ヨ
ぼ
ζ
霧
区
⊆
ヨ
（
司
法
省
、
国
o
箆
窃
器
匡
お
）
の
三
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
い
た
と
さ
れ
る
。

（
n
）
ω
．
国
。
霞
四
げ
犀
節
日
ゆ
げ
ト
の
仁
口
の
Z
9
ω
＼
一
〇
㎝
O
鼠
凱
σ
q
の
巴
呂
頴
げ
ε
畦
一
一
〇
〇
〇
。

（
1
2
）
ω
。
国
」
㎝
魯
一
＝
。
因
8
曇
壁
の
℃
o
ざ
犀
も
o
ぎ
パ
℃
①
一
畏
の
睾
器
口
ω
一
匿
お
勺
霞
ζ
声
＞
冨
犀
象
℃
。
お
巴
一
一
睾
Z
濃
9
α
巴
帥
ヨ

U
印
霞
魯
国
仁
ざ
目
℃
雪
窓
色
き
艮
漏
σ
q
こ
舞
曽
一
鉾
の
亀
ω
＞
u
＞
z
評
蔦
壱
＞
夷
＝
賃
d
ζ
乞
＞
ω
H
o
z
き
＆
こ
。
。
§
ミ
ロ
0
8
ど
讐
一
。。
・。

1
匹
一
。

（
1
3
）
ω
●
国
．
ζ
喜
ζ
5
魯
＞
㎎
巨
の
乞
。
』
≦
。
＞
，
＼
℃
①
B
『
＼
。
“
。
。
＼
一
。
刈
＝
き
器
巴
“
鼠
崖
巴
．
＝
雪
一
・
O
o
器
竃
＞
震
豪
孟
＞
o
舅
Q
①
α
こ

　
＝
望
胃
z
＞
z
℃
即
＞
z
亀
＞
℃
男
＞
u
H
寓
z
曽
呉
お
お
y
本
通
達
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
最
初
の
女
性
最
高
裁
判
事
で
あ
り
、
少
年
審
判
制
度

　
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
ス
リ
・
ウ
ィ
ド
ヤ
テ
ィ
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
名
に
お
い
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
4
）
ζ
胃
け
ぎ
四
乞
0
8
ゑ
置
餌
の
血
P
。
。
g
b
ミ
昌
o
ざ
o
。
噂
9
二
〇。
●

（
1
5
）
ζ
帥
三
畠
乞
0
8
註
匿
σ
q
α
P
。
っ
暑
ミ
昌
9
。
ρ
讐
芦
Z
o
霞
の
宣
ヨ
の
o
①
網
垢
δ
鼠
拝
。
D
暑
ミ
呂
8
。
。
旬
二
。。
9

（
1
6
）
㎝
呂
。。
（
。
。
）
困
鼠
げ
d
巳
導
α
q
－
…
鼠
お
国
ロ
ざ
ヨ
＞
S
轟
臣
号
畠
冒
。
9
Z
o
。
。
。
目
讐
巨
一
。
。
。
ど
r
Z
」
。
。。
一
－
刈
①
］
（
＝
①
お
一
鍔
噛
§

9
8
α
器
内
d
田
＞
℃
）
●
「
取
調
べ
目
的
の
た
め
、
裁
判
長
は
、
公
判
を
開
き
、
公
開
を
宣
言
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
道
徳
に
関
す
る
事
件
、

又
は
、
被
告
人
が
少
年
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
で
さ
え
、
当
時
、
少
年
裁
判
法
草
案
編
纂
委
員

長
と
刑
事
訴
訟
法
草
案
編
纂
委
員
を
兼
任
し
て
い
た
司
法
省
刑
事
局
長
の
ブ
デ
ィ
ア
ル
テ
ィ
氏
の
貢
献
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
刑
事
訴
訟
法
に
追
加
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　さ

れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
竃
㊤
二
営
餌
Z
o
8
≦
こ
印
㎎
α
○
も
g
も
ミ
⇒
9
①
o
。
｝
讐
に
聾

（
1
7
）
　
紹
嵩
内
d
国
＞
マ
「
①
裁
判
長
は
、
公
判
に
お
い
て
取
調
べ
を
指
揮
し
、
秩
序
を
維
持
す
る
も
の
と
す
る
。
②
裁
判
長
が
公
判
の
秩
序
を
維

持
す
る
た
め
命
じ
た
事
は
、
全
て
、
迅
速
且
つ
正
確
に
、
こ
れ
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
総
o
。
ズ
箇
）
因
d
国
＞
マ
「
第
一
二
七
条
に
い
う

　
公
判
の
秩
序
に
関
す
る
詳
則
は
、
司
法
大
臣
決
定
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。
」

（
1
8
）
℃
霞
ヨ
①
嘗
3
。
困
Z
O
ヨ
○
雛
ヌ
。
。
と
琴
。
一
●
。
①
6
魯
仁
口
一
。
。。
G

。
3
三
㊤
お
↓
曽
鼠
目
。
昌
一
び
℃
①
毒
鼠
お
彗
α
彗
証
鼠
即
⊆
の
お

ω
こ
彗
α
q
。

（
1
9
）
ω
●
国
●
ζ
魯
ζ
5
魯
＞
α
q
巨
の
Z
・
。
①
凝
ど
巳
㊤
。。
コ
⑩
具
き
α
q
凝
鼠
目
①
葺
ぴ
ω
一
鼠
お
＞
墨
犀
け
讐
α
q
鴨
口
刈
Z
・
冨
ヨ
げ
。
二
。
。。
刈
’

四
　
少
年
司
法
手
続
と
少
年
審
判
制
度
の
現
状

インドネシアの少年審判制度

　
一
九
五
八
年
以
降
、
少
年
審
判
制
度
が
司
法
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
犯
罪
少
年
に
対
す
る
手
続
が
基
本
的
に
刑
事

手
続
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
少
年
に
も
原
則
と
し
て
刑
事
訴
訟
法
が
適
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
十
分
な
初
期
証
拠
（
薯
甕
冨
雫

ヨ
仁
冨
彗
巻
躍
自
ざ
も
）
に
基
づ
き
、
犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
が
強
度
に
推
測
さ
れ
る
（
巳
9
窓
ざ
声
ω
旨
⑪
一
接
爵
磐
け
一
区
接
営
鼠
轟
）
場

合
、
捜
査
機
関
は
少
年
を
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
法
一
七
条
）
。
通
常
逮
捕
の
場
合
は
令
状
を
必
要
と
す
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
い
う
令
状
主
義
（
器
器
冨
匡
算
善
ひ
艮
象
ω
）
は
意
味
合
い
が
異
な
り
、
逮
捕
状
は
裁
判
官
が
発
す
る
の
で
は
な
く
、
警
察
に
お
け
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

定
階
級
以
上
の
職
員
が
発
布
権
限
を
有
し
て
い
る
た
め
（
刑
訴
法
逐
条
解
説
一
八
条
）
、
逮
捕
な
ど
の
強
制
処
分
に
際
し
、
公
平
な
第
三
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

機
関
に
よ
る
事
前
審
査
の
抑
制
機
構
は
働
か
な
い
。

　
一
方
、
捜
査
権
限
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
警
察
と
検
察
と
の
間
で
長
い
論
争
が
あ
る
も
の
の
、
現
行
刑
訴
法
上
、
一
般
刑
法
犯

事
件
に
つ
い
て
は
警
察
に
の
み
捜
査
権
が
あ
り
、
検
察
に
は
捜
査
権
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
逮
捕
を
行
う
の
は
警
察
職
員
で
あ
る
。

そ
し
て
身
柄
確
保
後
の
取
調
べ
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
八
年
の
口
頭
合
意
に
も
あ
る
よ
う
に
、
警
察
に
は
少
年
局
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
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な
っ
て
い
る
た
め
、
組
織
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
少
年
担
当
官
が
少
年
被
疑
者
の
取
調
べ
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
↑

　
警
察
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
六
年
に
お
け
る
少
年
事
件
検
挙
件
数
は
僅
か
二
、
一
四
〇
件
で
あ
り
年
に
よ
っ
て
多
少
の
変
動
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

も
の
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
人
口
か
ら
し
て
極
端
に
少
な
く
、
成
人
も
含
め
た
全
検
挙
件
数
に
お
け
る
少
年
事
件
数
の
割
合
も
一
・
二

％
に
し
か
過
ぎ
な
い
（
表
1
参
照
）
。
そ
も
そ
も
一
年
間
の
全
検
挙
件
数
で
さ
え
一
七
万
八
、
O
O
O
件
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
犯
罪
事
件

の
か
な
り
の
部
分
が
社
会
の
中
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
処
理
さ
れ
、
暗
数
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
少
年
事
件
の
罪

種
別
内
訳
を
み
て
み
る
と
、
窃
盗
が
最
も
多
く
三
八
・
一
％
を
占
め
、
暴
行
（
一
五
・
九
％
）
、
傷
害
（
一
五
・
四
％
）
、
強
盗
（
七
・
四
％
）
、

器
物
損
壊
（
六
・
二
％
）
、
殺
人
（
三
・
三
％
）
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
一
九
九
三
年
の
交
通
関
係
業
過
事
件
を
除
く
少
年

刑
法
犯
検
挙
人
員
で
は
、
窃
盗
と
横
領
（
占
有
離
脱
物
横
領
を
含
む
）
が
そ
れ
ぞ
れ
六
四
・
三
％
と
二
〇
・
四
％
、
傷
害
六
・
一
％
、
恐
喝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

五
・
五
％
、
暴
行
一
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
殺
人
や
強
盗
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
O
・
〇
六
％
と
O
・
五
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

我
が
国
と
比
較
し
た
場
合
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
窃
盗
の
占
め
る
割
合
が
低
く
、
代
わ
り
に
、
暴
行
や
傷
害
と
い
っ
た
粗
暴
犯
や
殺
人
、

強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、
少
年
比
を
み
て
み
る
と
、
殺
人
と
強
盗
が
共
に
七
・
七
を

示
し
て
お
り
、
少
年
の
占
め
る
割
合
が
他
の
犯
罪
と
比
べ
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
窃
盗
な
ど
比
較
的
軽
微
な
事
件
が
私
人

の
フ
ィ
ル
タ
ー
作
用
に
よ
り
社
会
の
中
で
非
公
式
に
解
決
さ
れ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
重
大
事
件
は
社
会
に
与
え
る

影
響
が
大
き
く
、
そ
う
し
た
社
会
に
お
け
る
非
公
式
な
解
決
に
馴
染
ま
な
い
た
め
、
法
執
行
機
関
に
認
知
さ
れ
易
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
現

象
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
因
に
、
我
が
国
の
家
庭
裁
判
所
に
よ
り
刑
事
処
分
相
当
と
し
て
検
察
庁
へ
逆
送
さ
れ
た
少
年
の
罪
種
構
成
が
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ン
ド
ネ
シ
ア
の
警
察
統
計
に
お
け
る
非
行
少
年
の
罪
種
構
成
と
比
較
的
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
日
本
な
ら
ば

刑
事
処
分
相
当
と
し
て
逆
送
さ
れ
る
よ
う
な
重
大
な
事
件
だ
け
が
法
執
行
機
関
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
少
年
が
逮
捕
さ
れ
た
場
合
、
成
人
と
同
様
、
身
柄
拘
束
（
留
置
）
期
間
は
一
日
、
即
ち
二
四
時
間
以
内
で
（
刑
訴
法
一
九
条
）
、
そ
れ
以
上

被
疑
者
の
身
柄
を
拘
束
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
は
勾
留
の
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勾
留
は
、
十
分
な
証
拠
に
基
づ
き
、
五
年
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表1　警察における少年＊1事件検挙件数寧2

年　度 全検挙件数 ％
少年事件
検挙件数

％ 少年比3

1980 211，638 一
2，438

一 12

1981 189，104 一
2，813

一 15

1982 186，555 『
2，221

一
1．2

1983 163，070 一
2，172

一 13

1984 168，832 一
2，076

｝ 12

1985 221，327 一
1，162

一
0．5

1986　　　（罪　種） 177，602 1000 2，140 1000 1．2

重
罪

殺　人 911 05 70 3．3 77

強　盗 2，046 12 158 7．4 77

傷　害 7，768 44 330 154 43

暴　行 10，595 60 340 159 32

恐　喝 656 0．4 3 01 05

窃　盗 25，008 14．1 815 38．1 33

詐　欺 5，394 3．0 3 01 01

横　領 2，857 16 3 01 01

強　姦 1，071 06 14 07 13

強制狼褻等 927 05 3 01 0．3

放火・失火 2，299 13 0 00 0．0

賭　博 1，737 10 16 08 09

器物損壊 2，080 12 132 62 6．4

その他 22，231 125 242 113 1．1

計 85，580 482 2，129 995 2．5

軽
罪

刑　法 1，513 0．9 11 0．5 07

道路交通 88，155 49．6 0 00 00

経　済 2，354 13 0 00 0．0

計 92，022 518 11 05 00

資料　BIRO　PUSAT　STATISTIKed，STATISTIKKRIMINIL－SUMBER　DATA
　KEPOLISIAN1980－1981～1986から作成。
＊1　少年とは16歳未満の者をいう。
＊2　検挙件数とは、警察で事件を送致した件数をいい、親告罪て告訴か取

　り消された事件・被疑者か死亡した事件・時効か成立した事件など解
　決事件の件数を含む。
＊3　ここての少年比とは・少年事件検挙件数／全検挙件数を指す。
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以
上
の
重
懲
役
に
該
当
す
る
罪
の
外
、
一
定
の
犯
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
強
度
に
推
測
さ
れ
、
「
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
逃
亡
し
、
証
拠
を

穀
損
又
は
隠
滅
し
、
及
び
・
又
は
、
再
び
犯
罪
を
行
う
虞
れ
」
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
令
状
を
得
た
上
で
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

（
一
二
条
）
。
但
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
捜
査
官
（
警
察
）
、
公
訴
官
（
検
察
）
お
よ
び
裁
判
官
の
い
ず
れ
も
が
勾
留
権
限
を
有
し
て
お
り

（
二
〇
条
）
、
捜
査
官
に
よ
る
勾
留
は
原
則
二
〇
日
、
但
し
、
検
察
官
に
よ
っ
て
さ
ら
に
四
〇
日
延
長
可
能
、
ま
た
検
察
官
に
よ
る
勾
留
は

原
則
二
〇
日
、
但
し
、
裁
判
官
に
よ
り
延
長
三
〇
日
延
長
可
能
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
各
機
関
に
よ
る
勾
留
期
間
の
原
則
と
延
長
が
規
定

さ
れ
て
い
る
（
二
四
条
乃
至
二
九
条
）
。
勿
論
、
こ
れ
ら
は
少
年
に
固
有
の
規
定
で
は
な
く
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

　
ま
た
、
少
年
の
勾
留
場
所
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
八
年
の
口
頭
合
意
に
も
あ
る
よ
う
に
、
成
人
の
勾
留
場
所
か
ら
分
離
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
受
刑
者
と
未
決
拘
禁
者
の
処
遇
お
よ
び
待
遇
指
針
に
つ
い
て
定
め
た
一
九
九
〇
年
の
司
法
大
臣
決
定
に
お
い
て
も
、
未
決
拘
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

者
の
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
性
別
や
年
齢
そ
の
他
の
分
類
に
配
慮
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
少
年
の
勾
留
場
所
に
関
す
る

特
別
の
規
定
は
な
く
、
一
般
に
、
警
察
の
留
置
場
と
司
法
省
の
管
轄
で
あ
る
拘
置
所
（
国
仁
ヨ
讐
目
ぎ
彗
讐
）
お
よ
び
拘
置
支
所
（
9
鼠
お

即
‘
ヨ
筈
弓
魯
讐
讐
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
五
年
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
全
国
て
二
一
〇
の
拘
置
所
と
八
一
の
拘
置
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
年
を
収
容
す
る
た
め
の
特
別
拘
置
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
っ
て
、
地

方
で
は
拘
置
所
内
に
少
年
の
た
め
の
分
画
が
設
ら
れ
て
い
れ
ば
ま
だ
よ
い
方
で
、
未
だ
成
人
被
疑
者
と
混
禁
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
刑
事
訴
訟
法
に
は
少
年
被
疑
者
お
よ
び
少
年
被
告
人
の
権
利
に
つ
い
て
定
め
た
特
別
な
規
定
は
な
い
が
、
迅
速
な
手
続
を

受
け
る
権
利
（
五
〇
条
）
、
被
疑
事
実
の
告
知
を
受
け
る
権
利
（
五
↓
条
）
な
ど
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
権
利
保
障
が
少
年
に
も

及
ぶ
。

　
捜
査
が
一
応
完
了
し
、
証
拠
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
な
ど
犯
罪
の
成
立
に
つ
い
て
見
通
し
が
た
た
な
い
と
き
に
は
捜
査
の
打
切
り
処
分
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を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
一
〇
九
条
二
項
）
、
原
則
と
し
て
少
年
事
件
も
全
て
検
察
庁
へ
送
致
さ
れ
る
（
一
一
〇
条
一
項
）
。
少
年
事
件
の

送
致
を
受
け
た
検
察
官
は
、
捜
査
記
録
を
精
査
し
、
捜
査
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
警
察
に
補
充
捜
査
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
（
同
二
項
・

三
項
、
】
三
八
条
二
項
）
、
最
終
的
に
起
訴
・
不
起
訴
の
決
定
を
行
う
（
】
三
九
条
）
。
各
検
察
官
は
、
証
拠
不
十
分
等
に
よ
る
不
起
訴
処
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
（
一
四
〇
条
二
項
a
号
）
、
起
訴
猶
予
を
行
う
権
限
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と

は
、
少
年
事
件
も
手
続
上
は
通
常
の
刑
事
事
件
で
あ
っ
て
、
少
年
被
疑
者
も
、
成
人
同
様
、
検
察
官
に
よ
っ
て
裁
判
所
に
「
起
訴
」
さ
れ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
成
人
事
件
と
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
少
年
事
件
に
お
い
て
公
判
を
担
当
す
る
の
は
少
年
係
検
察
官
と

し
て
任
命
さ
れ
た
特
別
の
検
察
官
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

　
捜
査
や
訴
追
の
段
階
と
異
な
り
、
公
判
で
は
少
年
事
件
に
特
有
の
手
続
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
に
「
少
年
審
判
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
前
章
で
も
触
れ
た
が
、
も
う
一
度
そ
の
内
容
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
地
方
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
た
少
年
被
告
人

（
行
為
時
一
六
歳
未
満
で
裁
判
時
二
一
歳
未
満
）
の
公
判
は
、
成
人
の
被
告
人
に
対
す
る
公
判
日
と
は
異
な
る
曜
日
に
開
廷
さ
れ
、
少
年
、
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

年
の
保
護
者
、
少
年
係
検
察
官
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
出
席
し
、
一
人
の
少
年
係
裁
判
官
に
よ
っ
て
審
理
が
行
わ
れ
る
。
裁
判

官
や
検
察
官
は
法
服
や
制
服
を
着
用
せ
ず
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
審
判
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
審
判
は
非
公
開
と
さ
れ
、
報
道

関
係
者
も
原
則
と
し
て
傍
聴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
判
決
の
言
渡
し
は
公
開
の
法
廷
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
一
九

五
八
年
の
口
頭
合
意
や
一
九
七
四
年
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
高
等
裁
判
所
通
達
に
お
い
て
は
判
決
の
言
い
渡
し
も
非
公
開
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一

九
七
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
「
司
法
権
の
基
本
的
諸
規
定
に
関
す
る
法
律
」
（
以
後
、
司
法
権
基
本
法
と
称
す
る
）
に
お
い
て
「
判
決
は
公
開
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

法
定
で
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
に
の
み
適
法
と
さ
れ
、
法
的
効
力
を
有
す
る
」
と
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
一
九
八
三
年
の
司
法
大
臣

規
則
か
ら
は
現
行
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
審
判
に
出
席
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、
司
法
省
社
会
指
導
少
年
育
成
所
（
評
芭
田
5
圧
品
導
国
①
ヨ
霧
図
畦
畏
讐
窪
α
彗
評
苧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

鵯
旨
器
壁
》
昌
畏
i
田
昭
＞
）
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
意
味
す
る
。
こ
の
社
会
指
導
少
年
育
成
所
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
我
が
国
の
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保
護
観
察
官
と
家
庭
裁
判
所
の
調
査
官
を
兼
ね
た
よ
う
な
存
在
で
、
条
件
附
刑
（
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
）
や
条
件
附
釈
放
（
仮
釈
放
）
に
お

け
る
保
護
観
察
を
担
当
す
る
外
、
少
年
係
裁
判
官
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
少
年
の
家
庭
や
学
校
環
境
、
職
場
環
境
な
ど
に
つ
い
て
社

会
調
査
（
冨
濡
一
置
導
ざ
旨
霧
図
胃
畏
讐
睾
）
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
処
遇
意
見
と
共
に
裁
判
所
へ
提
出
す
る
こ
と

を
職
務
と
し
て
い
る
。
こ
の
社
会
調
査
は
、
当
初
、
少
年
保
護
機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
た
プ
ラ
・
ユ
ワ
ナ
（
℃
声
楓
⊆
≦
山
話
）
の
ス
タ
ッ

フ
が
専
ら
こ
れ
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
、
司
法
省
刑
務
総
局
（
9
お
騨
9
讐
魯
＆
零
巴
国
。
冨
三
四
声
雪
－
現
在
の
社
会
化
総
局
の

前
身
）
に
よ
り
現
在
の
社
会
指
導
少
年
育
成
所
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
の
職
員
が
少
年
の
調
査
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
当
初
、
社
会
調
査
は
あ
く
ま
で
裁
判
官
の
裁
量
と
さ
れ
、
一
九
八
九
年
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
方
裁
判
所
の
少
年
審
判
に
お
い
て

社
会
指
導
少
年
育
成
所
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
手
続
違
反
で
あ
る
と
し
て
上
訴
が
な
さ
れ
た
事
件
に
お
い
て
も
、
当
時
、

最
高
裁
判
所
少
年
審
判
担
当
裁
判
官
で
あ
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ナ
判
事
に
よ
り
、
社
会
調
査
は
義
務
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
裁
判
官
の
「
心
情
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

に
よ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
に
出
さ
れ
た
司
法
大
臣
規
則
に
よ
り
八
三
年
の
大
臣
規
則
が
一

部
改
正
さ
れ
、
現
在
、
少
年
事
件
で
は
社
会
調
査
が
義
務
付
け
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
少
年
審
判
も
刑
事
手
続
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
か
ら
、
審
判
で
は
有
罪
か
無
罪
か
の
事
実
認
定
が
行
わ
れ
る
。
一
六
歳
未
満
の

少
年
が
有
罪
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
刑
法
四
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
保
護
処
分
と
し
て
帰
住
命
令
ま
た
は
政
府
委
託

命
令
を
言
い
渡
す
か
、
ま
た
は
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
に
な
る
。
帰
住
命
令
は
、
少
年
に
対
し
訓
戒
等
を
与
え
た
上
で
釈
放
し
、
少
年
に
相

応
し
い
保
護
者
の
下
で
社
会
復
帰
を
行
わ
せ
る
社
会
内
処
遇
の
一
種
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
単
な
る
不
処
分
と
み
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

ま
た
、
政
府
委
託
命
令
は
、
一
六
歳
未
満
の
行
為
に
よ
り
有
罪
と
さ
れ
た
未
成
年
者
で
あ
る
こ
と
の
外
に
、
e
少
年
の
犯
罪
が
重
罪
ま
た

は
刑
法
第
四
五
条
が
定
め
る
一
定
の
軽
罪
に
該
当
し
、
口
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
よ
る
確
定
有
罪
判
決
か
ら
二
年
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
、

の
二
つ
の
要
件
を
満
し
た
場
合
に
の
み
こ
れ
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
政
府
委
託
命
令
は
少
年
の
累
犯
の
場
合
に
し
か
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

用
が
な
く
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
が
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
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政
府
委
託
命
令
の
大
半
は
国
が
管
理
す
る
教
育
施
設
へ
の
収
容
を
命
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
司
法
省
は
そ
う
し
た
保
護
処
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

た
め
の
教
育
施
設
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
は
、
少
年
社
会
化
施
設
（
9
B
富
鴨
評
B
窃
鴇
円
接
9
塁
）
の
な
か
に
設
け
ら
れ

た
保
護
区
画
に
収
容
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
政
府
委
託
処
分
に
よ
っ
て
施
設
に
収
容
さ
れ
た
少
年
は
、
行
刑
上
、

保
護
少
年
（
彗
畏
冨
鴨
3
）
と
呼
ば
れ
、
刑
事
処
分
と
し
て
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
社
会
化
施
設
に
収
容
さ
れ
た
刑
事
少
年
（
餌
冨
犀
亭

量
量
）
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
保
護
少
年
の
収
容
は
｝
八
歳
を
限
度
と
し
（
刑
法
四
六
条
一
項
後
段
）
、
少
年
が
同
年
齢
に
達
し
た
段
階
で

収
容
が
継
続
し
て
い
れ
ば
、
直
ち
に
こ
れ
を
退
院
さ
せ
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
が
、
実
務
上
は
、
こ
う
し
た
満
期
に
よ
る
退
院
の
外
に
、
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

退
院
（
冨
目
げ
魯
器
き
げ
霞
望
鷺
讐
）
や
釈
放
前
帰
休
（
2
江
B
窪
這
雪
巴
唇
器
B
仁
一
一
葵
）
の
制
度
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
六
歳
未
満
（
行
為
時
）
の
者
に
対
し
て
は
帰
住
命
令
や
政
府
委
託
命
令
と
い
っ
た
保
護
処
分
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
少
年
に
対
し
て
も
、
依
然
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
一
六
未
満
の
少
年
で
あ
っ
て
も
、
有
罪
と
認
定
さ
れ
た
上
で
刑
事
処
分
相
当
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
刑
事
未
成
年
の
規
定
は
な
く
、
理
論
上
は
何
歳
の
者
に
対
し
て
も
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
高
裁
も
、
一
九
五
八
年
、
一
三
歳
の
少
年
に
よ
る
傷
害
致
死
事
件
に
お
い
て
、
犯
行
時
一
六
歳
未
満
の
少
年
に
対
し
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

罰
を
科
す
の
は
刑
法
四
五
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
一
九
八
二
年
の
判
決
に
お
い
て
も
、
一
四
歳
の
少
年
に
よ
る
殺
人

に
対
し
七
年
の
重
懲
役
を
言
い
渡
し
た
原
審
に
対
す
る
上
告
を
棄
却
し
た
上
で
、
刑
法
四
五
条
で
は
刑
罰
を
含
む
三
つ
の
選
択
肢
（
帰
住
命

令
、
政
府
委
託
、
刑
罰
）
を
裁
判
官
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
が
刑
罰
を
選
択
し
、
そ
れ
が
一
六
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の
上
限
の
枠
内
で
あ
れ
ば
、
法
の
適
用
に
誤
り
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
刑
の
上
限
の
枠
内
と
は
、
少
年
に
対
し
刑
を
科

す
場
合
、
主
刑
の
上
限
は
こ
れ
を
三
分
の
一
減
じ
た
も
の
と
し
（
刑
法
四
七
条
一
項
）
、
死
刑
ま
た
は
無
期
重
懲
役
の
法
定
さ
れ
て
い
る
重
罪

の
場
合
は
、
一
五
年
以
下
の
重
懲
役
に
処
す
る
（
同
二
項
）
と
い
う
、
刑
の
緩
和
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
一
九
八
0
年
代
の
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
終
局
処
分
の
状
況
を
年
齢
別
に
み
た
の
が
表
2
で
、
こ
こ
か
ら
少
年
審
判
実
務
に
関
す
る
幾
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つ
か
の
傾
向
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
一
六
歳
未
満
の
少
年
で
も
約
七
割
か
ら
八
割
近
く
の
者
が
重
懲
役
を
科
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
第
二
に
、
条
件
附
刑
す
な
わ
ち
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
も
一
五
％
程
度
言
い
渡
さ
れ
て
は
い
る
が
、
他
の
年
齢
層
に
比
較
し
て
、

少
年
に
対
し
こ
う
し
た
社
会
内
処
遇
が
特
に
多
用
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
僅
か
な
が
ら
少
年
に
も
罰
金
刑
の
適
用
が

あ
る
こ
と
、
第
四
に
、
一
九
八
八
年
以
降
、
そ
れ
ま
で
一
〇
〇
件
以
上
適
用
の
あ
っ
た
帰
住
命
令
が
全
く
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ

し
て
第
五
に
、
一
六
歳
以
上
の
者
に
も
帰
住
命
令
や
政
府
委
託
命
令
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
特
に
、
帰
住
命
令
や
政

府
委
託
命
令
が
一
六
歳
以
上
の
者
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
行
為
時
に
一
六
歳
未
満
で
あ
っ
た
が
、
審
判
時
に
こ
れ
を

超
過
し
た
よ
う
な
場
合
が
あ
り
得
る
に
せ
よ
、
↓
二
歳
以
上
の
者
に
ま
で
保
護
処
分
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
年
の
年
齢
に

関
し
て
は
比
較
的
弾
力
的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
手
続
的
に
も
一
六
歳
以
上
の
者
が
少
年

審
判
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
実
体
規
定
で
あ
る
刑
法
四
五
条
は
少
年
審
判

制
度
を
適
用
す
る
形
式
的
要
件
と
し
て
の
年
齢
基
準
を
定
め
た
手
続
規
定
と
も
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
少
年
審
判
の
対
象
年
齢
は

一
九
五
八
年
の
口
頭
合
意
で
一
八
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
近
年
、
再
び
一
六
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

実
務
に
お
い
て
は
、
柔
軟
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
幾
つ
か
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
ま
だ
年
齢
不
詳
の
者
が
い
て
、
正
確
な
年
齢
が
確
定
で
き
な
い
場
合
が
ま
ま
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
近
年
、
我
が
国
で
も
、
来
日
外
国
人
被
疑
者
の
年
齢
が
確
定
で
き
ず
、
少
年
事
件
と
し
て
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
か
成
人
事
件

と
し
て
起
訴
を
行
う
か
の
判
断
に
困
る
よ
う
な
事
態
も
起
き
て
き
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
、
現
在
で
も
、
特
に
地
方
出
身
の

者
に
は
こ
う
し
た
年
齢
不
詳
の
者
が
少
な
く
な
く
、
少
年
で
も
た
ま
に
年
齢
が
正
確
に
特
定
で
き
な
い
場
合
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
が

戸
籍
制
度
の
不
備
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
現
在
、
約
一
億
八
千
万
人
の
人
口
を
抱
え
て
い
る
が
、
親
が
出
生
届
を
出
さ
な
か
っ
た

り
、
本
当
の
出
生
か
ら
か
な
り
期
間
が
経
過
し
て
か
ら
届
出
を
出
し
た
り
す
る
よ
う
な
場
合
も
か
な
り
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、

一
七
歳
以
上
の
者
は
住
民
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
、
住
民
登
録
証
（
国
胃
ゴ
↓
彗
号
評
＆
且
爵
）
の
携
帯
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
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　　　　　　　表2　地方裁判所における年齢・終局処分別処理人員

年度 処理人員
死刑・
無　期

重懲役 軽懲役
条件
附刑
罰　金 帰住

命令
政府
委託
無罪等 その他

1980 60，676
一
46，348 141 7，515 1，743 116 104 4，440 269

16歳未満 1，226
一
723 4 184 27 104 95 87 2

16歳以上21歳未満 15，784
一
13，484 27 1，269 229 12 9 706 48

21歳以上 43，439
一
32，000 110 6，011 1，472

一 一
3，627 219

不　明 227
一

141
一

51 15
一 一

20
一

1981 80，439 2 59，697 87 11，484 2，476 180 56 6，457
一

16歳未満 3，192
一
2，114

一
545 89 180 40 224

『
16歳以上21歳未満 18，932

　
15，787 24 1，980 294

一 5 842
一

21歳以上 57，931 2 41，576 63 8，893 2，042
一 7 5，348 一

不　明 384
一
220

一
66 51

皿 4 43
一

1982 58，541 4 45，061 280 7，883 1，502 126 32 3，653
一

16歳未満 2，427
一
1，728 6 392 29 124 20 128

一
16歳以上21歳未満 14，106

一
12，135 74 1，249 178

一
470

一
21歳以上 41，510 4 30，852 199 6，184 1，250 2 11 3，008

一
不　明 498

一
346 1 58 45

一 1 47
皿

1983 55，453 5 42，596 275 8，003 1，660 152 33 2，729
皿

16歳未満 2，452
一
1，749 9 398 35 152 15 94

一
16歳以上21歳未満 12，990

一
11，096 64 1，250 209 4 367

一
21歳以上 39，547 5 29，443 200 6，266 1，382

一
14 2，237

一
不　明 464

一
308 2 89 34

一 一
31

　

1984 51，442 13 38，602 322 9，062 1，292 117 39 1，995
一

16歳未満 2，498
一
1，797 13 473 16 112 16 71

『
16歳以上21歳未満 11，622

一
9，779 80 1，435 94 5 4 225

一
21歳以上 36，984 13 26，794 227 7，084 1，168

一
18 1，680

皿
不　明 338

一
232 2 70 14

　 1 19
一

1985 58，603 6 44，743 98 10，265 1，135 120 71 2，165
一

16歳未満 2，700
一
1，979 3 480 11 115 10 102

一
16歳以上21歳未満 12，615

一
！0，730 25 1，491 88 5 12 264

一
21歳以上 42，790 6 31，674 68 8，207 1，009

一
49 1，777

一
不　明 498

一
360 2 87 27

一 一
22

一

1986 58，658 8 45，883 34 9，055 1，530 116 19 2，013
一

16歳未満 2，958
一
2，216 1 509 36 109 12 75

一
16歳以上21歳未満 12，496 1 10，736 5 1，361 156 7 2 228

一
21歳以上 42，819 7 32，640 28 7，119 1，331

一 5 1，689 皿
不　明 385

一
291

一
66 7 一 一

21
一

1987 59，113 12 46，127 100 9，067 1，752 101 27 1，927
一

16歳未満 2，748
一
2，077 7 457 29 100 8 70

一
16歳以上21歳未満 12，600 3 10，741 25 1，472 139 ！ 5 214

一
21歳以上 43，274 9 32，941 67 7，069 1，568

一
14 1，606

一
不　明 491

　
368 1 69 16

一 一
37

一

1988 57，797 17 46，055 15 8，699 1，498 0 19 1，494
一

16歳未満 2，556
一
2，057

皿
390 26

一 9 74
一

16歳以上21歳未満 10，937 1 9，535 2 1，102 128
一 一

169
一

21歳以上 43，675 16 33，988 13 7，123 1，300
一

！0 1，225
一

不　明 629
一
475

　
84 44

一 一
26

一

1989 68，498 26 55，187 26 9，485 1，890 0 27 1，857
皿

16歳未満 3，027
一
2，370 457 36

一
13 151

一
16歳以上21歳未満 13，001 4 11，333 7 1，283 170

一 1 203
一

21歳以上 51，541 22 40，847 19 7，611 ！，568
一

13 1，461
一

不　明 929
一
637

一
134 116

一 ｝
42

一

資料　BIRO　PUSAT　STATISTIK　ed，STATISTIK　KRIMINIL・SUMBER　DATA　PENGADILAN　NEGERI1980／81～1988／89より作成
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の
、
こ
の
住
民
登
録
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年
齢
が
必
ず
し
も
正
確
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
年
齢
が
不
詳
の
場

合
や
住
民
登
録
年
齢
と
実
年
齢
が
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
少
年
審
判
や
保
護
処
分
の
適
用
に
お
い
て

は
、
あ
る
程
度
、
弾
力
的
に
年
齢
を
判
断
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
少
年
に
よ
っ
て
成
長
の
個
人
差
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
育
制

度
は
以
前
よ
り
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
義
務
教
育
で
あ
る
は
ず
の
小
学
校
教
育
も
終
え
ず
に
、
生
活
の
た
め
中
退
し

て
し
ま
う
よ
う
な
少
年
が
依
然
多
く
見
ら
れ
る
外
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
リ
i
ト
チ
ル
ド
レ
ン
も
多
い
こ
と
か
ら
、
実
際
に
調
査
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
少
年
の
精
神
的
・
身
体
的
成
長
の
度
合
い
に
は
か
な
り
の
個
人
差
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
前
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
実
務
家
か
ら
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
少
年
に
対
す
る
手
続
や
終
局
処
分
の
決
定
に
際
し
て
は
、
一
六
歳
と
い
う
形
式
的
年

齢
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
基
準
と
し
な
が
ら
も
、
本
人
の
精
神
的
・
身
体
的
成
長
度
や
保
護
の
必
要
性
等
を
加
味
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
少
年
に
と
っ
て
最
も
相
応
し
い
手
続
や
処
分
を
選
択
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
少
年
の
特
殊
な
事
情
か
ら
年
齢
要
件
の
特
例
を
認
め
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
、
共
犯
関
係

に
あ
る
複
数
の
被
疑
者
が
起
訴
さ
れ
、
一
方
が
行
為
時
に
一
六
歳
未
満
で
あ
れ
ば
、
共
犯
者
が
一
六
歳
以
上
で
も
、
審
理
を
併
合
し
、
両

者
共
に
少
年
審
判
手
続
に
基
づ
い
て
審
理
を
行
う
場
合
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
一
月
の
最
高
裁
判
決
で
は
、
一
四
歳
と
一
八
歳
の
少
年
に

よ
る
加
重
窃
盗
事
件
に
お
い
て
、
単
独
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
併
合
審
理
を
行
っ
た
手
続
に
蝦
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
原
原
審
判
決
を
破
棄
・

差
戻
し
し
た
原
審
に
対
し
、
最
高
裁
は
、
最
高
裁
か
ら
の
特
別
な
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
通
常
手
続
の
公
判
は
合
議
制
に
拠
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
原
審
の
判
断
は
法
の
適
用
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
で
は
少
年
審
判
の
原
則
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
点
で
、
少
年
審
判
に
関
す
る
八
三
年
の
司
法
大
臣
規
則
や
八
七
年
の
最
高
裁
通
達
に
基
づ
い
て
審
判
を
行
っ
た
原
原
審
の
手
続
は
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

当
で
あ
っ
た
と
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
た
上
で
、
両
被
告
人
に
二
月
の
重
懲
役
（
六
箇
月
の
執
行
猶
予
）
を
言
い
渡
し
て
い
る
。
即
ち
、
行

為
時
一
六
歳
以
上
の
少
年
で
も
、
本
来
、
少
年
審
判
手
続
の
対
象
で
あ
る
一
六
歳
未
満
の
少
年
と
共
犯
関
係
に
あ
っ
た
と
き
は
、
審
理
を
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併
合
し
、
共
に
少
年
審
判
手
続
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
判
断
が
最
高
裁
に
よ
り
示
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
少
年

の
保
護
や
社
会
復
帰
と
い
っ
た
観
点
か
ら
少
年
審
判
の
適
用
を
認
め
た
訳
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
司
法
原
則
た
る
「
簡
易
、
迅
速
、

　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

低
費
用
」
の
原
則
か
ら
、
一
四
歳
の
少
年
に
対
す
る
審
理
と
の
併
合
を
認
め
た
結
果
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
少
年
審
判
手
続
が
自

動
的
に
共
犯
者
で
あ
る
一
八
歳
の
少
年
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
論
理
を
採
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
訴
訟
経
済
的
な
観
点
か
ら
の

特
例
を
認
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
論
者
の
な
か
に
は
、
本
判
決
を
反
対
解
釈
し
て
、
一
八
歳
は
「
少
年
」
で
は
な
く
、
も
は
や
少
年
審
判
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
44
）

対
象
と
は
な
り
得
な
い
と
の
判
断
を
最
高
裁
が
示
し
た
も
の
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
少
年
の
年
齢
を
巡
る
論
争
は
絶
え
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
た
な
立
法
に
よ
る
解
決
し
か
残
さ
れ
た
道
が
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
最
後
に
、
矯
正
施
設
に
お
け
る
少
年
の
処
遇
制
度
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
別
稿
に
お
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の

後
公
表
さ
れ
た
統
計
の
み
補
う
こ
と
に
す
る
。

　
受
刑
者
の
新
収
容
人
員
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
年
ま
で
は
五
万
人
台
だ
っ
た
も
の
が
、
八
七
年
に
は
六
万
五
、
0
0
0
人
に
ま
で
増
加

し
、
八
八
年
以
降
は
七
万
人
台
で
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
表
3
は
一
九
九
〇
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
新
入
所
人
員
を
年
齢
別
・
刑

期
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
受
刑
者
の
う
ち
二
一
歳
以
上
の
者
が
七
〇
％
近
く
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
一
八

歳
未
満
の
受
刑
者
も
、
割
合
こ
そ
七
、
八
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
毎
年
五
、
O
O
O
人
以
上
収
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
一

八
歳
未
満
の
受
刑
者
の
う
ち
九
〇
％
以
上
が
一
年
未
満
の
短
期
自
由
刑
で
あ
る
が
、
刑
期
一
年
以
上
五
年
以
下
の
者
が
五
％
か
ら
八
％
、

ま
た
五
年
を
超
え
る
少
年
が
一
％
余
り
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
罰
金
未
納
に
よ
る
代
替
刑
と
し
て
毎
年
一
〇

〇
人
以
上
の
少
年
が
軽
懲
役
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
少
年
に
対
す
る
罰
金
刑
の
意
義
や
代
替
自
由
刑
の
弊
害
に
つ
い
て
問
題
を
提

起
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
（
2
0
）
　
令
状
主
義
の
一
般
原
則
は
司
法
権
基
本
法
第
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
鱈
d
＆
睾
叩
…
α
壁
の
内
9
窪
ε
き
爵
9
窪
ε
き
勺
o
ざ
犀
内
Φ
－

　
　
5
器
器
昌
内
①
げ
疑
ぎ
壁
［
9
d
。
Z
O
」
轟
弓
魯
巨
一
㊤
刈
ρ
『
Z
」
。
刈
。
－
崖
．
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表3　年齢別・刑期別新受刑者数

刑　期
年　齢“

年 合　計
少　年 青年 成　人

1986 2（28．6） 5（71．4） 7
1987 2（18．2） 9（81。8） 11

無　期 1988 4（33．3） 8（66．7） 12

1989 1（5，6） 17（94．4） 18

1990 8（44，4） 10（55．6） 18

1986 29（2．0） 276（18．8） 1，163（79．2） 1，468

1987 52（1。2） 1，062（24．3） 3，252（74．5） 4，366

5年を超える 1988 64（3．6） 306（17，4） 1，394（79．0） 1，764

1989 54（31） 314（180） 1，380（79，0） 1，748

1990 43（2．7） 291（179） 1，291（79．5） 1，625

1986 288（4。0） 1，595（22．2） 5，318（73．9） 7，201

1987 335（3．6） 2，412（25。9） 6，581（70．6） 9，328

1年以上
　　　　5年以下

1988 461（5。5） 1，696（20。3） 6，218（74．2） 8，375

1989 274（3．6） 1，674（217） 5，768（748） 7，716

1990 290（3．6） 1，572（19．4） 6，258（771） 8，120

1986 2，536（5，8） 13，295（30，5） 27，781（63．7） 43，612

1987 4，062（8．4） 13，892（28．9） 30，165（62．7） 48，119

1年未満 1988 5，134（9．0） 14，622（25．7） 37，117（65．3） 56，873

1989 4，676（7．7） 14，874（24．5） 41，055（677） 60，605

1990 4，977（8．6） 14，890（25．8） 37，783（65．5） 57，650

1986 103（2，7） 884（23，2） 2，823（741） 3，810

1987 109（3．4） 741（231） 2，356（73．5） 3，206

代替軽懲役 1988

1989

1990

162　　（4．0）　　　　　927（23，0）

110（2．8）　　883（22．1）

107（3．3）　　600（18．2）

2，939（73．0）

3，004（75．2）

2，585（78。5）

4，028

3，997

3，292

合　計

1986

1987

1988

1989

1990

2，956

4，558

5，821

5，114

5，417

（5．3）

（7，0）

（8．2）

（6．9）

（7。7）

16，052（28．6）

18，109（27．9）

17，555（24。7）

17，746（24．0）

17，361（24。6）

37，090（66．1）

42，363（65．1）

47，676（67．1）

51，224（69．1）

47，927（67。8）

56，098

65，030

71，052

74，084

70，705

資料．BIRO　PUSAT　STATISTIK　ed，STATISTIK　KRIMINIL－SUMBERDATA　LEMBAGA

　　　PEMASYARAKATAN1986～1988／90より作成
＊　少年（18歳未満）、青年（18歳以上21歳未満）、成人（21歳以上）を意味する。
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（
2
1
）
　
犯
罪
捜
査
規
範
を
定
め
た
「
犯
罪
捜
査
手
続
に
関
す
る
執
行
指
針
」
に
よ
れ
ば
、
逮
捕
状
の
署
名
権
限
を
有
す
る
の
は
、
「
管
区
長
（
区
o
日
磐
－

　
畠
コ
国
①
路
ε
雪
）
又
は
そ
れ
に
よ
り
捜
査
官
若
し
く
は
補
助
捜
査
官
と
し
て
指
名
さ
れ
た
職
員
」
と
さ
れ
て
い
る
。
U
昭
＞
胃
国
ζ
男
勺
男
望
訟
》
宰

＞
z
因
望
ζ
夷
＞
！
三
＞
畏
＞
。
。
評
ω
＞
F
因
甲
○
器
H
＞
z
困
a
‘
害
ζ
胃
z
＞
z
き
5
夷
u
＞
z
き
竪
H
。
。
↓
窪
弓
＞
z
o
℃
即
o
田
ω
評
暴
一
u
民
》
z

　
臼
毫
u
｝
囚
汐
u
｝
2
》
o。
一
（
一
り
o。
鱒
）
。

（
22
）
　
し
か
し
、
強
制
処
分
の
適
法
性
を
事
後
的
に
裁
判
所
が
審
査
す
る
予
備
審
判
（
冥
巷
①
声
巳
一
讐
）
の
制
度
が
あ
る
（
刑
訴
法
七
七
条
乃
至
八
三

　
条
）
。
予
備
審
判
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
の
法
的
地
位
」
法
学
研
究
六
七
巻
一
〇
号
（
一
九
九

　
四
）
五
五
頁
以
下
参
照
。

（
2
3
）
　
曽
器
℃
畠
者
の
募
自
目
囚
a
こ
の
↓
＞
目
胃
民
内
国
目
襲
F
I
の
q
ζ
禺
即
U
＞
葺
国
曙
R
邑
夷
一
。
o
。
象
お
。
。
。
。
y
本
統
計
に
は
、
少
年
事
件
の
「
認

　
知
」
件
数
と
い
う
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
九
八
六
年
で
三
、
〇
五
七
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
の
有
効
性
の
問
題
か
ら
、
こ
こ
で
は
検

　
挙
件
数
を
使
用
し
た
。

（
2
4
）
　
一
九
九
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
人
口
は
約
一
億
八
、
O
O
O
万
人
で
あ
る
。
ω
田
o
℃
冨
亀

　
幹
＞
目
胃
民
a
●
あ
雰
目
ω
目
巳
z
8
話
曽
＞
お
8
（
お
O
一
y
ま
た
、
一
九
八
六
年
二
月
に
行
わ
れ
た
全
国
経
済
社
会
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
一
〇
歳

　
か
ら
一
五
歳
ま
で
の
人
口
は
約
二
、
五
一
六
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。
ω
舅
o
℃
畠
自
曽
＞
目
胃
閑
＆
こ
曽
＞
目
零
民
1
℃
望
曽
u
民
甕
ω
舅
く
田
ω
8
一
＞
一

　
国
区
o
z
o
冨
Z
＞
の
H
o
z
＞
い
一
〇
〇。
①
（
一
㊤
o。
刈
）
’

（
2
5
）
　
警
察
庁
編
『
平
成
五
年
の
犯
罪
』
（
一
九
九
四
）
三
三
三
頁
他
、
法
務
総
合
研
究
所
編
「
平
成
六
年
版
犯
罪
白
書
　
　
犯
罪
と
犯
罪
者
の
国
際
化
』

　
（
一
九
九
四
）
三
八
【
頁
。

（
2
6
）
　
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
『
平
成
五
年
司
法
統
計
年
報
ー
四
少
年
編
」
（
一
九
九
四
）
五
六
－
五
七
頁
、
法
務
総
合
研
究
所
編
・
前
掲
注
（
2
5
）

　
三
九
一
頁
。

（
2
7
）
評
げ
≦
田
」
・
ρ
♪
民
魯
ヨ
雪
犀
⑩
げ
・
田
Z
o
”
罫
。
鱒
－
℃
国
。
。
“
」
。
証
ど
⇒
一
。
。
。
雪
け
讐
⑳
℃
。
一
㊤
℃
①
ヨ
獣
冨
讐
Z
胃
碧
一
α
彗
四
＼

　
目
喜
彗
壁
・
ま
た
、
少
年
に
つ
い
て
は
医
師
の
指
示
に
応
じ
て
補
給
食
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
規
定
が
あ
る
。

（
2
8
）
因
①
℃
ヨ
①
爵
①
『
Z
・
●
ヌ
。
“
』
閃
。
。
刈
。
8
凝
ど
昌
一
。
。
。
㎝
げ
①
鼻
彗
の
9
恕
巳
の
器
一
鼠
コ
凝
鼠
内
①
ユ
餌
即
仁
目
魯
目
魯
彗
彗
Z
①
鴨
轟

　
鼠
口
即
⊆
ヨ
四
ゲ
℃
雪
覧
5
B
⇒
碧
ω
①
巳
帥
腔
鼠
聾
Z
藷
胃
鉾
の
亀
一
①
ζ
と
き
＞
雷
℃
国
ζ
》
胃
＞
閃
》
国
自
＞
z
認
（
お
o
。
①
y
拙
稿
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
に
お
け
る
矯
正
・
保
護
実
務
の
現
状
（
一
）
」
法
学
研
究
六
六
巻
七
号
（
一
九
九
三
）
六
九
頁
参
照
。

（
2
9
）
　
但
し
、
検
事
総
長
に
よ
る
公
共
の
利
益
の
た
め
の
事
件
終
結
処
分
（
冨
塁
帥
ヨ
窟
夷
彗
b
霞
冨
β
⊆
昌
ε
犀
ぎ
冨
鼻
ぎ
σ
q
き
⊆
ヨ
仁
ヨ
）
に
つ
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い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
盗
電
の
処
罰
を
巡
る
議
論
に
関
す
る
覚
書
」
犯
罪
と
非
行
九
四
号
（
一
九
九
二
）
一
八
O
ー
一
八
一
頁

参
照
。

（
3
0
）
　
但
し
、
少
年
係
裁
判
官
も
少
年
事
件
を
専
務
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
の
民
事
や
刑
事
事
件
と
の
兼
務
で
あ
る
。

（
3
1
）
　
伽
一
〇
。
d
●
d
●
国
9
雪
ε
導
－
ぎ
お
暮
⊆
彗
℃
o
ざ
犀
内
⑪
ざ
器
き
口
内
①
ご
冠
ヨ
餌
ロ
●

（
32
）
社
会
指
導
少
年
育
成
所
お
よ
び
社
会
調
査
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
矯
正
・
保
護
実
務
の
現
状
（
二
）
」
法
学
研
究
六

　
六
巻
八
号
（
一
九
九
三
）
九
三
－
九
七
頁
を
参
照
の
事
。
O
O
亀
巳
の
P
切
＞
U
卜
Z
℃
国
ζ
田
Z
＞
》
Z
国
d
国
d
ζ
Z
＞
。
Q
δ
Z
き
＆
こ
一
〇
国
＞
囚
卜
知
く
＞
国
＜
㌣

　
い
d
＞
ω
一
ω
望
田
z
o
＞
z
内
国
ζ
＞
o。
K
》
即
＞
区
＞
弓
》
z
u
＞
z
℃
国
z
o
国
z
↓
＞
o
。
＞
2
＞
z
＞
区
（
一
〇
ミ
）
。

（
3
3
）
　
Z
鶴
貯
＞
ヨ
嘗
①
け
●
巴
こ
b
ご
』
紹
訴
匙
ミ
9
Ω
嵐
罫
執
ミ
』
（
曽
）
国
u
胃
o
国
①
㎝
（
一
〇
〇。
O
）
9

（
34
）
　
℃
零
B
。
爵
9
’
Z
o
ヨ
o
づ
罫
8
と
罫
O
一
●
8
弓
魯
ζ
⇒
一
8
＝
。
暮
雪
α
q
℃
霞
旨
四
富
⇒
℃
霧
巴
旨
＞
巻
け
（
図
）
℃
零
9
霞
磐
ζ
。
鼻
霞
一

　
国
①
プ
四
犀
一
］
β
帥
昌
即
一
Z
o
」
≦
。
O
①
一
C
一
≦
。
〇
一
。
8
目
ゆ
プ
仁
昌
一
㊤
oo
ω
’

（
3
5
）
　
裁
判
の
形
式
に
は
、
有
罪
・
無
罪
判
決
の
外
、
全
告
発
解
除
判
決
（
窟
ε
の
讐
一
ε
霧
鼠
匡
8
の
節
蜀
言
暮
5
彗
ご
ざ
目
）
と
呼
ば
れ
る
も

　
の
が
あ
る
。
全
告
発
解
除
判
決
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
2
2
）
四
六
－
四
七
頁
に
言
及
が
あ
る
。

（
36
）
の
亀
評
葺
。D
曽
客
＞
。
即
①
σ
q
●
Z
9
一
ω
8
内
＼
℃
置
＼
一
。
。
。
ご
嘗
器
巴
。。
。
》
碧
ω
ε
の
一
。
o。
P
①
一
く
第
一
＞
℃
男
＞
u
目
＞
z
お
（
一
8
。
）
㌔
暮
岳
き

　
罫
＞
●
国
①
叩
乞
9
。。
譲
内
＼
距
α
＼
一
。
o
。
O
σ
雪
器
巴
曽
＞
冥
一
＝
O
o
。
O
ふ
O
＜
夷
H
＞
℃
男
＞
u
F
＞
z
記
（
一
〇
〇。
O
）
。

（
3
7
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
一
九
六
四
年
以
降
、
刑
務
所
（
冨
三
胃
曽
）
の
代
わ
り
に
社
会
化
施
設
ρ
①
日
鼠
鴉
℃
卑
ヨ
窃
旨
声
犀
9
蝉
⇒
）
の
語
を

　
用
い
て
い
る
。
　
拙
稿
・
前
掲
注
（
2
8
）
六
二
－
六
六
頁
参
照
。

（
3
8
）
　
拙
稿
・
前
掲
注
（
2
8
）
八
七
－
八
八
頁
参
照
。

（
3
9
）
　
詳
し
い
検
証
は
済
ん
で
い
な
い
が
、
こ
の
制
度
の
源
流
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
旧
宗
主
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
が
フ
ラ
ン
ス
に
支
配
さ
れ
た
際
に

　
継
受
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
刑
法
に
お
け
る
少
年
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
、
ω
’
冥

ω
H
＞
z
弓
島
H
噛
＞
ω
＞
甲
》
の
＞
の
＝
¢
蓉
竃
℃
H
u
＞
z
＞
u
二
z
u
o
蕎
。
Q
H
＞
u
＞
z
評
z
男
＞
震
z
轟
＞
（
鱒
且
＆
」
。
。
。
。
y
＞
o
髪
o
≦
＞
田
o
z
o
卸
ω
田
一

　
即
＞
＝
＞
く
¢
も
§
ミ
ぎ
8
ど
讐
卜
⊃
？
曽
に
簡
単
な
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
お
け
る
刑
事
未
成
年
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
酒
井
安

　
行
「
フ
ラ
ン
ス
　
第
一
章
フ
ラ
ン
ス
少
年
司
法
の
歴
史
」
（
澤
登
俊
雄
編
）
『
世
界
諸
国
の
少
年
法
制
』
成
文
堂
（
↓
九
九
四
）
二
四
九
頁
以
下
に
紹

　
介
が
あ
る
。

（
4
0
）
℃
暮
島
壁
ζ
●
＞
勇
①
の
●
Z
9
。
。
鱒
“
丙
＼
寄
D
＼
一
。
鶉
鼠
お
⑳
巴
留
℃
①
げ
ε
畦
＝
3
。
。
’
評
篭
舅
＞
z
国
甲
目
d
。
。
＞
z
－
囹
胃
目
。
。
＞
z
u
＞
困

52



　
ζ
＞
国
国
》
ζ
》
瞑
＞
o
¢
召
U
自
口
∪
目
（
ζ
男
雷
z
ヒ
目
d
国
¢
ζ
℃
目
＞
z
＞
）
這
o
。
（
r
警
蔓
＆
胃
B
ゆ
毛
き
。
穿
お
雪
）
。

（
4
1
）
℃
5
仁
の
き
ヌ
＞
。
Z
・
。
躍
。
内
＼
勺
一
α
。
＼
一
㊤
。。
卜
。
け
睾
α
q
α
q
巴
一
∪
⑩
の
①
ヨ
げ
①
＝
。
。
。
鈍
網
昆
竃
召
u
男
。・
二
z
u
・
島
。
。
目
＞
お
・。
卜
。
－
一
一
る
＝
，

（
4
2
）
　
勺
仁
ε
の
霧
罫
＞
。
Z
O
』
二
ω
家
＼
霊
隻
一
㊤
・
。
コ
彗
器
巴
一
〇
。
量
2
胃
＝
。
。
ρ
①
一
く
弟
ヲ
℃
男
》
u
F
甕
㊤
一
（
一
。
8
）
臼

（
4
3
）
　
一
九
七
〇
年
の
司
法
権
基
本
法
が
「
の
a
o
浮
讐
P
ご
ε
讐
瓦
き
暫
身
節
匡
お
睾
（
簡
易
、
迅
速
、
低
費
用
）
」
の
原
則
を
定
め
て
い
る
。

　
㎝
“
（
卜
⊃
）
9
9
閑
①
け
①
⇒
診
㊤
コ
ー
ぎ
8
暮
仁
ゆ
昌
℃
○
犀
○
犀
区
①
ド
仁
器
㊤
帥
づ
国
①
『
節
匹
ヨ
曽
冥

（
4
4
）
ζ
○
訂
ヨ
ヨ
＆
ω
巴
①
芦
b
u
9
霧
q
。
。
ご
『
ミ
S
澄
ミ
Ω
頃
§
閃
b
罫
鼠
§
澄
§
§
ε
ミ
o
o
こ
§
α
q
ン
轟
詞
。
。
刈
＜
＞
困
＞
℃
男
＞
u
F
＞
乙
一
。。
”

　
這
O
（
一
〇
露
）
。

（
4
5
）
　
拙
稿
・
前
掲
注
（
2
8
）
八
四
－
八
九
頁
参
照
。

五
　
少
年
裁
判
法
草
案
の
概
要

インドネシアの少年審判制度

　
少
年
審
判
制
度
は
、
あ
く
ま
で
下
級
法
令
に
基
づ
く
制
度
で
あ
っ
て
、
法
律
上
の
制
度
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
少
年
裁
判
法
を
制
定
し
、

正
式
な
少
年
裁
判
制
度
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
少
年
審
判
制
度
が
発
足
し
て
間
も
な
い
一
九
六
〇
年
代
前
半
頃
か
ら
既
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
七
年
に
は
国
家
法
育
成
局
（
ω
と
雪
頴
ヨ
画
轟
き
＝
鼻
⊆
ヨ
Z
霧
一
9
巴
1
ゆ
℃
＝
Z
）
の
前
身
で
あ
る
国
家
法

育
成
研
究
所
（
9
目
富
窓
評
B
師
轟
き
国
爵
仁
5
Z
霧
δ
轟
T
b
℃
匡
Z
）
に
よ
っ
て
最
初
の
少
年
裁
判
法
草
案
が
起
草
さ
れ
て
い
る
（
以
後
、

六
七
年
草
案
と
称
す
る
）
。
そ
の
後
一
九
七
〇
年
に
司
法
権
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
草
案
が
法
案
と
し
て
国
会
に
提
出

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
年
に
は
、
「
家
族
と
子
供
の
福
祉
の
た
め
の
全
国
調
整
局
」
（
ω
区
窪
内
8
三
嘗
器
一
Z
窃
δ
⇒
巴
巨
ε
犀

函
①
ω
①
宣
耳
霞
器
ロ
内
。
一
⊆
胃
鴨
α
磐
＞
⇒
接
）
に
よ
る
「
青
少
年
に
関
す
る
法
律
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
社
会
省
主
導
の
下
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
第
A
作
業
部
会
に
お
い
て
少
年
裁
判
法
草
案
や
児
童
福
祉
法
草
案
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
外
、
一
九
七
七
年
に
は
国
家
法
育

成
局
と
デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
法
学
部
に
よ
っ
て
「
少
年
裁
判
に
関
す
る
専
門
家
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
少
年
裁
判
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

て
、
六
七
年
草
案
を
叩
き
台
と
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
八
一
年
に
は
再
び
草
案
の
修
正
が
行
わ
れ
た
が
、
や
は
り
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法
案
と
し
て
国
会
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
後
立
法
作
業
は
一
時
停
滞
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
が
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
、

少
年
裁
判
法
制
定
を
巡
る
議
論
が
俄
に
活
発
化
し
、
少
年
裁
判
制
度
の
早
期
実
現
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

近
年
、
学
校
間
抗
争
な
ど
の
少
年
非
行
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
一
九
九
〇
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
児
童
の
権
利
条
約
を
批
准

　
（
4
8
）

し
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
回
の
草
案
修
正
後
、
既
に
幾
つ
か
の
関
連
法
規
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
刑

法
の
全
面
改
正
も
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
関
連
法
規
と
の
調
整
作
業
を
含
め
、
少
年
裁
判
法
最
終
草
案
の
編
纂
が
続
け
ら
れ
て

お
り
、
近
い
将
来
、
国
会
へ
の
上
程
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
少
年
裁
判
法
草
案
の
分
析
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
実
現
を
目
指
し
て
い
る
少
年
裁
判
制
度
の
特
徴
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
少
年
裁
判
法
草
案
の
う
ち
最
も
新
し
い
も
の
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

現
段
階
で
そ
の
正
確
な
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
の
二
つ
の
草
案
に
つ
い
て
は
既
に
入
手
済
み
で
あ
る
の
で
、

本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
草
案
を
頼
り
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
少
年
裁
判
制
度
の
将
来
像
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
草

案
は
六
七
年
草
案
を
基
に
七
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
修
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
草

案
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
か
ら
制
度
の
凡
そ
の
特
徴
を
検
討
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

こ
れ
ら
の
草
案
に
は
起
草
さ
れ
た
日
付
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
正
確
な
編
纂
時
期
に
つ
い
て
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問

題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
少
年
裁
判
法
草
案
編
纂
委
員
で
あ
る
ヌ
ル
シ
ャ
ム
ス
ー
・
ユ
ス
タ
ム
元
高
等

裁
判
所
判
事
の
報
告
資
料
か
ら
、
六
七
年
草
案
が
、
七
七
年
の
会
議
後
、
八
一
年
に
一
度
、
そ
し
て
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

年
に
再
度
の
修
正
が
施
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
入
手
し
た
草
案
の
一
つ
は
、
一
九
七
九
年
七

月
壬
二
日
に
成
立
し
た
児
童
福
祉
法
の
引
用
が
条
文
の
な
か
に
見
ら
れ
る
一
方
、
一
九
八
一
年
一
二
月
三
一
日
に
成
立
し
た
刑
事
訴
訟
法

は
近
い
将
来
の
制
定
を
見
越
し
た
形
で
の
引
用
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
八
一
年
草
案
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
も
う

一
方
の
草
案
の
方
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
引
用
が
あ
り
、
規
定
も
刑
事
訴
訟
法
に
沿
っ
た
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
九
八
六
年
の
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普
通
裁
判
法
な
ど
は
略
式
化
し
た
形
で
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
八
二
年
以
降
に
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

勿
論
、
こ
う
し
た
資
料
を
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
方
法
論
上
の
問
題
が
な
い
訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
草
案
の

調
整
作
業
や
法
案
上
程
後
の
国
会
審
議
の
如
何
に
よ
っ
て
は
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
十
分
に
予
想
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
取
り

敢
え
ず
、
こ
の
二
つ
の
草
案
を
中
心
に
分
析
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
目
指
す
将
来
の
少
年
裁
判
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
、
詳
細
な

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
立
法
が
実
現
し
た
段
階
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
分
析
の
対
象

と
な
る
二
つ
の
草
案
の
う
ち
、
七
九
年
か
ら
八
一
年
の
問
に
修
正
が
施
さ
れ
た
方
を
A
草
案
、
八
二
年
以
降
に
修
正
さ
れ
た
新
し
い
草
案

の
方
を
B
草
案
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
文
中
、
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、
B
草
案
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
と
す
る
。

インドネシアの少年審判制度

　
1
　
少
年
裁
判
法
草
案
の
構
成

　
一
九
六
七
年
に
起
草
さ
れ
た
草
案
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
原
文
が
入
手
で
き
な
い
た
め
明
ら
か
で
な
い
。
し
か

し
、
六
七
年
草
案
を
検
討
の
叩
き
台
と
し
た
一
九
七
七
年
の
会
議
資
料
な
ど
か
ら
、
現
在
の
草
案
よ
り
遥
に
長
い
全
壬
二
八
条
か
ら
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
起
草
さ
れ
た
A
草
案
は
全
九
四
条
、
B
草
案
は
全
一
〇
七
条
し
か
な
い
こ
と

か
ら
、
A
草
案
ま
で
の
段
階
で
大
幅
な
条
文
削
減
が
行
わ
れ
、
ほ
ぼ
現
在
の
構
成
が
固
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
削
除
・
修
正
が
行
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
多
岐
に
渡
る
が
、
特
に
、
少
年
裁
判
手
続
に
つ
い
て
規
定
し
た
第
五
章
の
非
行
少
年
手
続
の
部
分
に
集
中
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
、
現
行
刑
事
訴
訟
法
が
成
立
し
た
（
す
る
）
た
め
、
成
人
と
共
通
す
る
手
続
規
定
が
必
要
な
く
な
り
、

削
除
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
B
草
案
は
制
定
文
に
続
く
全
八
章
か
ら
成
り
、
第
一
章
で
は
、
定
義
規
定
の
外
、
少
年
審
判
の
総
則
的
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
第
二

章
は
少
年
係
裁
判
官
の
地
位
や
任
免
な
ど
に
つ
い
て
規
定
す
る
が
、
第
四
節
に
は
、
む
し
ろ
第
五
章
第
五
節
に
位
置
す
べ
き
再
審
に
関
す

る
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
奇
異
な
印
象
を
与
え
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
、
刑
事
訴
訟
法
が
制
定
さ
れ
る
前
に
起
草
さ
れ
た
当
時
の
草
稿
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の
名
残
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
続
く
第
三
章
は
、
非
行
少
年
や
放
任
少
年
に
対
す
る
刑
や
保
護
処
分
に
つ
い
て
規
定
し
た
章
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
第
二
〇
条
が
非
行
少
年
に
対
し
て
は
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
以
外
の
刑
又
は
処
分
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
一
方
、

現
在
、
改
正
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
刑
法
典
も
非
行
少
年
に
対
す
る
様
々
な
刑
や
処
分
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
両
者
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
草
案
は
、
従
来
か
ら
法
的
基
盤
が
脆
弱
で
あ
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
法
定
地
位
と
そ
の
権
限
に
つ
い
て
、
独
立
し
た
章

を
設
け
規
定
し
て
い
る
（
第
四
章
）
。
さ
ら
に
少
年
審
判
の
手
続
に
つ
い
て
定
め
た
第
五
章
で
は
、
少
年
審
判
に
は
一
般
法
と
し
て
民
事
訴

訟
法
ま
た
は
刑
事
訴
訟
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
非
行
少
年
事
件
、
放
任
少
年
事
件
、
後
見
、
養
子
縁
組
に
お
け

る
特
別
手
続
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
控
訴
審
、
上
告
審
、
再
審
に
つ
い
て
は
一
般
法
の
準
用
規
定
の
み
が
置
か
れ
て
い
る
。

最
後
の
第
六
章
に
は
、
非
行
少
年
や
放
任
少
年
を
収
容
す
る
少
年
社
会
化
施
設
や
少
年
教
育
施
設
、
そ
れ
に
社
会
寮
に
関
す
る
規
定
が
置

か
れ
て
い
る
。
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2
　
「
少
年
裁
判
所
」
構
想
の
断
念
　
　
「
少
年
審
判
」
制
度
へ

　
草
案
は
、
既
存
の
裁
判
所
が
少
年
事
件
に
つ
い
て
の
審
判
権
を
有
す
る
も
の
と
し
、
独
立
し
た
少
年
裁
判
所
（
冨
お
区
一
一
彗
磐
葵
）
の

設
置
を
予
定
し
て
い
な
い
。
即
ち
、
司
法
慣
行
と
し
て
一
九
五
八
年
以
降
行
わ
れ
て
き
た
少
年
審
判
制
度
同
様
、
地
方
裁
判
所
や
高
等
裁

判
所
と
い
っ
た
普
通
裁
判
所
に
お
い
て
少
年
事
件
を
扱
う
こ
と
と
し
、
刑
事
手
続
と
し
て
の
性
格
を
維
持
し
つ
つ
、
裁
判
手
続
に
関
し
て

は
成
人
と
異
な
る
規
定
を
設
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
B
草
案
第
二
条
が
「
少
年
に
対
す
る
公
判
は
、
以
後
、
少
年
審
判
と
称
し
、

少
年
に
関
す
る
刑
事
及
び
民
事
事
件
を
審
理
し
、
裁
判
を
行
う
裁
判
所
の
権
限
を
い
う
」
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
趣
旨
で

あ
り
、
こ
れ
は
、
「
少
年
審
判
と
は
、
特
に
、
以
下
の
審
理
及
び
審
判
を
行
う
普
通
裁
判
管
轄
に
お
け
る
裁
判
所
の
一
部
を
い
う
」
（
一
条

一
項
）
と
規
定
す
る
A
草
案
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。



イントネシアの少年審判制度

　
た
だ
、
少
年
裁
判
法
草
案
の
編
纂
に
着
手
し
た
一
九
六
〇
年
代
に
は
独
立
の
少
年
裁
判
所
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
み
ら
れ
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

う
で
、
実
際
、
六
七
年
草
案
で
は
少
年
裁
判
所
の
設
置
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
少
年
審
判
制
度
の
発
足
に
あ
た

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
司
法
関
係
者
が
視
察
の
た
め
ア
メ
リ
カ
な
ど
少
年
裁
判
所
を
有
す
る
国
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
た
め

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
七
七
年
の
会
議
に
お
い
て
も
、
草
案
中
の
少
年
裁
判
所
に
関
連
す
る
規
定
を
削
除
す
べ
き
と
の
提
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

が
各
報
告
者
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
結
局
、
そ
の
後
起
草
さ
れ
た
A
草
案
や
B
草
案
で
は
、
少
年
裁
判
所
構
想
が
断
念
さ
れ
、
少
年
審
判

制
度
へ
と
軌
道
修
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
方
向
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
七
〇
年
の
司
法
権
基
本
法
と
一
九
八
六
年
の
普

　
　
　
（
5
3
）

通
裁
判
法
の
成
立
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
六
七
年
草
案
に
よ
り
一
度
は
少
年
裁
判
所
の
設
置
が
企
図
さ
れ
た
も
の
の
、
そ

の
後
成
立
し
た
司
法
権
基
本
法
に
よ
り
、
裁
判
所
に
よ
る
司
法
権
の
行
使
は
普
通
裁
判
、
宗
教
裁
判
、
軍
事
裁
判
お
よ
び
行
政
裁
判
の
四

つ
に
限
定
さ
れ
（
一
〇
条
）
、
ま
た
、
既
存
の
裁
判
機
関
以
外
の
特
別
な
裁
判
機
関
は
法
律
に
よ
っ
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

た
上
（
二
二
条
）
、
「
裁
判
機
関
の
組
織
、
権
限
、
手
続
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
法
律
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
」
（
二
一
条
）
と
の
規
定
に

基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
普
通
裁
判
法
は
、
裁
判
所
は
第
一
審
裁
判
所
の
地
方
裁
判
所
と
控
訴
審
裁
判
所
の
高
等
裁
判
所
か
ら
成
り
（
六
条
）
、

普
通
裁
判
管
轄
に
お
け
る
司
法
権
は
地
方
裁
判
所
と
高
等
裁
判
所
お
よ
び
終
審
裁
判
所
と
し
て
の
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
を
行
使
す
る
と
規

定
し
た
た
め
（
三
条
）
、
少
年
裁
判
所
と
い
う
独
立
の
裁
判
所
を
新
た
に
設
置
す
る
余
地
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

お
け
る
一
般
的
な
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
司
法
権
基
本
法
に
よ
っ
て
も
、
新
た
な
立
法
を
行
え
ば
既
存
の
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所

を
設
置
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
普
通
裁
判
法
八
条
は
「
普
通
裁
判
管
轄
に
お
い
て
、
法
律
に
よ
り
規
定
さ

れ
た
特
例
は
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
逐
条
解
説
で
は
普
通
裁
判
所
の
特
例
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

と
し
て
少
年
裁
判
所
を
例
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
年
裁
判
所
の
設
置
を
断
念
す
る
根
拠
と
し
て
は
少
し
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
少
年
に
対
す
る
手
続
を
基
本
的
に
は
刑
事
手
続
と
し
て
位
置
付
け
た
こ
と
の
上
に
訴
訟
経
済
的
な
配
慮
が
働
い
た
た

め
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
ほ
ぼ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
領
域
面
積
を
も
ち
、
約
一
万
三
、
O
O
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O
の
島
々
か
ら
な
る
広
大
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
新
た
な
裁
判
所
を
設
置
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
経
費
は
莫
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
56
）

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
現
在
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
二
九
一
の
地
方
裁
判
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
同
数
の
裁
判
所

施
設
を
設
置
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
ど
こ
ろ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
家
財
政
を
考
え
た
場
合
、
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
。
ま
た
、
裁
判

所
の
増
設
に
伴
う
裁
判
官
の
増
員
の
問
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
も
ま
た
早
急
な
人
員
の
確
保
は
難
し
い
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
前
章
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
に
継
続
す
る
少
年
事
件
の
数
は
極
め
て
限
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
新
た
に
設
置
し
た
全
国
の
少
年
裁
判
所
で
扱
う
と
な
る
と
、
一
裁
判
所
当
り
の
件
数
は
相
当
少
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
さ
ら
に
中
央
と
地
方
の
格
差
が
激
し
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
な
ど
大
都
市
の
裁
判
所
に
少
年
事
件
が
集
中
す
る

反
面
、
地
方
で
は
年
に
数
件
と
い
っ
た
よ
う
な
裁
判
所
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
僅
か
な
少
年
事
件
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
裁

判
所
や
人
員
の
増
設
・
増
員
を
図
る
の
は
極
め
て
効
率
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
少
年
に
対
す
る
手
続
を
刑
事
手
続
と
し

て
位
置
付
け
る
以
上
、
独
立
し
た
裁
判
所
を
設
置
す
る
こ
と
の
必
要
性
も
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
そ
の
後
の
少
年
裁
判
法
草
案
の
審
議
過
程
に
お
い
て
少
年
裁
判
所
の
構
想
が
再
浮
上
す
る
こ
と
は
な
く
、
新
た
な
裁
判
所
の
設

置
を
伴
わ
な
い
「
少
年
審
判
」
制
度
の
方
向
で
見
解
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
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3
　
少
年
審
判
の
対
象

　
B
草
案
は
、
少
年
審
判
の
対
象
と
し
て
、
非
行
少
年
事
件
、
放
任
少
年
事
件
、
後
見
、
養
子
縁
組
の
四
つ
を
掲
げ
て
お
り
（
一
九
条
）
、

こ
れ
の
点
は
A
草
案
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
（
一
条
一
項
）
。

　
B
草
案
で
は
、
非
行
少
年
（
壁
舞
轟
ζ
一
）
を
「
規
定
・
規
則
、
慣
習
、
法
、
社
会
宗
教
、
学
校
規
則
等
に
対
し
て
逸
脱
し
た
行
動
を
と

る
少
年
」
と
定
義
し
た
上
で
、
非
行
少
年
を
「
犯
罪
を
行
っ
た
非
行
少
年
」
（
以
後
、
犯
罪
非
行
少
年
と
称
す
る
）
と
「
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い

非
行
少
年
」
（
以
後
、
非
犯
罪
非
行
少
年
と
称
す
る
）
に
分
け
、
共
に
少
年
審
判
の
対
象
と
し
て
い
る
（
一
条
一
一
項
）
。
た
だ
、
「
犯
罪
を
行
っ
て



い
な
い
非
行
少
年
」
が
ど
う
い
う
少
年
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
B
草
案
に
何
ら
規
定
が
な
い
た
め
、
そ
の
概
念
が
問
題
と
な
る
が
、
A
草

案
で
は
「
犯
罪
を
行
っ
た
少
年
」
と
並
ぶ
非
行
少
年
と
し
て
幾
つ
か
の
非
行
事
由
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
（
一
条
二
項
b
号
）
、
B
草
案
に
お

け
る
「
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
少
年
」
の
概
念
を
考
察
す
る
上
で
参
考
と
な
る
。
即
ち
、

インドネシアの少年審判制度

（6〉　（5）　（4）　（3）　（2）　（1）

父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
に
従
わ
ず
、
且
つ
、
服
さ
な
い

父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
の
許
可
な
く
、
又
は
、
こ
れ
に
知
ら
せ
ず
頻
繁
に
家
を
空
け
る

少
年
が
そ
れ
と
知
り
つ
つ
、
犯
罪
者
又
は
不
道
徳
な
者
と
交
際
す
る

少
年
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
場
所
を
時
々
訪
れ
る

頻
繁
に
汚
い
言
葉
を
用
い
る

少
年
の
肉
体
的
、
社
会
的
、
精
神
的
成
長
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
結
果
を
有
す
る
行
為

の
六
つ
で
あ
る
。
虞
犯
性
の
要
件
こ
そ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
我
が
国
の
少
年
法
が
定
め
る
虞
犯
事
由
と
極
め
て
似
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
非
行
事
由
に
関
す
る
規
定
は
六
七
年
草
案
に
も
置
か
れ
て
お
り
、
七
七
年
の
会
議
で
も
規
定
存
置
の
方
向
で
同
意
が
得
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
規
定
は
条
文
解
説
の
方
に
載
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
や
犯
罪
を
行
っ
た
少
年
と
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

の
非
行
事
由
に
該
当
す
る
少
年
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
B
草
案
で
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
趣
旨
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
草
案
が
予
定
し
て
い
る
「
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い

非
行
少
年
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
虞
犯
少
年
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
年
審
判
は
、
犯
罪
非
行
少
年
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な

非
犯
罪
非
行
少
年
を
も
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
草
案
で
は
、
「
父
母
が
そ
の
義
務
を
怠
っ
た
結
果
、
　
精
神
的
、
身
体
的
及
び
社
会
的
な
面
で
少
年
に
必
要
な
も
の
が
本
来
的
に

満
た
さ
れ
得
な
い
少
年
」
を
放
任
少
年
（
き
畏
け
包
彗
け
胃
）
と
定
義
し
た
上
で
、
こ
れ
を
少
年
審
判
の
対
象
と
し
て
い
る
（
↓
条
三
項
）
。

B
草
案
で
は
、
放
任
少
年
を
さ
ら
に
犯
罪
を
行
っ
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
に
分
け
て
い
る
た
め
、
犯
罪
非
行
少
年
と
の
間
で
概
念
の
重
複
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が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
本
規
定
は
、
少
年
の
保
護
や
福
祉
に
係
わ
る
事
件
は
全
て
少
年
審
判
の
対
象
と
す
る
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
従
来
か
ら
議
論
の
あ
っ
た
少
年
審
判
の
対
象
と
な
る
少
年
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
B
草
案
が
、
少
年
の
年
齢
を
、
ま
ず
、
民
事
に
つ
い

て
は
二
一
歳
未
満
で
婚
姻
歴
の
な
い
者
、
刑
事
に
つ
い
て
は
一
八
歳
以
下
の
者
と
す
る
一
般
規
定
を
置
い
て
い
る
（
一
条
一
項
）
。
そ
の
上

で
、
犯
罪
非
行
少
年
に
つ
い
て
は
一
〇
歳
以
上
一
八
歳
以
下
の
者
、
非
犯
罪
非
行
少
年
に
つ
い
て
は
六
歳
以
上
二
一
歳
以
下
の
者
と
し
、

ま
た
、
放
任
少
年
に
つ
い
て
は
、
下
限
を
設
定
せ
ず
、
上
限
は
二
一
歳
と
定
め
て
い
る
（
三
条
一
項
）
。
A
草
案
ま
で
は
、
少
年
審
判
の
対

象
と
な
る
非
行
少
年
の
年
齢
を
一
律
に
一
〇
歳
以
上
一
八
歳
以
下
と
し
、
ま
た
放
任
少
年
に
関
し
て
は
一
八
歳
以
下
と
定
め
て
い
た
こ
と

か
ら
（
A
草
三
条
）
、
非
犯
罪
非
行
少
年
と
放
任
少
年
の
年
齢
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
、
そ
の
趣
旨
は
、
要
保
護
少
年
に
対
す
る

国
家
の
保
護
の
枠
を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
犯
罪
非
行
少
年
の
年
齢
に
関
し
て
も
、
一
九
九
五
年
一

月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
矯
正
会
議
の
席
上
で
、
少
年
裁
判
法
草
案
編
纂
委
員
で
あ
る
ヌ
ル
シ
ャ
ム
ス
ー
・
ユ
ス
タ
ム
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
58
）

高
裁
判
事
か
ら
、
そ
の
下
限
は
八
歳
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
草
案
の
そ
の
後
の
調
整
作
業
で
再
び
年
齢
規
定
が

下
方
修
正
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
一
八
歳
以
下
で
犯
罪
を
行
っ
た
少
年
が
送
致
時
ま
で
に
そ
の
年
齢
を
超
過
し
た
場
合
、
A
草
案
で
は
少
年
審
判
の
対
象
と
す

る
と
さ
れ
て
い
た
が
（
A
草
三
条
二
項
）
、
B
草
案
で
は
、
送
致
時
に
二
一
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
の
限
定
が
加
わ
っ
て
い
る
（
三
条

二
項
）
。

　
た
だ
、
少
年
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
少
年
裁
判
法
と
並
行
し
て
立
法
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
刑
法
改
正
草
案
と
の
関
係
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
最
も
新
し
い
刑
法
改
正
草
案
は
一
九
九
三
年
に
編
纂
さ
れ
、
司
法
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
（
以
後
、
九

　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

三
年
草
案
と
称
す
る
）
、
そ
の
第
九
六
条
は
刑
事
責
任
年
齢
を
一
二
歳
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
年
審
判
の
対
象
と
な
る
犯
罪
非
行
少

年
の
下
限
年
齢
を
一
〇
歳
と
す
る
少
年
裁
判
法
草
案
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
一
〇
歳
の
少
年
が
犯
罪
に
よ
り
起
訴
さ
れ
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た
場
合
、
少
年
審
判
手
続
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
少
年
裁
判
法
草
案
で
は
犯
罪
非
行
少
年
に
対
し
て
刑
罰
と
保

護
処
分
の
い
ず
れ
か
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
刑
法
改
正
草
案
で
一
〇
歳
の
少
年
が
刑
事
未
成
年
で
あ
る
と
す
れ

ば
齪
擁
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
草
案
に
お
け
る
少
年
の
年
齢
規
定
に
つ
い
て
は
未
だ
流
動
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
少
年
審
判
は
、
非
行
少
年
や
放
任
少
年
の
み
な
ら
ず
、
本
来
、
民
事
の
領
域
に
属
す
る
後
見
や
養
子
縁
組
を
も
対
象
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
）

い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
一
九
条
c
・
d
）
。
現
在
の
草
案
が
予
定
す
る
少
年
審
判
と
は
、
単
に
刑
事
事
件
だ
け
で
な
く
、

後
見
や
養
子
縁
組
と
い
っ
た
家
事
事
件
を
も
対
象
と
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
少
年
の
福
祉
に
係
わ
る
事
柄
は
全

て
こ
の
少
年
審
判
に
お
い
て
扱
う
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
福
祉
的
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

イントネシアの少年審判制度

　
4
　
福
祉
的
機
能
と
司
法
的
機
能
（
適
正
手
続
保
障
）

　
少
年
審
判
は
「
少
年
の
福
祉
と
利
益
（
ざ
置
ぎ
け
①
声
睾
α
き
ぎ
℃
①
暮
お
磐
窪
畏
）
を
優
先
」
し
、
「
家
族
的
な
雰
囲
気
に
お
い
て
（
鼠
鼠
ヨ

の
轟
器
畠
ぎ
ぎ
一
轟
お
器
コ
）
」
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
B
草
案
の
前
文
か
ら
も
、
少
年
審
判
の
機
能
の
一
つ
が
福
祉
的
機

能
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
少
年
審
判
は
、
単
に
少
年
の
犯
罪
を
解
明
し
、
そ
の
責
任
を
追
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
少
年
の
抱
え

る
問
題
や
そ
の
原
因
を
探
索
し
、
少
年
に
必
要
と
さ
れ
る
保
護
や
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
少
年
の
社
会
復
帰
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
犯
罪
少
年
だ
け
で
な
く
、
国
家
に
よ
る
保
護
が
必
要
と
さ
れ
る
虞
犯
少
年
や
放
任
少
年
の
外
、
後
見
や
養
子

縁
組
な
ど
を
も
少
年
審
判
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
草
案
が
少
年
福
祉
の
実
現
を
眼
目
と
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
少
年
に
対
す
る
福
祉
的
機
能
を
果
た
す
た
め
、
草
案
で
は
、
現
行
の
少
年
審
判
制
度
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
社
会
調

査
を
正
式
な
制
度
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
即
ち
、
非
行
少
年
事
件
に
お
い
て
、
少
年
係
裁
判
官
（
冨
ζ
ヨ
彗
髪
）
は
「
社
会
指
導
員
」

（
冨
ヨ
画
昌
ぎ
σ
q
ぎ
目
霧
鴇
3
悶
讐
き
）
に
命
じ
て
社
会
調
査
を
実
施
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
処
遇
意
見
と
と
も
に
社
会
調
査
報
告
書
と
し
て

提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
五
七
条
）
。
社
会
指
導
員
は
、
こ
う
し
た
社
会
調
査
の
外
、
少
年
審
判
へ
の
出
席
が
義
務
付
け
ら
れ
（
二
条
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一
項
）
、
さ
ら
に
非
行
少
年
に
対
す
る
社
会
内
処
遇
に
お
い
て
少
年
の
補
導
や
援
護
を
担
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
三
五
条

一
項
）
、
我
が
国
に
お
け
る
家
庭
裁
判
所
調
査
官
と
保
護
観
察
官
を
併
せ
た
よ
う
な
地
位
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
社
会
指
導
員
は

司
法
省
が
任
命
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
社
会
指
導
少
年
育
成
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
放
任
少
年
事
件
を
担
当
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
社
会
省
が
こ
れ
を
任
命
す
る
も
の
と
さ
れ
（
同
二
項
）
、
両
官
庁
の
間
で
役

割
分
担
が
成
立
し
て
い
る
。

　
こ
の
外
、
少
年
の
福
祉
や
保
護
を
実
現
す
る
た
め
、
草
案
で
は
、
審
判
の
非
公
開
お
よ
び
報
道
制
限
（
七
条
）
、
単
独
制
（
八
条
）
、
裁
判

官
や
検
察
官
の
私
服
の
着
用
（
五
条
）
、
保
護
処
分
（
二
二
条
等
）
な
ど
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
う
一
度
確
認
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
草
案
が
予
定
す
る
少
年
審
判
手
続
は
あ
く
ま
で
刑
事
手
続
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
年

事
件
に
お
い
て
は
、
少
年
裁
判
法
に
規
定
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
刑
事
訴
訟
法
が
適
用
さ

れ
る
（
四
〇
条
）
。
即
ち
、
少
年
裁
判
法
が
実
現
し
て
も
、
非
行
少
年
が
検
察
官
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
、
最
終
的
に
有
罪
か
無
罪
か
の
認
定

が
な
さ
れ
た
上
、
有
罪
の
場
合
に
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
成
人
に
対
す
る
手
続
と
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。
そ

こ
で
、
少
年
審
判
に
お
い
て
も
、
犯
罪
（
非
行
）
事
実
の
認
定
と
適
正
手
続
の
保
障
と
い
う
司
法
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
当
然
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
適
正
手
続
に
つ
い
て
は
、
少
年
手
続
も
基
本
的
に
は
刑
事
手
続
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
年
保
護
手
続
に
適
正

手
続
保
障
の
原
理
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
と
い
っ
た
こ
と
は
問
題
と
な
ら
ず
、
成
人
の
被
疑
者
や
被
告
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
保
障
は

全
て
少
年
に
も
及
ぶ
。
し
か
し
、
少
年
裁
判
法
草
案
が
そ
の
よ
う
に
受
動
的
な
形
で
し
か
少
年
手
続
に
お
け
る
適
正
手
続
保
障
の
機
能
を

捉
え
て
い
な
い
と
み
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
確
か
に
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
適
正
手
続
保
障
に
一
定
の
配
慮
を
施
し
た
現
行
刑
事
訴
訟

法
か
ら
す
れ
ば
、
少
年
裁
判
法
草
案
に
お
け
る
少
年
の
権
利
保
障
の
規
定
は
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

草
案
、
特
に
A
草
案
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
現
行
刑
事
訴
訟
法
成
立
以
前
で
あ
っ
て
、
そ
の
A
草
案
の
規
定
に
、
例
え
ば
、
現
行
刑
訴
法
に

よ
っ
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
逮
捕
や
勾
留
期
間
の
制
限
（
A
草
三
六
条
乃
至
一
二
九
条
）
や
再
審
（
幕
巳
三
窪
彗
ぎ
ヨ
げ
巴
一
）
（
同
一
一
条
・
八
一
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条
）
な
ど
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
A
草
案
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
は
刑
事
訴
訟
法
草
案
が
国
会
へ
上
程
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
62
）

れ
る
前
後
で
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
刑
訴
法
草
案
の
内
容
が
少
年
裁
判
法
編
纂
委
員
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
新
し
い
刑

訴
法
の
規
定
を
見
越
し
た
形
で
少
年
裁
判
法
草
案
を
検
討
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
成
人
に
対
す
る
手
続
的

権
利
保
障
が
刑
事
訴
訟
法
に
盛
り
込
ま
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
直
ち
に
少
年
裁
判
法
に
も
反
映
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
も
し
、

少
年
裁
判
法
草
案
の
編
纂
委
員
が
非
行
少
年
に
対
す
る
保
護
や
福
祉
に
と
っ
て
成
人
と
同
じ
よ
う
な
裁
判
手
続
や
権
利
保
障
は
馴
染
ま
な

い
と
判
断
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
た
と
え
刑
事
訴
訟
法
草
案
に
そ
う
し
た
規
定
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
少
年
裁
判
法
草
案
に
導
入
し
よ
う

と
は
考
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
、
少
年
裁
判
法
に
も
新
し
い
権
利
保
障
規
定
を
設
け
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は

り
、
そ
こ
に
は
少
年
の
権
利
保
障
に
関
す
る
一
定
の
配
慮
が
働
い
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
強
制
処
分
の
制
限
や
再
審
に
関
す
る

規
定
が
六
七
年
草
案
に
既
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
七
〇
年
の
青
少
年
に
関
す
る
法
律
会
議
で
は
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

被
疑
者
に
対
す
る
取
調
べ
に
弁
護
人
の
立
会
い
を
認
め
る
よ
う
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
七
七
年
の
少
年
裁
判
会
議
で
も
、
少
年
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

す
る
勾
留
期
間
や
勾
留
要
件
の
制
限
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
最
終
決
議
に
は
再
審
に
関
す
る
規
定
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
、
少
年
裁
判
法
草
案
の
編
纂
過
程
を
通
じ
て
、
少
年
事
件
に
お
け
る
適
正
手
続
の
保
障
が
少
年
審
判
の
重
要
な
機
能
と
し
て
捉
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
よ
う
。
「
少
年
問
題
は
、
正
義
の
実
現
を
看
過
す
る
こ
と
な
く
、
少
年
と
社
会
の
福
祉
た
め
に
審
理
が
行
わ
れ
、
判

決
が
な
さ
れ
る
と
い
う
保
障
の
あ
る
裁
判
を
通
じ
て
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
傍
点
筆
者
）
」
。
　
一
九
七
一
年
の
最
高
裁
通
達
に

お
い
て
示
さ
れ
た
こ
の
文
言
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
目
指
す
少
年
司
法
に
お
け
る
福
祉
的
機
能
と
司
法
的
機
能
と
の
調
和
と
い
う
理
念
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

端
的
に
表
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
B
草
案
中
の
少
年
の
権
利
保
障
に
関
す
る
規
定
と
刑
事
訴
訟
法
の
関
連
条
文
と
の
関
係
を
以
下
に
示
す
。
逮
捕
（
留
置
）
期
間

の
制
限
（
草
四
三
条
、
刑
訴
一
九
条
一
項
）
、
勾
留
期
間
の
制
限
（
草
四
五
条
乃
至
五
〇
条
。
成
人
の
半
分
。
刑
訴
二
四
条
乃
至
二
九
条
）
、
弁
護
人
選

任
権
お
よ
び
そ
の
告
知
義
務
（
草
五
一
条
一
項
、
刑
訴
五
四
条
・
五
五
条
）
、
自
由
交
通
権
（
草
五
一
条
二
項
、
刑
訴
五
七
条
）
、
被
告
人
の
最
終
陳
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述
権
（
草
六
二
条
、
刑
訴
一
八
二
条
一
項
）
。

　
5
　
刑
罰
と
保
護
処
分
　
　
刑
法
改
正
草
案
と
の
関
係

　
少
年
裁
判
法
草
案
は
、
基
本
的
に
、
少
年
に
対
す
る
刑
事
手
続
の
特
例
を
認
め
た
手
続
法
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
法
に
対
す
る
特
別
法
で

あ
る
が
、
草
案
は
、
非
行
の
実
体
要
件
と
非
行
少
年
に
対
す
る
刑
罰
や
保
護
処
分
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
体
法
と
し

て
の
性
格
を
併
せ
も
つ
。
B
草
案
に
規
定
さ
れ
た
刑
罰
と
処
分
を
ま
と
め
る
と
次
に
よ
う
に
な
る
。

64

（
重
懲
役
、
軽
懲
役
、
罰
金
、
保
護
観
察
）

（
帰
住
、
国
家
へ
の
委
託
、
社
会
団
体
へ
の
委
託
）

（
国
家
へ
の
委
託
）

（
重
懲
役
、
軽
懲
役
、

罰
金
、
保
護
観
察
）

（
帰
住
、
国
家
へ
の
委
託
、
社
会
団
体
へ
の
委
託
）

（
帰
住
、
国
家
へ
の
委
託
、
社
会
団
体
へ
の
委
託
）

　
犯
罪
非
行
少
年
に
対
し
て
は
刑
罰
と
処
分
の
い
ず
れ
か
を
、
非
犯
罪
非
行
少
年
に
対
し
て
は
処
分
の
み
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
B
草
案
で
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
放
任
少
年
に
対
し
て
も
刑
罰
と
処
分
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
犯
罪
を
行
っ
て

い
る
点
で
は
犯
罪
少
年
と
同
じ
な
の
で
あ
る
か
ら
、
A
草
案
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
少
年
は
犯
罪
少
年
に
分
類
し
、
放
任
少
年
は
あ
く
ま

非
行
少
年

放
任
少
年

犯
罪
非
行
少
年
（
二
三
条
）

非
犯
罪
非
行
少
年
（
三
二
条
一
項
）

犯
罪
放
任
少
年
（
三
四
条
）

非
犯
罪
放
任
少
年
（
三
三
条
）

処
分

処
分

処
分
処
分 刑刑
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で
要
保
護
少
年
と
し
て
、
保
護
処
分
の
み
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ほ
う
が
制
度
と
し
て
す
っ
き
り
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
少
年
裁
判
法
草
案
に
お
け
る
刑
罰
や
処
分
の
規
定
を
巡
っ
て
は
、
前
述
し
た
刑
事
責
任
年
齢
と
同
様
、
近
年
、
刑
法
改
正
草

案
と
の
整
合
性
の
問
題
が
取
り
沙
太
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
九
三
年
草
案
に
お
い
て
少
年
に
対
す
る
刑
罰
や
保
護
処
分
の
規
定
が
新
設

さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
内
容
が
少
年
裁
判
法
草
案
の
規
定
す
る
制
度
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

　
ま
ず
、
九
三
年
草
案
は
、
刑
事
制
裁
と
し
て
刑
罰
と
処
分
の
二
元
主
義
を
採
用
し
、
刑
罰
で
は
、
死
刑
（
刑
草
五
九
条
）
、
懲
役
、
禁
鋼
、

保
護
観
察
、
罰
金
、
社
会
奉
仕
作
業
（
刑
草
五
八
条
）
を
主
刑
と
し
て
、
権
利
の
剥
奪
、
没
収
・
追
徴
、
判
決
の
公
表
、
損
害
賠
償
の
支

払
、
慣
習
義
務
の
履
行
を
附
加
刑
と
し
て
規
定
し
て
い
る
（
刑
草
六
〇
条
）
。
一
方
、
処
分
で
は
、
責
任
無
能
力
者
又
は
限
定
責
任
能
力
者

に
対
す
る
処
分
と
し
て
精
神
病
院
で
の
治
療
処
分
、
政
府
へ
の
委
託
処
分
、
個
人
へ
の
委
託
処
分
の
三
つ
を
規
定
す
る
外
、
い
ず
れ
の
犯

罪
の
場
合
に
も
刑
罰
と
併
科
す
る
こ
と
の
で
き
る
処
分
と
し
て
、
運
転
免
許
証
の
取
り
消
し
、
犯
罪
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
の
剥
奪
、
犯
罪

の
結
果
の
回
復
（
原
状
回
復
）
、
職
業
訓
練
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
施
設
で
の
治
療
の
五
つ
を
規
定
し
て
い
る
（
刑
草
九
一
条
）
。
そ
の

上
で
、
九
三
年
草
案
は
「
少
年
に
対
す
る
刑
と
処
分
」
の
節
を
設
け
、
一
二
歳
以
上
一
八
歳
以
下
の
少
年
に
対
す
る
固
有
の
刑
罰
や
処
分

を
規
定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
以
下
に
示
す
通
り
、
新
し
い
社
会
内
処
遇
の
導
入
な
ど
刑
罰
や
処
分
の
多
様
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

刑
罰
　
（
刑
草
九
九
条
）

主
刑
（
冨
α
節
づ
節
唇
犀
○
犀
）

　
一
　
名
目
上
の
刑
（
管
鼠
冨
8
9
ぎ
巴
）

　
　
訓
戒
（
官
匿
尽
℃
霞
冒
の
讐
睾
）

　
　
警
告
（
讐
量
畠
8
㎎
ξ
彗
評
霞
霧
）
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二
　
条
件
附
刑
（
甘
号
墨
号
お
讐
。Q
『
胃
讐
）

　
　
施
設
外
処
遇
（
甘
鼠
轟
冨
ヨ
玄
髭
磐
巳
冨
曽
円
一
①
日
ぴ
弗
節
）

　
　
社
会
奉
仕
作
業
（
甘
量
畠
ざ
ユ
節
。D
o
巴
巴
）

　
　
保
護
観
察
（
忌
鼠
墨
冨
鴨
薫
窃
讐
）

　
三
　
罰
金
（
豆
α
彗
餌
留
目
鼠
）

　
四
　
自
由
刑
（
甘
号
鋸
冨
目
ぴ
讐
霧
彗
ぎ
げ
①
げ
霧
磐
）

　
　
施
設
内
処
遇
（
嘗
3
轟
冨
5
獣
畠
讐
象
儀
巴
帥
日
一
①
ヨ
訂
閃
帥
）

　
　
懲
役
（
甘
量
鍔
冨
ε
胃
餌
）

　
　
禁
鋼
（
甘
昏
”
ロ
四
言
言
℃
9
ロ
）

附
加
刑
（
営
号
猛
鼠
g
げ
魯
彗
）

　
　
一
定
の
物
の
没
収
．
追
徴
（
冨
建
5
も
霧
讐
げ
胃
彗
叩
富
り
彗
の
3
旨
雪
ε
α
讐
鼠
㎎
跨
壁
）

　
　
損
害
賠
償
の
支
払
（
冨
ヨ
げ
塁
胃
嘗
α
q
讐
江
ぎ
ε
α
q
一
彗
）

　
　
慣
習
義
務
の
履
行
（
需
目
仁
2
冨
昌
ざ
≦
＆
皆
壁
四
α
魯
）
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処
分
　
（
刑
草
一
一
一
条
）

責
任
無
能
力
お
よ
び
限
定
責
任
能
力
の
少
年
に
対
す
る
処
分

　
病
院
で
の
治
療
（
冨
声
名
讐
雪
巳
2
ヨ
醤
の
接
一
δ
）

　
政
府
へ
の
委
託
（
冨
ξ
霞
魯
讐
ぎ
冨
鼠
冨
日
①
ユ
暮
讐
）

　
個
人
へ
の
委
託
（
冨
ξ
霞
魯
豊
ざ
℃
帥
鼠
の
霧
0
9
壁
の
）

そ
の
他
の
処
分

　
父
母
、
後
見
人
ま
た
は
里
親
へ
の
帰
住
（
冨
p
鵯
ヨ
げ
巴
寅
⇒
ざ
冨
量
o
胃
き
の
ε
彗
蜜
P
讐
窪
≦
巴
ぎ
巻
9。
冨
ζ
冨
口
の
四
ω
仁
『
塁
節
）

　
政
府
ま
た
は
個
人
へ
の
委
託
（
冨
蔓
霞
魯
雪
ぎ
冨
富
冨
ヨ
①
匡
暮
魯
9
磐
の
窃
8
声
お
）

　
政
府
ま
た
は
民
間
団
体
が
行
う
訓
練
へ
の
参
加
義
務



（
ざ
訂
歪
の
碧
幕
お
一
ざ
江
昭
げ
轟
げ
巨
一
プ
導
看
お
q
一
区
髪
き
。
一
魯
冨
馨
吋
巨
ぎ
讐
窪
げ
巴
ゆ
コ
ω
語
器
）

運
転
免
許
証
の
取
り
消
し
（
冨
9
ぎ
暮
彗
窪
轟
江
N
営
ヨ
曽
鷺
ヨ
⊆
象
）

犯
罪
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
の
剥
奪
（
冨
声
ヨ
℃
霧
讐
ぎ
き
ど
お
9
コ
葦
お
岳
冨
3
一
9
α
胃
二
一
＆
髪
甘
9
ヨ
）

犯
罪
の
結
果
の
回
復
（
冨
吾
費
犀
讐
髪
ぎ
讐
－
帥
匠
げ
讐
け
ヨ
量
闘
百
鼠
墨
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
奉
『
鋤
画
ロ
鼠
巴
）

施
設
で
の
治
療
（
冨
声
毛
讐
彗
島
α
巴
四
5
の
轟
け
仁
一
①
ヨ
鼠
σ
q
四
）

インドネシアの少年審判制度

　
刑
法
九
三
年
草
案
と
少
年
裁
判
法
B
草
案
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
刑
罰
の
う
ち
施
設
収
容
を
伴
う
自
由
刑
に
つ
い
て
は
、
B
草

案
が
重
懲
役
（
甘
鼠
畠
冨
三
胃
餌
）
と
軽
懲
役
（
甘
9
轟
ざ
り
巨
⑳
睾
）
の
二
種
類
を
規
定
す
る
に
止
ま
り
、
し
か
も
、
こ
の
分
類
は
刑
法

改
正
で
廃
止
さ
れ
、
懲
役
（
営
富
轟
冨
三
貰
帥
）
に
一
本
化
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
B
草
案
で
は
、
少
年
に
対
す
る

自
由
刑
と
し
て
特
に
成
人
と
異
な
る
工
夫
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
九
三
年
草
案
で
は
、
懲
役
な
ら
び
に
禁
鋼
（
風
匿
轟
§
唇
雪
）
の

外
、
施
設
内
処
遇
（
官
塗
轟
冨
旨
9
量
碧
島
α
巴
㊤
ヨ
一
①
ヨ
富
鴨
）
と
い
う
刑
の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
条
文
上
、
施
設
内
処
遇
は
、

少
年
の
状
態
や
行
動
に
鑑
み
、
自
由
を
拘
束
し
な
い
と
社
会
に
危
険
を
及
ぼ
す
た
め
、
処
遇
上
、
隔
離
す
る
必
要
が
あ
る
少
年
を
対
象
と

し
、
職
業
訓
練
の
た
め
の
場
所
ま
た
は
指
定
さ
れ
た
そ
の
他
の
処
遇
施
設
で
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
刑
草
一
〇
七
条
）
、
制
度
の
趣

旨
や
内
容
、
他
の
自
由
刑
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
刑
法
改
正
草
案
編
纂
委
員
長
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大

学
の
マ
ル
ジ
ョ
ノ
・
レ
ク
ソ
デ
ィ
プ
ト
ロ
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
施
設
内
処
遇
は
、
現
行
刑
法
四
六
条
に
規
定
す
る
よ
う
な
国
家
の
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

施
設
に
お
い
て
処
遇
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
同
規
定
は
少
年
に
対
す
る
保
護
処
分
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
施
設
内
処
遇

も
そ
の
性
格
か
ら
い
っ
て
む
し
ろ
処
分
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
九
三
年
草
案
と
B
草
案
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
少
年
に
対
す
る
刑
の
緩
和
の
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
が
法
定
刑
と
さ
れ
て
い
る
場
合
、
少
年
に
科

し
得
る
刑
の
上
限
は
一
〇
年
の
重
懲
役
と
し
（
B
草
二
四
条
二
項
、
刑
草
一
〇
八
条
二
項
）
、
少
年
に
対
す
る
自
由
刑
の
長
期
に
つ
い
て
は
成
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人
の
長
期
の
二
分
の
一
と
さ
れ
て
い
る
（
B
草
二
四
条
一
項
、
刑
草
一
〇
六
条
三
項
）
。
た
だ
、
九
三
年
草
案
に
は
、
少
年
に
対
す
る
自
由
刑
の

適
用
は
最
終
手
段
で
あ
り
（
刑
草
一
〇
六
条
一
項
）
、
一
八
歳
以
下
の
少
年
に
は
極
力
適
用
せ
ず
（
刑
草
六
一
二
条
）
、
ま
た
自
由
刑
の
執
行
に
お

い
て
も
仮
釈
放
を
出
来
る
限
り
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
刑
草
〇
六
条
二
項
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

　
社
会
内
処
遇
に
関
し
て
は
、
九
三
年
草
案
が
、
「
名
目
上
の
刑
」
と
し
て
訓
戒
と
警
告
の
二
つ
を
、
ま
た
条
件
附
刑
と
し
て
施
設
外
処

遇
、
社
会
奉
仕
作
業
、
保
護
観
察
の
三
つ
の
刑
を
新
設
し
て
い
る
の
に
対
し
、
B
草
案
は
僅
か
に
保
護
観
察
を
規
定
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
名
目
上
の
刑
は
、
少
年
の
自
由
の
制
限
を
伴
わ
な
い
軽
い
刑
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
（
刑
草
一
〇
〇
条
）
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
保
護
者
へ
の
帰
住
な
ど
と
共
に
処
分
と
し
て
規
定
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
条
件
附
刑
の
う
ち
施

設
外
処
遇
と
は
、
司
法
省
の
処
遇
官
や
精
神
病
院
な
ど
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
指
導
や
観
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
せ
る
も
の
で
（
刑
草

一
〇
一
一
条
）
、
一
般
非
行
少
年
の
外
、
性
格
異
常
や
薬
物
依
存
少
年
な
ど
を
対
象
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
社
会
奉
仕
作
業
は
、
欧
米
で

行
わ
れ
て
い
る
社
会
奉
仕
命
令
に
倣
っ
た
も
の
で
、
少
年
は
、
七
時
間
以
上
一
二
〇
時
間
以
下
の
範
囲
で
定
め
ら
れ
た
特
定
の
時
間
、
社

会
奉
仕
作
業
に
就
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
（
刑
草
一
〇
三
条
）
。
少
年
裁
判
法
草
案
に
は
主
刑
と
し
て
の
社
会
奉
仕
作
業
そ
の
も
の
は

規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
B
草
案
か
ら
は
罰
金
の
代
替
刑
と
し
て
奉
仕
作
業
（
ざ
ユ
四
富
釜
）
が
義
務
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
罰
金

五
、
○
○
○
ル
ピ
ア
に
つ
き
一
日
の
奉
仕
作
業
を
九
〇
日
以
内
に
一
日
六
時
間
の
割
合
で
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

る
（
二
六
条
二
項
乃
至
四
項
）
。
さ
ら
に
、
保
護
観
察
は
少
年
裁
判
法
草
案
に
も
刑
法
改
正
草
案
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
年

裁
判
法
B
草
案
で
は
保
護
観
察
の
期
間
を
三
月
以
上
二
年
以
下
と
定
め
て
い
る
だ
け
で
（
二
八
条
）
、
そ
の
要
件
に
つ
い
て
は
何
ら
定
め
が

な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
刑
法
改
正
九
三
年
草
案
で
は
、
法
定
刑
が
七
年
以
下
の
懲
役
で
あ
る
犯
罪
を
行
っ
た
者
で
（
刑
草
一
〇
四
条
・
七
〇

条
）
、
そ
の
行
動
や
状
態
に
鑑
み
、
処
遇
が
十
分
監
督
で
き
る
者
に
対
し
保
護
観
察
を
科
す
こ
と
が
で
き
、
対
象
者
は
、
　
一
般
遵
守
事
項

の
外
、
場
合
に
よ
っ
て
は
特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
、
三
年
以
内
の
特
定
さ
れ
た
保
護
観
察
期
間
、
司
法
省
の
処
遇
官
に
よ
る
観
察
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
刑
草
七
一
条
）
。
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罰
金
に
つ
い
て
は
、
B
草
案
・
九
三
年
草
案
と
も
、
少
年
に
対
す
る
罰
金
の
多
額
は
成
人
の
二
分
の
一
と
す
る
と
規
定
し
て
い
る
が

（
B
草
二
六
条
一
項
、
刑
草
一
〇
五
条
二
項
）
、
九
三
年
草
案
で
は
一
六
歳
以
上
の
少
年
に
対
し
て
の
み
罰
金
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

て
い
る
の
に
対
し
（
刑
草
一
〇
五
条
一
項
）
、
B
草
案
の
方
で
は
代
替
刑
と
し
て
の
奉
仕
作
業
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
処
分
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
B
草
案
お
よ
び
九
三
年
草
案
は
共
に
保
護
者
へ
の
帰
住
や
政
府
ま
た
は
民
間
団
体
（
個
人
）
へ
の

委
託
を
規
定
し
て
い
る
が
（
B
草
二
二
条
一
項
、
刑
草
一
一
一
条
一
項
）
、
九
三
年
草
案
は
、
さ
ら
に
、
政
府
ま
た
は
民
間
（
団
体
）
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
る
訓
練
へ
の
参
加
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
施
設
内
治
療
の
三
つ
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
処
分
が
予
定
す

る
対
象
者
や
処
遇
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
施
設
内
処
遇
と
し
て
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
）

れ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
果
た
し
て
、
政
府
委
託
処
分
と
同
じ
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
か
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
異
な
る
施
設
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
実
現
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
細
か
い
詰
め
の
作
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
年
裁
判
法
草
案
と
刑
法
改
正
草
案
は
少
年
に
対
す
る
刑
罰
や
処
分
に
関
し
独
自
の
規
定
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
両
者
の
問
で
調
整
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

インドネシアの少年審判制度

　
6
　
少
年
裁
判
法
草
案
に
見
ら
れ
る
そ
の
他
の
特
色

　
少
年
裁
判
法
草
案
に
見
ら
れ
る
そ
の
他
の
特
色
と
し
て
は
、
起
訴
猶
予
制
度
の
採
用
、
民
間
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
、
司
法
省

と
社
会
省
の
役
割
分
担
の
明
確
化
な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
ま
ず
、
B
草
案
は
、
少
年
が
改
善
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
少
年
の
利
益
（
ざ
冨
昌
お
き
9
。
き
犀
）
た
め
事
件
を
裁
判
所
へ
送

致
し
な
い
権
限
を
検
察
官
に
与
え
て
い
る
（
五
五
条
）
。
こ
れ
は
、
少
年
事
件
に
お
け
る
起
訴
猶
予
制
度
を
認
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
現
行
法
上
、
起
訴
便
宜
主
義
を
採
用
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
起
訴
猶
予
制
度
を
有
し
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
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て
は
画
期
的
な
試
み
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
刑
事
訴
訟
法
に
よ
れ
ば
、
検
察
官
が
不
起
訴
処
分
を
行
っ
た
場
合
、
警
察
や
被
害
者
か
ら
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
72
）

判
所
に
対
し
処
分
の
適
法
性
の
審
査
に
関
す
る
申
し
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
予
備
審
判
制
度
が
あ
る
た
め
、
少
年
裁
判
法
に
基
づ
く

起
訴
猶
予
処
分
も
こ
の
予
備
審
判
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
起
訴
猶
予
と
は
異
な
る
が
、
刑
法
改
正

九
三
年
草
案
に
お
い
て
も
、
条
件
附
裁
判
猶
予
（
℃
雪
巨
3
睾
冨
声
亀
曽
号
轟
彗
の
望
胃
讐
）
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
捜
査
官
、
検
察
官
お
よ
び
処
遇
官
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
裁
判
官
が
、
少
年
の
将
来
の
利
益
の
た
め
（
号
巨
ざ
冨
忌
お
壁

ヨ
的
器
含
8
彗
碧
舞
）
、
少
年
が
遵
守
す
べ
き
一
般
遵
守
事
項
と
特
別
遵
守
事
項
を
定
め
、
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
を
延
期
す
る
と
い
う

も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
刑
草
九
七
条
）
、
詳
細
な
手
続
の
内
容
に
つ
い
て
九
三
年
草
案
は
何
も
規
定
し
て
お
ら
ず
定
か
で
な
い
。
た
だ
一

つ
言
え
る
こ
と
は
、
少
年
裁
判
法
草
案
に
せ
よ
刑
法
改
正
草
案
せ
よ
、
手
続
の
初
期
の
段
階
で
少
年
を
手
続
か
ら
外
す
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
社
会
復
帰
を
容
易
な
ら
し
め
る
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
制
度
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
少
年
裁
判
法
草
案
で
は
、
非
行
少
年
の
処
遇
に
民
間
団
体
や
篤
志
家
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
現

行
法
で
も
、
政
府
委
託
処
分
を
言
い
渡
さ
れ
た
少
年
の
処
遇
を
財
団
や
特
定
の
個
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
が
刑
法
に
置

か
れ
て
い
る
が
（
刑
四
六
条
）
、
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
余
り
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
用
と
し
て
は
、
矯
正
施
設
や
保
護
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

察
に
お
い
て
民
間
人
を
非
公
式
の
形
で
委
嘱
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
B
草
案
で
は
、
こ
う
し
た
制
度
に
加
え
（
二
二
条
一
項
c
号
、
三
〇
条
）
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
篤
志
社
会
委
員
（
評
ε
α
q
器
昏
ヨ
器
巻
声
ζ
け
餌
昌
ω
爵
胃
①
田
）
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

こ
れ
は
、
司
法
省
が
任
命
す
る
篤
志
社
会
指
導
員
（
評
日
江
ヨ
匡
躍
密
ヨ
器
看
声
犀
魯
壁
ω
昆
畦
①
鼠
）
と
社
会
省
が
任
命
す
る
社
会
篤
志
家

（
即
①
鼠
毛
壁
ω
8
芭
）
、
そ
れ
に
社
会
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
成
っ
て
お
り
（
一
条
一
二
号
c
）
、
こ
の
う
ち
司

法
省
の
篤
志
社
会
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
社
会
調
査
報
告
書
の
作
成
や
保
護
観
察
に
お
け
る
補
導
・
援
護
に
お
い
て
司
法
省
の
社
会
指
導

員
を
補
佐
し
た
り
（
三
五
条
三
項
）
、
少
年
受
刑
者
に
対
す
る
指
導
や
援
護
を
担
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
三
八
条
二
項
）
。

　
最
後
に
、
少
年
裁
判
法
草
案
で
は
、
非
行
少
年
事
件
の
管
轄
に
関
し
、
司
法
省
と
社
会
省
と
の
間
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
役
割
分
担
が
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設
け
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
犯
罪
を
犯
し
た
非
行
少
年
の
処
遇
に
関
し
て
は
、
司
法
省
社
会
化
総
局
（
9
お
葬
o
声
こ
①
且
零
巴
℃
①
ヨ
器
竿

胃
接
讐
睾
）
の
下
に
あ
る
少
年
社
会
化
施
設
内
処
遇
局
（
曽
お
ζ
o
声
モ
⑩
旨
画
轟
磐
α
巴
ゆ
ヨ
9
ヨ
富
窓
評
B
器
醤
声
犀
9。
θ
讐
仁
暮
爵
＞
昌
接
）

お
よ
び
社
会
化
施
設
外
処
遇
局
（
9
お
葬
9
讐
ぽ
目
亘
轟
彗
冨
胃
9
目
富
α
q
¢
評
5
霧
覧
声
犀
讐
聾
）
の
主
管
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
社
会
省
も
、
児
童
福
祉
の
観
点
か
ら
、
素
行
に
問
題
の
あ
る
少
年
に
対
す
る
処
遇
を
担
当
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

て
い
る
の
が
一
九
七
九
年
に
制
定
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
で
あ
り
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
非
行
少
年
社
会
復
帰
寮
（
℃
き
該
寄
訂
巨
討
巴

＞
轟
犀
Z
欝
巴
）
お
よ
び
薬
物
被
害
者
社
会
復
帰
寮
（
評
註
国
魯
ぎ
ま
鼠
巴
国
9
げ
壁
Z
胃
ざ
試
雷
）
が
設
置
さ
れ
、
非
行
少
年
や
要
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

少
年
、
薬
物
濫
用
少
年
に
対
す
る
開
放
処
遇
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
社
会
省
が
処
遇
を
担
当
す
る
非
行
少
年
は
、
犯
罪
を
犯
す
に

は
至
っ
て
い
な
い
虞
犯
少
年
や
要
保
護
少
年
で
あ
り
、
司
法
省
が
管
轄
す
る
犯
罪
少
年
と
の
間
に
は
一
応
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
も
の

の
、
明
確
な
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
少
年
裁
判
法
草
案
は
こ
の
間
隙
を
埋
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
B
草
案
で
は
、
犯
罪
を

犯
し
た
非
行
少
年
で
国
家
委
託
処
分
と
な
っ
た
少
年
に
つ
い
て
は
司
法
大
臣
に
よ
り
司
法
省
が
管
轄
す
る
国
家
少
年
社
会
化
施
設
（
9
孚

富
鴨
頴
ヨ
器
醤
鍔
訂
一
き
＞
昌
餌
犀
Z
①
窓
声
）
へ
収
容
す
る
も
の
と
し
（
三
〇
条
）
、
一
方
、
非
犯
罪
非
行
少
年
お
よ
び
放
任
少
年
で
国
家
委

託
処
分
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
社
会
大
臣
に
よ
り
社
会
寮
（
評
呂
ω
8
芭
）
へ
収
容
す
る
外
（
三
二
条
三
項
、
一
〇
〇
条
）
、
放
任
少
年
の

手
続
に
つ
い
て
は
社
会
省
が
関
与
す
る
も
の
と
規
定
し
て
い
る
（
三
三
条
二
項
、
三
五
条
二
項
、
三
八
条
三
項
、
六
六
条
乃
至
六
八
条
他
）
。
た
だ
、

少
年
審
判
の
対
象
と
な
ら
な
い
一
〇
歳
未
満
の
犯
罪
非
行
少
年
お
よ
び
六
歳
未
満
の
非
犯
罪
非
行
少
年
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
他
の

法
令
に
委
任
す
る
旨
の
規
定
を
置
い
て
お
ら
ず
、
も
し
、
こ
れ
ら
の
少
年
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
児
童
福
祉
法
に
委
ね
る
趣
旨
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

と
す
れ
ば
、
少
年
裁
判
法
の
規
定
に
沿
う
よ
う
法
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
4
6
）
O
o
爲
留
H
ぎ
u
o
蚤
目
ぎ
聖
ぎ
。
ω
。
実
9
も
§
ミ
8
貯
Φ
一
届
＝
蒔
山
・
。
あ
鼠
差
α
o
罵
富
譲
鍔
琶
o
ω
o
⑩
江
ひ
P
O
o
§
言
＆
馬
ぎ
山
§
－

　o

§
馳
§
q
議
儀
§
恥
－
g
為
儀
§
α
q
鉢
⑪
ミ
Ω
轟
鴨
、
Q
ミ
田
』
§
卜
轟
罫
し
巨
ω
》
u
》
z
℃
国
ζ
田
z
＞
＞
z
＝
¢
閤
d
寓
Z
＞
。
。
H
o
z
き
＆
：
。
。
§
ミ
き
8
ど
讐

　詑－

器
■
こ
の
外
に
も
、
関
係
会
議
と
し
て
、
一
九
七
三
年
お
よ
び
七
六
年
に
は
社
会
指
導
少
年
育
成
局
に
関
す
る
会
議
が
、
ま
た
七
六
年
に
は
第
三

71



8）法学研究68巻8号（’95

　
回
犯
罪
学
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
の
亀
ω
＞
u
＞
z
℃
国
ζ
田
z
＞
＞
z
＝
¢
国
d
ζ
Z
＞
曽
o
z
自
＆
●
も
琶
ミ
き
け
①
器
矯
一
国
竃
蜜
o
＞
因
即
豪
H
乙
8
臼
噂

　
勾
＞
国
¢
胃
＞
ω
国
q
図
d
ド
d
z
H
＜
国
閃
。
。
昌
＞
の
U
弓
O
z
国
O
昆
ρ
一
＞
8
勾
》
z
ω
国
匡
z
＞
胃
内
霞
置
z
O
8
臼
一
一
一
（
一
㊤
ミ
）
。

（
4
7
）
　
勺
讐
一
垢
＝
且
厨
唇
轟
宮
P
q
q
㌧
ミ
Ω
9
N
§
ン
き
罫
、
肉
蒔
ミ
鴫
g
ぎ
き
訳
o
ヨ
冨
P
O
算
』
」
0
8
・
生
徒
や
学
生
の
集
団
闘
争
や
学
校

　
間
抗
争
に
つ
い
て
は
、
q
畠
＞
Z
Z
国
ω
ω
5
0
さ
＆
こ
ト
Z
＞
囚
U
＞
Z
因
田
＞
田
亀
＞
Z
（
お
8
）
に
詳
し
い
。

（
4
8
）
国
ε
冥
⑪
の
，
Z
9
ω
①
弓
魯
…
一
8
。
ゆ

（
4
9
）
Z
8
屋
届
ヨ
8
①
く
彦
け
冨
β
、
①
ミ
轟
§
ン
き
罫
魯
黛
3
需
⑦
言
。
（
℃
碧
零
肩
①
ω
①
暮
a
讐
ω
①
ヨ
ぎ
胃
評
ヨ
霧
『
餌
声
犀
讐
雪
目
零

　
嘗
α
彗
四
目
ξ
¢
巳
〈
Φ
お
は
四
。
。
『
傷
o
冨
巴
P
一
〇
〇
㎝
）
。

（
5
0
）
ω
田
∈
6
0
刈
＞
目
≦
舅
自
客
o
ω
o
国
困
弓
ρ
。
D
g
b
ミ
3
8
ど
讐
一
㎝
一

（
51
）
　
実
際
の
条
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
》
2
乙
≦
＞
霞
o
乙
欝
の
舅
一
即
＞
国
髭
9
。
。
起
ミ
昌
o
冨
ご
卑
畠
参
照
。
ま
た
、
一
九
七
四
年
の
ジ
ャ

　
カ
ル
タ
高
等
裁
判
所
通
達
に
も
、
草
案
に
お
い
て
独
立
し
た
少
年
裁
判
所
の
構
想
が
あ
る
こ
と
を
示
す
一
節
が
み
ら
れ
る
。
O
o
8
ゆ
》
u
＞
z
℃
国
ζ
甲

　
z
＞
＞
z
匿
¢
目
冒
Z
＞
。
Q
一
〇
z
＞
い
a
こ
。
っ
も
ミ
8
け
⑪
ど
讐
置
一
。

（
52
）
ω
匡
薯
こ
o
図
讐
一
≦
嘗
讐
ヨ
o
ω
o
①
5
6
P
の
§
ミ
8
一
①
“
ρ
讐
卜
。
♪
図
o
。
堕
寓
胃
昌
コ
帥
Z
o
δ
名
こ
帥
σ
q
α
ρ
¢
奄
ミ
ロ
0
8
9
讐
G。
G。
I
G。
合

　
B
草
案
中
の
一
五
条
及
び
一
七
条
（
上
級
裁
判
所
の
監
督
権
）
に
関
す
る
規
定
は
、
少
年
裁
判
所
の
設
立
を
前
提
と
し
た
古
い
草
案
の
名
残
り
で
あ

　
る
と
思
わ
れ
る
。

（
5
3
）
d
邑
彗
σ
q
－
巨
自
き
讐
8
鼠
縄
℃
①
声
色
導
d
ヨ
⊆
ヨ
［
d
●
⊂
。
Z
o
●
鱒
弓
魯
巨
一
。
。。
①
堕
い
2
」
。
。。
①
－
鱒
。
］
。

（
5
4
）
ω
ユ
≦
こ
o
看
鼠
≦
一
声
け
ヨ
o
ω
o
①
江
δ
も
起
ミ
8
お
“
ρ
讐
旨
－
器
。

（
55
）
2
。
（
一
）
℃
⑩
且
①
一
霧
讐
℃
霧
巴
②
①
巨
評
の
巴
d
●
d
。
8
算
讐
の
内
⑩
け
雪
ゴ
普
歯
①
け
①
昌
ε
彗
℃
o
ざ
犀
国
①
ざ
霧
曽
彗
ヌ
魯
畏
巨
節
P

　
㎝
o
。
勺
①
ε
①
一
器
讐
勺
霧
巴
忌
ヨ
一
℃
霧
巴
d
●
C
」
雪
鼠
お
評
声
巳
一
磐
d
B
仁
ヨ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
法
律
に
は
、
必
ず
、
法
律
の
一
般
解
説

　
（
亮
且
巴
霧
き
信
B
二
彗
）
と
逐
条
解
説
（
冨
三
①
一
器
彗
冨
鐙
一
含
ヨ
一
冨
の
巴
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
法
源
の
一
つ
と
し
て
、
条
文
解
釈
の
根
拠
と

　
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
説
は
、
官
報
補
遺
（
目
節
旨
げ
嘗
き
9
ヨ
げ
胃
磐
Z
品
帥
轟
）
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
5
6
）
　
ゆ
田
O
勺
¢
。
。
＞
円
ω
弓
＞
目
の
目
囚
＆
こ
ω
弓
＞
目
の
目
ヌ
因
霞
貫
z
目
1
ω
d
客
田
胃
U
＞
日
＞
℃
国
z
O
》
u
目
＞
7
Z
国
O
国
田
お
Q。
o。
1
一
〇
Q
。
P
讐
㎝
（
一
〇
露
）
●

（
5
7
）
O
o
①
①
切
＞
u
＞
z
℃
国
ζ
匹
z
＞
＞
z
＝
d
閑
¢
冒
Z
＞
臼
O
z
＞
い
＆
こ
。
D
§
ミ
コ
0
8
一
”
ゆ
二
“
o。
。

（
5
8
）
Z
o
①
お
看
ヨ
の
。
⑪
頓
仁
里
鼠
β
の
§
・
Ω
ぎ
3
“
P
9
。
●

（
5
9
）
ζ
胃
9
9
0
即
㊦
認
o
象
冒
可
P
ミ
湧
Ω
b
岱
§
富
ミ
貫
碧
霞
ミ
8
マ
ミ
罫
9
§
ン
昌
罫
瓢
§
卜
①
ミ
貫
題
霞
ミ
麩
旨
ミ
澄
ミ
§
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妄
§
緯
Ω
叉
冨
℃
霞
冥
。
の
Φ
算
＆
讐
oQ
①
ヨ
言
胃
℃
。
ヨ
霧
図
貰
算
讐
磐
↓
①
暮
一
鼠
莚
目
ξ
q
巳
く
霞
。
。
富
巴
＆
g
①
巴
餌
℃
一
8
㎝
）
。

（
60
）
勺
＞
z
目
＞
℃
男
巨
ω
舅
＞
z
即
d
d
内
d
＝
℃
一
㊤
㊤
一
＼
一
。
鵠
a
こ
2
＞
。
。
軍
＝
即
＞
z
。
＞
乙
＞
z
d
z
9
暴
と
z
u
＞
z
o
雷
員
長
田
u
＞
z
＞
（
要
智
）

　
ω
⊂
囚
¢
凶
国
ω
》
目
d
ゆ
¢
囚
d
因
目
c
＞
（
一
〇
〇
〇。
）
●

（
6
1
）
後
見
や
養
子
縁
組
、
放
任
少
年
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
、
婚
姻
法
、
児
童
福
祉
法
な
ど
に
規
定
が
散
在
し
て
い
る
。
9
Q
亀
ζ
貰
鼠
轟
乞
9
9

　
＆
9
覧
ρ
。
D
§
ミ
8
鼠
o
。
場
讐
一
嵩
－
嵩
9

（
62
）
　
当
時
、
少
年
裁
判
法
草
案
編
纂
委
員
長
で
あ
っ
た
司
法
省
刑
事
局
長
の
ブ
デ
ィ
ア
ル
テ
ィ
氏
は
、
刑
事
訴
訟
法
草
案
編
纂
委
員
も
兼
任
し
て
い

　
て
い
る
。
O
Q
亀
ζ
節
詳
言
帥
Z
O
8
名
こ
鋤
㎎
α
O
℃
鶏
b
ミ
昌
9
①
o
。
｝
讐
置
o。
。

（
6
3
）
ω
題
≦
巳
o
蚤
目
≦
田
＞
望
o
ω
o
環
胃
ρ
。
D
§
召
昌
0
8
一
届
二
。。
。

（
6
4
）
　
ω
＞
u
》
z
℃
国
ζ
田
z
＞
＞
z
匡
d
昏
ζ
Z
》
曽
o
z
き
＆
こ
。
り
も
召
ぎ
8
一
矯
讐
一
鳶
」
呂
」
望
山
留
。

（
6
5
）
ψ
国
。
ζ
讐
ζ
9
讐
＞
の
巨
㎎
乞
o
。
ζ
。
＞
。
＼
℃
。
ヨ
『
＼
。
“
。。
＼
一
。
刈
一
。

（
6
6
）
　
死
刑
は
主
刑
に
は
位
置
付
け
ら
れ
ず
、
「
特
別
な
性
質
を
も
つ
刑
」
（
官
9
畠
醤
お
訂
話
肖
讐
パ
げ
5
垢
）
と
し
て
、
独
立
に
規
定
さ
れ
て

　
い
る
（
五
九
条
）
。

（
6
7
）
O
Q
亀
竃
胃
9
・
8
国
①
寄
＆
甘
5
吋
ρ
⑦
眉
ミ
3
S
㎝
P
ゆ
二
“

（
6
8
）
　
今
日
、
条
件
附
刑
（
嘗
鼠
昆
げ
零
亀
胃
讐
）
と
は
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
（
刑
法
一
四
条
a
乃
至
一
四
条
f
）
、

　
九
三
年
草
案
で
は
、
殆
ど
同
じ
条
件
附
刑
（
甘
鼠
畠
号
お
碧
亀
鷺
讐
）
の
語
を
新
た
な
三
つ
の
社
会
内
処
遇
制
の
上
位
概
念
を
表
す
用
語
と
し

　
て
用
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
と
し
て
の
条
件
附
刑
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
32
）
八
四
－

八
七
頁
参
照
。

（
6
9
）
　
こ
の
罰
金
の
代
替
刑
と
し
て
の
奉
仕
作
業
の
構
想
は
七
七
年
の
会
議
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
9
Q
題
切
＞
呈
z
評
窯
国
z
》
＞
2
鵠
長
q
ζ
Z
キ

ω
H
o
z
き
＆
こ
。
っ
§
ミ
8
8
ど
ゆ
二
㎝
9

（
7
0
）
　
さ
ら
に
、
観
察
裁
判
官
（
訂
5
ヨ
℃
雪
鴨
≦
霧
）
に
対
す
る
保
護
観
察
期
問
の
延
長
や
短
縮
の
申
し
立
て
（
七
一
条
四
．
五
項
）
、
遵
守
事
項
違

　
反
（
再
犯
）
の
場
合
の
措
置
（
七
二
条
）
な
ど
の
規
定
も
あ
る
。

（
71
）
O
Q
亀
竃
費
9
0
ぎ
即
①
冨
・
α
ぎ
暮
目
9
。
。
§
召
3
一
①
㎝
P
讐
一
9

（
72
）
　
拙
稿
・
前
掲
注
（
22
）
五
五
－
六
三
頁
以
下
参
照
。

（
7
3
）
　
拙
稿
・
前
掲
注
（
3
2
）
八
三
頁
、
九
六
－
九
七
頁
お
よ
び
一
〇
一
頁
参
照
。
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（
7
4
）
　
伽
O
一
一
9
¢
●
国
①
。
D
①
す
算
①
轟
彗
＞
昌
帥
ぎ

（
7
5
）
　
非
行
少
年
社
会
復
帰
寮
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ホ
ス
テ
ル
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
非
行
少
年
社
会
復
帰
寮

　
に
お
け
る
非
行
少
年
の
処
遇
に
つ
い
て
」
更
生
保
護
と
犯
罪
予
防
一
〇
九
号
（
一
九
九
三
）
九
九
頁
以
下
で
紹
介
し
た
。

（
7
6
）
七
七
年
の
会
議
で
も
、
下
限
年
齢
以
下
の
非
行
少
年
に
関
す
る
規
定
を
置
く
べ
き
だ
と
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
の
亀
切
自
夷
℃
国
ζ
国
z
＞
＞
z

国
員
d
蜜
Z
＞
。
。
一
〇
z
き
＆
●
も
§
ミ
8
8
ど
讐
一
“
。
・
o
o
題
9
ぴ
o
｝
ζ
胃
9
g
o
国
。
認
o
象
を
育
o
矯
。
。
§
ミ
3
け
①
㎝
P
g
㊤
。
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六
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
少
年
審
判
制
度
の
現
状
と
併
せ
、
現
在
、
立
法
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
少
年
裁
判
法
草
案
の
特
色
に
つ
い
て
、
持
ち
得

る
限
り
の
資
料
か
ら
考
察
を
加
え
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
現
行
法
制
の
枠
内
で
少
年

審
判
制
度
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
少
年
の
福
祉
と
権
利
保
障
と
い
う
二
つ
の
理
念
を
基

礎
に
据
え
な
が
ら
少
年
裁
判
法
の
制
定
へ
向
け
て
立
法
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
少
年
司
法
制
度
の
確
立

に
と
っ
て
法
の
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
少
年
裁
判
法
の
早
期
実
現
へ
向
け
て
地
道
な
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
点
に
つ

い
て
は
評
価
で
き
よ
う
。
た
だ
、
こ
う
し
た
立
法
作
業
の
前
途
に
不
安
材
料
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
特
に
、
同
時
進
行
し
て
い
る
刑
法
改

正
草
案
と
の
調
整
が
早
急
に
図
ら
れ
な
け
れ
ば
、
少
年
裁
判
法
の
実
現
が
さ
ら
に
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
独
立
後
、
植
民
地
立
法
か

ら
の
脱
却
と
固
有
法
の
制
定
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
一
九
八
一
年
に
ま
ず
手
続
法
た
る
刑
事
訴
訟
法
制
定
を
実
現
さ
せ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
と
っ
て
当
面
の
課
題
は
実
体
法
た
る
刑
法
の
全
面
改
正
で
あ
ろ
う
。
刑
法
改
正
の
た
め
の
最
終
草
案
も
既
に
完
成
し
て
い
る
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
国
会
へ
上
程
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
少
年
裁
判
法
草
案
と
の
間
で
調
整
を
要
す
る
箇
所

が
少
な
く
な
い
こ
と
が
露
呈
す
る
に
至
っ
た
今
、
司
法
省
お
よ
び
国
務
官
房
の
問
で
十
分
な
協
議
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
少

年
裁
判
法
草
案
お
よ
び
刑
法
改
正
草
案
の
規
定
に
は
少
年
に
対
す
る
刑
罰
や
処
分
な
ど
新
た
な
制
度
の
創
設
を
唄
っ
た
も
の
が
少
な
く
な



い
が
、
た
だ
闇
雲
に
新
し
い
制
度
を
導
入
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
画
餅
に
帰
し
て
は
元
も
子
も
無
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
現
実
に

運
営
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
施
策
が
十
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
年
裁
判
法
を
巡
る
今
後
の
立
法
動
向
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
機
を
見
て
検
討
を
加
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

インドネシアの少年審判制度
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資
料
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
少
年
裁
判
法
草
案
試
訳
【
B
草
案
】

　　　第第　　　第　　　　　第第
　第第五四第第第三第第第第第二一
A二一章章三二一章五四三二一章章
　節節　　節節節　節節節節節

総
　
則

司
法
官
の
地
位
及
び
少
年
審
判
の
権
限

　
少
年
係
裁
判
官

　
控
訴
審
裁
判
官

　
上
告
審
裁
判
官

　
再
　
審

　
少
年
審
判
の
権
限

　
　
刑
及
び
処
分

　
　
犯
罪
を
行
っ
た
非
行
少
年
に
対
し
て

　
　
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少
年

　
　
放
任
少
年
に
対
す
る
処
分

　
　
社
会
委
員

　
　
少
年
裁
判
手
続

　
　
総
　
則

　
　
第
一
審
裁
判

　
　
非
行
少
年
事
件

第
一
款
　
捜
査
に
つ
い
て

　
第
二
款
逮
捕
及
び
勾
留
に
つ
い
て

　
第
三
款
　
訴
追
に
つ
い
て

　第四

款
　
審
判
廷
に
お
け
る
審
理

第
一
款
　
少
年
審
判
へ
放
任
少
年
を
送
致
す
る
手
続

B
　
放
任
少
年
事
件

　
　
C
　
後
見
の
訴
え

　
　
　
第
一
款
後
見
の
訴
え
の
提
起

　
　
　
第
二
款
　
審
判
廷
に
お
け
る
審
理

　
　
D
　
養
子
縁
組
の
訴
え

　
　
　
第
一
款
養
子
縁
組
の
申
請

　
　
　
第
二
款
　
裁
判
所
審
判
廷
に
お
け
る
審
理

　
第
三
節
　
控
訴
審
裁
判

　
第
四
節
　
上
告
審
裁
判

　
第
五
節
　
判
決
の
再
審

第
六
章
　
収
容
施
設

　
第
一
節
　
国
家
少
年
教
育
施
設

　
第
二
節
社
会
寮

第
七
章
　
経
過
規
定

第
八
章
　
終
　
章

少
年
に
対
す
る
裁
判
に
関
す
る

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
法
律
草
案

（
全
八
章
一
〇
七
条
）

唯
↓
絶
対
神
の
恵
と
共
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
は
、

a
　
少
年
と
い
う
特
別
な
性
質
と
の
関
係
か
ら
、
少
年
の
福
祉
を
実
現

　
す
る
べ
く
、
少
年
に
対
す
る
裁
判
が
、
社
会
の
利
益
の
外
、
少
年
の

76

　
第
ニ
款
　
審
判
延
に
お
け
る
審
理
て



インドネシアの少年審判制度

　
　
福
祉
と
利
益
を
優
先
し
つ
つ
、
家
族
的
な
雰
囲
気
に
お
い
て
行
わ
れ

　
　
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

　
b
　
当
該
少
年
裁
判
の
特
別
な
性
質
と
の
関
係
か
ら
、
少
年
に
対
す
る

　
　
裁
判
に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
こ
と

　
　
に
鑑
み
、

　
一
　
一
九
四
五
年
基
本
法
第
五
条
第
一
項
、
第
二
〇
条
第
二
項
、
第
二

　
　
　
四
条
及
び
第
二
五
条

　
二
　
司
法
権
の
基
本
的
諸
規
定
に
関
す
る
一
九
七
〇
年
法
律
第
一
四
号

　
　
　
（
官
報
一
九
七
〇
年
七
四
号
、
官
報
補
遺
二
九
五
一
号
）

　
三
　
児
童
福
祉
に
関
す
る
一
九
七
九
年
法
律
第
四
号
（
官
報
一
九
七
九

　
　
　
年
三
二
号
、
官
報
補
填
三
四
三
号
）

　
四
　
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
一
九
八
一
年
法
律
第
八
号
（
官
報
一
九
八

　
　
　
一
年
七
六
号
、
官
報
補
遺
三
二
〇
九
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ユ

　
五
　
民
事
訴
訟
法
に
関
し
て
は
、
改
正
国
内
規
則
（
旧
官
報
一
九
四
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　

　
　
　
年
四
四
号
）
、
地
域
外
法
規
則
（
旧
官
報
一
九
二
七
年
二
二
七
号
）

　
六
　
普
通
裁
判
法

　
七
　
最
高
裁
判
所
法

　
　
を
考
慮
し
、

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
国
民
議
会
の
承
認
を
得
て
、
少
年
に
対
す
る
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

判
に
関
す
る
法
律
を
定
め
る
も
の
と
決
定
す
る
。

　
　
　
　
第
一
章
　
総
　
則

　
　
　
　
　
ホ
　

第
一
条
【
定
義
】
こ
の
法
律
に
い
う
、

　
一
　
少
年
（
導
欝
）
と
は
、
民
事
の
問
題
に
お
い
て
は
、
二
一
歳
に
達

　
　
し
て
お
ら
ず
、
婚
姻
を
し
た
こ
と
が
な
い
者
を
い
い
、
刑
事
の
問
題

　
　
に
お
い
て
は
、
一
八
歳
以
下
の
者
を
い
う
。

　
二
　
非
行
少
年
（
壁
髪
奉
犀
巴
）
と
は
、
規
定
・
規
則
、
慣
習
、
法
、

　
　
社
会
宗
教
、
学
校
規
則
等
に
対
し
て
逸
脱
し
た
行
動
を
と
る
少
年
を

　
　
い
う
。

　
　
a
犯
罪
を
行
っ
た
非
行
少
年

　
　
b
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少
年

　
三
　
放
任
少
年
（
讐
畏
8
二
彗
鼠
円
）
と
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

　
　
父
母
が
そ
の
義
務
を
怠
っ
た
結
果
、
精
神
的
、
身
体
的
及
び
社
会
的

　
　
な
面
で
少
年
に
必
要
な
も
の
が
本
来
的
に
満
た
さ
れ
得
な
い
少
年
を

　
　
い
う
。

　
四
　
少
年
受
刑
者
（
彗
畏
け
零
窟
鼠
轟
）
と
は
、
既
に
確
定
し
た
裁

　
　
判
に
基
づ
い
て
処
罰
さ
れ
る
少
年
を
い
う
。

　
五
　
裁
判
官
（
訂
匹
日
）
と
は
、
少
年
係
裁
判
官
（
冨
ξ
目
き
接
）
を

　
　
い
う
。

　
六
　
控
訴
審
裁
判
官
（
げ
餌
田
ヨ
げ
き
α
貯
の
）
と
は
、
少
年
係
控
訴
審

　
　
裁
判
官
を
い
う
。

　
七
　
上
告
審
裁
判
官
（
訂
5
旨
闘
器
霧
一
）
と
は
、
少
年
係
上
告
審
裁

　
　
判
官
を
い
う
。
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八
　
公
訴
官
（
冨
蒙
三
暮
ニ
ヨ
仁
ヨ
）
と
は
、
少
年
係
公
訴
官
を
い
う
。

九
　
弁
護
人
（
冨
口
霧
魯
讐
げ
爵
⊆
ヨ
）
と
は
、
法
的
援
助
を
行
う
た

　
め
、
法
律
に
よ
り
、
又
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満

　
た
す
者
を
い
う
。

一
〇
　
捜
査
官
（
冨
ξ
箆
鱒
）
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
イ

　
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
警
察
（
℃
○
■
困
）
及
び
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
れ
た
文
官
公
務
員
捜
査
官
（
℃
℃
Z
ω
）
の
少
年
係
捜
査
官
を
い
う
。

二
　
　
社
会
委
員
（
冨
ε
α
q
霧
ざ
ヨ
霧
看
鍔
犀
魯
壁
）
と
は
、
次
に

　
掲
げ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
い
う
。

　
a
司
法
省
の
社
会
指
導
員
（
評
ヨ
げ
一
ヨ
げ
一
お
凶
①
ヨ
器
巻
声
冨
－

　
　
δ
磐
）

　
b
社
会
省
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
c
社
会
独
立
団
体
（
零
ヨ
げ
品
節
ω
毛
＆
ゆ
巻
竃
器
葦
り
畏
9
）
の

　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

一
二
　
篤
志
社
会
委
員
（
冨
葺
の
器
ざ
g
器
巻
轟
犀
9
彗
ω
爵
胃
o
鼠
）

　
と
は
、
社
会
福
祉
活
動
の
領
域
に
お
い
て
技
術
及
び
奉
仕
能
力
を
有

　
す
る
者
を
い
い
、
次
か
ら
成
る
。

　
a
司
法
省
の
篤
志
社
会
指
導
員
（
ぽ
ヨ
亘
ヨ
圧
お
因
①
5
霧
醤
7

　
　
蝉
パ
節
鼠
ロ
ω
二
犀
胃
①
鼠
）

　
b
社
会
省
の
社
会
篤
志
家
（
即
①
一
餌
名
雪
ω
o
の
一
巴
）

　
c
社
会
団
体
（
○
お
四
巳
鶏
巴
ω
o
巴
巴
丙
①
ヨ
器
旨
声
犀
9
彗
）
の

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

一
三
　
収
容
施
設
（
ざ
ヨ
げ
品
曽
冨
轟
旨
を
お
壁
）
と
は
、
少
年
を

　
　
収
容
し
、
教
育
す
る
施
設
を
い
い
、
少
年
社
会
化
施
設
（
一
①
日
訂
鳴

　
　
冨
B
器
巻
声
ざ
鼠
口
磐
畏
）
及
び
社
会
復
帰
寮
（
冨
暮
貯
魯
害
－

　
　
三
鼠
巴
8
巴
巴
）
か
ら
成
る
。

第
二
条
【
少
年
審
判
】
少
年
に
対
す
る
公
判
は
、
以
後
、
少
年
審
判

　
（
ω
置
き
σ
q
彗
畏
）
と
称
し
、
少
年
に
関
す
る
刑
事
及
び
民
事
事
件
を

　
審
理
し
、
裁
判
を
行
う
裁
判
所
の
権
限
を
い
う
も
の
と
す
る
。

第
三
条
【
審
判
に
付
す
ぺ
き
少
年
】
　
①
　
犯
罪
を
行
っ
た
非
行
少
年
が

　
少
年
審
判
へ
送
致
さ
れ
る
年
齢
制
限
は
、
一
〇
歳
以
上
一
八
歳
以
下
と

　
す
る
。
一
方
、
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少
年
が
少
年
審
判
へ
送
致

　
さ
れ
る
年
齢
制
限
は
、
六
歳
以
上
二
一
歳
以
下
と
す
る
。

②
少
年
が
一
八
歳
以
下
で
犯
罪
を
行
い
、
そ
の
少
年
が
当
該
年
齢
を
超

　
過
し
た
あ
と
少
年
審
判
へ
送
致
さ
れ
た
が
、
未
だ
二
一
歳
に
達
し
て
い

　
な
い
場
合
、
当
該
少
年
は
そ
の
ま
ま
少
年
審
判
へ
送
致
す
る
も
の
と
す

　
る
。

③
放
任
少
年
に
つ
い
て
は
、
少
年
審
判
へ
送
致
さ
れ
る
年
齢
の
下
限
は

　
な
く
、
上
限
昼
二
歳
と
す
る
。

第
四
条
【
少
年
事
件
の
捜
査
】
　
一
〇
歳
以
上
の
少
年
が
犯
罪
を
行
っ
た

　
疑
い
が
あ
る
場
合
、
当
該
少
年
に
対
し
捜
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
【
私
服
の
着
用
】
　
少
年
審
判
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
法
服
を
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
用
せ
ず
、
公
訴
官
、
警
察
官
、
公
判
担
当
検
察
官
、
社
会
指
導
員
は
制

　
服
を
着
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
六
条
【
成
人
等
と
の
共
犯
】
　
①
　
成
人
と
共
に
犯
罪
を
行
っ
た
少
年

　
は
少
年
審
判
へ
送
致
し
、
成
人
は
地
方
裁
判
所
（
℃
雪
鴨
巳
一
彗
Z
①
－
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鵯
匡
）
　
へ
こ
れ
を
送
致
す
る
。

②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
軍
人
と
共
に
犯
罪
を
行
っ
た
少
年
は
少
年
審

　
判
へ
送
致
し
、
当
該
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
軍
人
は
軍
事
裁
所

　
（
ζ
聾
惹
ヨ
簿
げ
ζ
監
叶
零
）
へ
こ
れ
を
送
致
す
る
。

第
七
条
【
審
判
の
非
公
開
】
　
①
　
裁
判
官
は
、
当
該
少
年
、
父
母
、
後
見

　
人
（
≦
巴
一
）
又
は
里
親
（
9
彗
⑳
菖
餌
錺
昌
）
、
弁
護
士
及
び
第
三
五

　
条
第
一
項
に
い
う
社
会
指
導
員
に
限
っ
て
出
席
を
許
さ
れ
る
非
公
開
の

　
審
判
廷
に
お
い
て
少
年
事
件
を
審
理
す
る
も
の
と
す
る
。

②
第
一
条
に
い
う
者
を
除
き
、
一
人
と
し
て
審
判
へ
の
出
席
は
認
め
ら

　
れ
な
い
。
但
し
、
裁
判
官
又
は
合
議
体
に
よ
る
許
可
に
基
づ
く
場
合
は
、

　
こ
の
限
り
で
な
い
。

③
　
裁
判
官
は
、
被
告
人
又
は
父
母
、
後
見
人
若
し
く
は
里
親
の
氏
名
は

　
公
表
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
で
報
道
関
係
者
が
審
判
に
出
席
す

　
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
　
捜
査
官
、
公
訴
官
、
裁
判
官
、
社
会
指
導
員
に
よ
る
非
行
少
年
事
件

　
に
関
す
る
全
て
の
報
道
に
お
い
て
、
記
者
及
び
そ
の
他
の
職
員
は
、
捜

　
査
段
階
か
ら
始
ま
り
裁
判
の
執
行
が
終
わ
る
ま
で
、
被
疑
者
、
被
告
人
、

　
受
刑
者
又
は
父
母
、
後
見
人
若
し
く
は
里
親
の
氏
名
の
略
称
を
用
い
る

　
も
の
と
す
る
。

⑤
少
年
及
び
・
又
は
社
会
の
利
益
の
た
め
、
放
任
少
年
事
件
、
後
見
の

　
ホ
マ

　
訴
え
及
び
養
子
縁
組
の
申
請
に
関
す
る
審
判
は
、
当
該
少
年
並
び
に
第

　
六
六
条
及
び
第
七
五
条
に
い
う
当
事
者
の
み
が
出
席
し
、
非
公
開
で
こ

　
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
判
決
は
、
公
開
さ
れ
た
審
判
廷
で
こ
れ
を
告
知
す
る
。

第
二
章
　
司
法
官
の
地
位
及
び
少
年
審
判
の
権
限

　
第
一
節
少
年
係
裁
判
官

第
八
条
【
単
独
制
】
　
①
　
裁
判
官
は
、
単
独
の
裁
判
官
と
し
て
、
第
一
審

　
に
お
け
る
少
年
事
件
を
審
理
し
、
裁
判
を
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、

　
地
方
裁
判
所
長
に
よ
り
必
要
と
み
な
さ
れ
る
一
定
の
場
合
は
、
合
議
体

　
で
審
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
裁
判
官
は
、
執
務
の
遂
行
に
お
い
て
、
一
人
の
書
記
官
又
は
一
人
の

　
補
助
書
記
官
に
よ
る
補
佐
を
受
け
る
。

第
九
条
【
資
格
】
　
少
年
係
裁
判
官
と
な
る
た
め
に
は
、
普
通
裁
判
管
轄

　
に
お
け
る
裁
判
官
と
し
て
の
経
験
を
有
す
る
外
、
少
年
問
題
へ
の
関
心

　
及
び
貢
献
が
あ
り
、
こ
れ
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

第
一
〇
条
【
任
免
】
少
年
係
裁
判
官
は
、
最
高
裁
判
所
長
官
の
提
案
に

　
基
づ
き
、
司
法
大
臣
が
こ
れ
を
任
免
す
る
。

第
二
条
【
少
年
審
判
へ
の
出
席
】
①
犯
罪
を
行
っ
た
非
行
少
年
事

　
件
に
お
い
て
、
公
訴
官
及
び
第
三
五
条
一
項
に
い
う
社
会
指
導
員
は
少

　
年
審
判
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少
年
及
び
放
任
少
年
事
件
、
後
見
の
訴

　
え
及
び
養
子
縁
組
の
申
請
に
お
い
て
、
第
三
五
条
第
二
項
に
い
う
ソ
ー

　
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
一
節
控
訴
審
裁
判
官

第
一
二
条
【
単
独
制
】
①
控
訴
審
裁
判
官
は
、
単
独
の
裁
判
官
と
し
、

　
控
訴
審
に
お
け
る
少
年
事
件
を
審
理
し
、
裁
判
を
す
る
も
の
と
す
る
。

　
但
し
、
高
等
裁
判
所
長
官
に
よ
り
必
要
と
み
な
さ
れ
る
一
定
の
場
合
は
、

　
合
議
体
で
審
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
控
訴
審
裁
判
官
は
、
執
務
の
遂
行
に
お
い
て
、
一
人
の
書
記
官
又
は

　
補
助
書
記
官
に
よ
る
補
佐
を
受
け
る
。

第
一
三
条
【
資
格
】
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
少
年
係
裁
判
官
に
適
用
さ

　
れ
る
資
格
は
、
高
等
裁
判
所
に
お
け
る
控
訴
審
裁
判
官
に
も
こ
れ
を
適

　
用
す
る
。

第
一
四
条
【
任
免
】
控
訴
審
裁
判
官
は
、
最
高
裁
判
所
長
官
の
提
案
に

　
基
づ
き
、
司
法
大
臣
が
こ
れ
を
任
免
す
る
。

第
［
五
条
【
指
導
・
監
督
】
高
等
裁
判
所
長
官
は
、
審
判
が
こ
の
法
律

　
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
管
轄
内
の
審
判
の
実
施
に
対
し
指

　
導
を
与
え
、
監
督
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
第
一
一
一
節
　
上
告
審
裁
判
官

第
一
六
条
【
上
告
】
高
等
裁
判
所
に
お
け
る
控
訴
審
裁
判
官
の
判
決
に

　
対
し
、
最
高
裁
判
所
に
上
告
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
七
条
【
終
審
裁
判
所
】
少
年
審
判
に
対
す
る
最
終
的
な
監
督
は
、

　
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
を
行
う
。

第
四
節
　
再
　
審

第
一
八
条
【
再
審
】
①
既
に
確
定
し
た
非
行
少
年
事
件
の
判
決
に
対

　
し
、
少
年
及
び
・
又
は
父
母
、
里
親
若
し
く
は
弁
護
人
は
、
有
効
な
法

　
律
の
規
定
に
従
い
、
最
高
裁
判
所
に
再
審
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

②
放
任
少
年
事
件
、
後
見
の
訴
え
及
び
養
子
縁
組
の
申
請
の
場
合
、
再

　
審
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
父
母
、
後
見
人
、
里
親
又
は

　
利
害
を
有
す
る
当
事
者
で
あ
る
。

　
第
五
節
　
少
年
審
判
の
権
限

第
一
九
条
【
裁
判
権
】
少
年
審
判
は
、

　
裁
判
を
す
る
権
限
を
有
す
る
。

　
a
非
行
少
年
事
件

　
　
1
犯
罪
を
行
っ
た
者

　
　
2
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
者

　
b
放
任
少
年
事
件

　
　
1
犯
罪
を
行
っ
た
者

　
　
2
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
者

　
c
後
見
の
訴
え

　
d
養
子
縁
組
の
申
請

第
三
章
　
刑
及
び
処
分

次
に
掲
げ
る
事
件
の
審
理
を
し
、

第
二
〇
条
【
総
則
】
非
行
少
年
に
対
し
て
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
も

　
の
以
外
の
刑
又
は
処
分
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
一
節
犯
罪
を
行
っ
た
非
行
少
年
に
対
し
て

第
一
二
条
【
刑
の
種
類
】
犯
罪
を
行
っ
た
非
行
少
年
に
科
す
こ
と
の
で

　
き
る
刑
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
A
主
刑

　
　
1
重
懲
役
（
冨
号
轟
冨
三
胃
㊤
）

　
　
2
軽
懲
役
（
冨
鼠
髭
悶
ξ
巨
鴉
づ
）

　
　
3
罰
金
（
官
α
餌
ロ
餌
α
霞
鼠
）

　
　
4
保
護
観
察
（
官
9
轟
℃
雪
σ
q
帥
≦
霧
雪
）

　
B
附
加
刑
は
、
一
定
の
証
拠
物
の
没
収
か
ら
成
る
。

第
二
一
一
条
【
処
分
の
種
類
】
①
非
行
少
年
に
対
し
て
行
う
こ
と
の
で

　
き
る
処
分
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
a
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
へ
帰
住
さ
せ
る

　
b
教
育
及
び
職
業
訓
練
に
参
加
す
る
た
め
国
家
へ
委
託
す
る

　
c
少
年
育
成
の
領
域
で
活
動
す
る
社
会
団
体
（
民
間
財
団
）
へ
委
託

　
　
す
る

②
第
一
項
第
a
号
及
び
第
b
号
に
い
う
処
分
に
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て

　
定
め
ら
れ
る
遵
守
事
項
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
≡
二
条
【
犯
罪
非
行
少
年
】
第
一
条
第
二
号
a
に
い
う
非
行
少
年
に

　
対
し
、
裁
判
官
は
、
第
二
一
条
又
は
第
二
二
条
に
定
め
る
刑
又
は
処
分

　
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
条
【
刑
の
緩
和
】
①
非
行
少
年
に
対
す
る
重
懲
役
は
、
成
人

　
に
対
す
る
重
懲
役
の
長
期
の
二
分
の
一
以
下
と
す
る
。

②
犯
罪
に
対
し
死
刑
又
は
無
期
の
重
懲
役
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、

　
非
行
少
年
に
科
し
得
る
刑
の
上
限
は
一
〇
年
の
重
懲
役
と
す
る
。

③
二
一
歳
に
達
し
て
い
な
い
非
行
少
年
が
、
成
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

　
場
合
死
刑
又
は
無
期
の
重
懲
役
が
定
め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
を
行
っ
た
と

　
き
、
当
該
非
行
少
年
に
対
し
て
は
第
二
二
条
第
一
項
第
b
号
に
い
う
処

　
分
を
科
す
も
の
と
す
る
。

④
　
二
一
歳
に
達
し
て
い
な
い
非
行
少
年
が
、
死
刑
又
は
無
期
の
重
懲
役

　
か
定
め
ら
れ
て
い
な
い
犯
罪
を
行
っ
た
場
合
、
第
二
二
条
に
い
う
処
分

　
の
い
ず
れ
か
を
科
す
も
の
と
す
る
。

第
二
五
条
【
軽
懲
役
の
緩
和
】
非
行
少
年
に
対
す
る
軽
懲
役
は
、
成
人

　
に
対
す
る
軽
懲
役
の
長
期
の
二
分
の
一
以
下
と
す
る
。

第
二
六
条
【
罰
金
と
奉
仕
作
業
】
①
非
行
少
年
に
対
す
る
罰
金
は
、

　
成
人
に
対
す
る
罰
金
の
多
額
の
二
分
の
一
以
下
と
す
る
。

②
当
該
罰
金
が
完
納
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
奉
仕

　
作
業
（
溶
ユ
帥
富
ζ
一
）
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
で
代
替
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

③
罰
金
の
代
替
と
し
て
の
奉
仕
作
業
の
義
務
は
、
罰
金
五
、
0
0
0
ル
ピ

　
ホ
　
　

　
ア
に
対
し
一
日
と
す
る
。

④
奉
仕
作
業
の
義
務
は
、
九
〇
労
働
日
以
内
に
一
日
六
時
間
で
こ
れ
を

　
行
い
、
且
つ
、
夜
間
に
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

第
二
七
条
【
執
行
猶
予
】
①
裁
判
官
は
、
二
年
の
重
懲
役
を
言
い
渡

　
す
と
き
、
判
決
で
遵
守
事
項
を
附
し
て
言
い
渡
す
、
即
ち
、
刑
を
執
行

　
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
受
刑
者
が
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保
護
観
察
期
間
中
に
裁
判
官
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
遵
守
事
項
に
違
反

　
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
に
こ
れ
と
異
な
る
こ
と
を
定
め
た
裁
判
官
の
判

　
決
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

②
第
一
項
に
い
う
遵
守
事
項
と
は
、
一
般
遵
守
事
項
と
特
別
遵
守
事
項

　
を
い
う
。

③
一
般
遵
守
事
項
と
は
、
少
年
が
保
護
観
察
期
間
中
犯
罪
を
再
び
行
わ

　
な
い
こ
と
を
い
い
、
特
別
遵
守
事
項
は
、
宗
教
的
自
由
と
政
治
的
自
由

　
を
害
さ
な
い
範
囲
で
の
少
年
の
行
動
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

④
　
特
別
遵
守
事
項
に
対
す
る
保
護
観
察
期
間
は
、
一
般
遵
守
事
項
に
対

　
す
る
保
護
観
察
期
間
よ
り
も
短
い
も
の
と
す
る
。

⑤
第
一
項
に
い
う
刑
に
対
す
る
保
護
観
察
期
間
は
、
三
年
以
下
と
す
る
。

⑥
条
件
附
の
重
懲
役
を
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
、
社
会
指
導
員
は
、
保
護

　
観
察
期
間
中
、
少
年
が
遵
守
事
項
を
遵
守
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

　
る
。

第
二
八
条
【
保
護
観
察
】
①
非
行
少
年
に
対
し
て
言
い
渡
す
こ
と
が

　
で
き
る
保
護
観
察
は
、
三
月
以
上
二
年
以
下
と
す
る
。

②
非
行
少
年
が
第
一
項
に
い
う
保
護
観
察
を
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
、
当

　
該
少
年
は
第
三
五
条
第
一
項
に
い
う
社
会
指
導
員
の
監
督
下
に
置
か
れ

　
る
。

③
　
社
会
指
導
員
は
、
観
察
中
の
非
行
少
年
の
発
達
に
応
じ
、
適
法
な
理

　
由
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
観
察
の
期
間
の
上
限
を
超
え
な
い
と

　
い
う
条
件
の
も
と
で
、
定
め
ら
れ
た
指
導
及
び
観
察
の
期
間
を
短
縮
し
、

　
又
は
延
長
す
る
よ
う
裁
判
官
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
裁
判
官
は
、
審
判
を
経
る
こ
と
な
く
、
保
護
観
察
の
期
間
を
短
縮
し
、

　
又
は
延
長
す
る
決
定
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
九
条
【
国
家
の
権
限
】
裁
判
官
に
よ
っ
て
重
懲
役
又
は
国
家
へ
の

　
委
託
が
言
い
渡
さ
れ
た
少
年
は
、
当
該
判
決
が
確
定
し
、
執
行
が
可
能

　
に
な
っ
た
時
点
か
ら
、
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
の
権
限
の
下
に
は
な

　
く
、
当
該
少
年
が
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
へ
帰
住
さ
せ
ら
れ
る
ま
で

　
の
間
、
国
家
の
権
限
の
下
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
〇
条
【
国
家
委
託
】
　
①
裁
判
官
に
よ
り
国
家
へ
の
委
託
が
決
め

　
ら
れ
た
非
行
少
年
は
、
司
法
大
臣
に
よ
り
国
家
少
年
社
会
化
施
設
、
民

　
間
少
年
教
育
施
設
又
は
里
親
の
下
に
置
く
も
の
と
す
る
。

第
三
一
条
【
職
業
訓
練
】
　
①
裁
判
官
は
、
少
年
が
職
業
訓
練
に
参
加

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
決
定
し
た
と
き
、
判
決
に
お
い
て
同
時
に
、

　
そ
の
職
業
訓
練
が
行
わ
れ
る
場
所
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

②
第
一
項
に
い
う
裁
判
官
の
判
決
の
謄
本
は
、
労
働
省
、
教
育
文
化
省

　
及
び
職
業
訓
練
の
所
在
地
に
こ
れ
を
送
達
す
る
。

　
第
二
節
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少
年

第
三
二
条
【
非
犯
罪
非
行
少
年
】
　
①
　
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少

　
年
に
対
し
、
裁
判
官
は
、
第
二
二
条
第
一
項
第
b
号
に
い
う
処
分
を
科

　
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少
年
は
、
父
母
又
は
後
見
人
の
申
し
立

　
て
に
よ
り
、
一
四
歳
未
満
の
者
に
つ
い
て
は
六
月
以
上
、
裁
判
所
の
決

　
定
時
に
既
に
一
四
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
一
年
以
下
、
少
年
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社
会
化
施
設
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
た
め
の
裁
判
所
の
決
定
を
受
け

　
る
。

③
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
非
行
少
年
で
裁
判
官
に
よ
り
国
家
へ
の
委
託

　
が
決
め
ら
れ
た
者
は
、
社
会
大
臣
に
よ
り
社
会
寮
に
収
容
す
る
も
の
と

　
す
る
。

　
第
一
一
一
節
　
放
任
少
年
に
対
す
る
処
分

第
三
三
条
【
非
犯
罪
放
任
少
年
】
　
犯
罪
を
行
っ
て
い
な
い
者
①
　
犯
罪

　
を
行
っ
て
い
な
い
放
任
少
年
に
対
し
、
裁
判
官
は
、
第
二
二
条
第
一
項

　
第
a
号
、
第
b
号
又
は
第
c
号
に
定
め
る
処
分
を
科
さ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

②
第
一
項
の
執
行
は
、
社
会
省
、
司
法
省
、
警
察
、
検
察
庁
、
社
会
（
社

　
会
団
体
）
、
社
会
独
立
団
体
か
ら
検
察
官
へ
の
申
し
立
て
に
の
み
基
づ

　
く
も
の
と
す
る
。

第
三
四
条
【
犯
罪
放
任
少
年
】
　
犯
罪
を
行
っ
た
者
　
　
犯
罪
を
行
っ
た

　
放
任
少
年
に
対
し
、
裁
判
官
は
、
第
二
一
条
乃
至
第
三
一
条
に
い
う
処

　
分
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
第
四
章
社
会
委
員

第
三
五
条
【
社
会
指
導
員
等
】
　
①
少
年
の
利
益
の
た
め
、
審
判
に
お

　
い
て
、
及
び
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
後
、
司
法
省
は
、
次
に
掲
げ
る
目

　
的
の
た
め
、
社
会
指
導
員
を
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。

　
a
非
行
少
年
事
件
に
お
い
て
、
社
会
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

　
　
り
、
審
判
の
内
外
で
裁
判
官
に
対
し
補
佐
を
行
う

　
b
条
件
附
重
懲
役
、
保
護
観
察
、
罰
金
、
国
家
委
託
処
分
を
科
さ
れ
、

　
　
又
は
職
業
訓
練
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
及
び
社
会
化
施

　
　
設
か
ら
条
件
附
釈
放
さ
れ
た
非
行
少
年
を
指
導
、
援
護
及
び
観
察

　
　
す
る

②
少
年
の
利
益
の
た
め
、
審
判
に
お
い
て
、
及
び
判
決
又
は
決
定
が
言

　
い
渡
さ
れ
た
後
、
社
会
省
は
、
次
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ

　
ル
ワ
ー
カ
ー
を
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。

　
a
放
任
少
年
事
件
、
後
見
の
訴
え
及
び
養
子
縁
組
の
申
請
に
お
い
て
、

　
　
社
会
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
審
判
の
内
外
で
裁
判
官

　
　
に
対
し
補
佐
を
行
う

　
b
国
家
委
託
又
は
職
業
訓
練
参
加
義
務
か
ら
成
る
処
分
を
科
さ
れ
た

　
　
放
任
少
年
を
指
導
、
援
護
及
び
観
察
す
る

③
第
一
項
及
び
第
二
項
に
い
う
職
務
の
遂
行
に
お
い
て
、
社
会
指
導
員

　
及
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

　
ー
及
び
社
会
団
体
に
よ
る
補
佐
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
六
条
【
社
会
指
導
員
の
資
格
等
】
　
①
第
三
五
条
第
一
項
に
い
う

　
社
会
指
導
員
は
、
そ
の
職
務
に
応
じ
た
特
別
の
教
育
を
有
し
て
い
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
第
一
項
に
い
う
社
会
指
導
員
は
、
職
権
に
よ
り
、
又
は
裁
判
官
の
請

　
求
に
基
づ
き
、
当
該
観
察
の
結
果
に
関
し
、
裁
判
官
に
報
告
書
を
提
出

　
す
る
も
の
と
す
る
。

③
社
会
指
導
員
の
職
務
及
び
資
格
は
、
法
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。
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第
三
七
条
【
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
資
格
等
】
　
①
　
第
三
五
条
第
二

　
項
に
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
そ
の
職
務
に
応
じ
た
特
別
の
教

　
育
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
第
一
項
に
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
職
権
に
よ
り
、
又
は
裁

　
判
官
の
請
求
に
基
づ
き
、
放
任
少
年
に
対
す
る
指
導
、
援
護
及
び
観
察

　
の
結
果
に
関
し
、
裁
判
官
に
報
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

③
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
職
務
及
び
資
格
は
、
法
令
で
こ
れ
を
定
め

　
る
。

第
三
八
条
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
資
格
等
】
①
第

　
一
条
第
二
一
号
a
、
b
及
び
c
に
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

　
ー
カ
ー
は
、
少
年
の
生
活
の
維
持
、
身
体
的
、
精
神
的
成
長
及
び
保
護

　
の
た
め
少
年
を
育
成
、
指
導
、
援
護
す
る
目
的
に
お
い
て
、
篤
志
に
応

　
じ
た
特
別
の
教
育
、
関
心
、
技
能
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
第
一
条
第
二
一
号
a
に
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
は
、
少
年
受
刑
者
に
対
す
る
指
導
、
援
護
及
び
観
察
に
関
し
、
司
法
省

　
の
社
会
指
導
員
に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。

③
第
一
条
第
一
二
号
b
に
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
は
、
放
任
少
年
に
対
す
る
指
導
、
援
護
及
び
観
察
に
関
し
、
社
会
省
の

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ

　
る
。

第
三
九
条
【
社
会
独
立
団
体
】
　
①
社
会
独
立
団
体
（
9
ヨ
訂
α
q
Φ

　
ω
∈
区
身
m
家
器
旨
冨
犀
讐
）
と
は
、
非
行
少
年
及
び
放
任
少
年
の
問

　
題
に
特
別
の
関
心
を
有
す
る
社
会
団
体
を
い
う
。

②
社
会
独
立
団
体
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
少
年
の
生
活
の
維
持
、

　
身
体
的
、
精
神
的
成
長
及
び
保
護
の
た
め
少
年
を
育
成
、
指
導
、
援
護

　
す
る
目
的
に
お
い
て
、
篤
志
に
応
じ
た
特
別
の
教
育
、
技
能
、
関
心
を

　
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
社
会
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
少
年
受
刑

　
者
又
は
放
任
少
年
に
対
す
る
指
導
、
援
護
及
び
観
察
に
関
し
、
社
会
独

　
立
団
体
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務

　
付
け
ら
れ
る
。

第
五
章
　
少
年
裁
判
手
続

　
第
一
節
　
総
　
則

第
四
〇
条
【
民
刑
訴
法
の
準
用
】
　
①
有
効
な
刑
事
訴
訟
法
及
び
民
事

　
訴
訟
法
は
、
こ
の
法
律
で
こ
れ
と
異
な
る
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ

　
か
、
少
年
裁
判
手
続
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
第
二
節
第
一
審
裁
判

A
　
非
行
少
年
事
件

　
第
一
款
捜
査
に
つ
い
て

第
四
一
条
【
少
年
係
捜
査
官
】
　
①
非
行
少
年
捜
査
の
職
務
は
、
そ
の

　
た
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
警
察
長
官
に
よ
り
特
別
に
任
命
さ
れ
た
捜

　
査
官
に
こ
れ
を
担
当
さ
せ
る
。
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②
少
年
係
捜
査
官
に
な
る
た
め
の
資
格
は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

③
　
一
定
の
場
合
、
捜
査
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
こ
れ
を
担
当
さ
せ
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

　
a
成
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
犯
罪
の
捜
査
職
務
を
担
当
す
る
捜
査
官

　
b
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
捜
査
官

第
四
二
条
【
捜
査
の
方
式
】
　
①
捜
査
官
は
、
家
族
的
な
雰
囲
気
の
中

　
で
被
疑
者
を
取
り
調
べ
る
も
の
と
す
る
。

②
　
少
年
非
行
に
対
す
る
捜
査
を
行
う
場
合
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
捜
査
官

　
は
社
会
指
導
少
年
育
成
所
（
国
ω
℃
＞
）
の
社
会
指
導
員
の
意
見
及
び
提

　
案
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
必
要
で
あ
れ
ば
、
教
育
の
専
門
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
1
0

　
精
神
保
健
の
専
門
家
、
精
神
科
医
又
は
そ
の
他
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

　
ー
に
も
提
案
及
び
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

③
捜
査
官
は
、
第
一
項
に
い
う
少
年
が
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
に
よ

　
り
最
早
養
育
さ
れ
得
な
い
と
判
断
す
る
と
き
、
放
任
少
年
と
し
て
少
年

　
審
判
の
判
決
を
受
け
る
よ
う
、
当
該
少
年
を
社
会
省
に
送
致
す
る
も
の

　
と
す
る
。

④
捜
査
の
過
程
は
、
少
年
の
生
活
維
持
、
身
体
的
及
び
精
神
的
成
長
並

　
び
に
保
護
の
た
め
、
こ
れ
を
秘
密
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
款
逮
捕
及
び
勾
留
に
つ
い
て

第
四
一
一
一
条
【
逮
捕
の
方
式
】
　
逮
捕
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
中
の
逮
捕
に
関

　
す
る
規
定
に
従
い
、
取
調
べ
目
的
の
た
め
、
一
回
二
四
時
間
以
内
で
こ

　
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
四
条
【
勾
留
の
方
式
】
　
①
　
原
則
と
し
て
、
少
年
は
父
母
、
後
見
人

　
又
は
里
親
か
ら
引
き
離
し
て
は
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
少
年
に
対
す
る
勾

　
留
は
、
少
年
若
し
く
は
社
会
の
利
益
又
は
取
調
べ
の
目
的
の
た
め
に
の

　
み
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
勾
留
理
由
は
、
勾
留
状
に
明
確
に
こ

　
れ
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
　
少
年
の
勾
留
場
所
は
、
成
人
の
勾
留
場
所
と
は
分
離
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

③
　
少
年
が
勾
留
さ
れ
て
い
る
間
、
身
体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
必
要

　
性
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
五
条
【
捜
査
官
に
よ
る
勾
留
】
　
①
　
捜
査
目
的
の
た
め
、
第
四
一
条

　
第
一
項
及
び
第
三
項
第
a
号
に
い
う
捜
査
官
は
、
十
分
な
証
拠
に
基
づ

　
き
、
そ
の
者
が
犯
罪
を
行
っ
た
と
疑
う
に
足
る
十
分
な
嫌
疑
が
あ
る
少

　
年
に
対
す
る
勾
留
状
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
本
条
第
一
項
に
い
う
勾
留
は
、
一
〇
日
以
内
に
限
り
有
効
で
あ
る
。

③
第
二
項
に
い
う
期
間
は
、
未
了
の
取
調
べ
目
的
の
た
め
必
要
と
さ
れ

　
る
場
合
、
捜
査
官
の
請
求
に
基
づ
き
、
担
当
の
公
訴
官
に
よ
り
一
回
二

　
〇
日
間
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
当
該
捜
査
官
は
、
三
〇
日
の
期
間
内
に
権
限
を
有
す
る
公
訴
官
へ
当

　
該
事
件
記
録
を
送
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
場

　
合
、
当
該
被
疑
者
は
、
法
の
た
め
、
こ
れ
を
勾
留
か
ら
釈
放
す
る
も
の

　
と
す
る
。

⑤
　
少
年
に
対
す
る
勾
留
は
、
特
別
の
少
年
勾
留
場
所
に
て
こ
れ
を
行
う
。

第
四
六
条
【
検
察
官
に
よ
る
勾
留
】
①
訴
追
目
的
の
た
め
、
公
訴
官
は
、
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勾
留
状
を
発
す
る
権
限
を
有
す
る
。

②
第
一
項
に
い
う
勾
留
命
令
は
、
一
〇
日
以
内
に
限
り
有
効
で
あ
る
。

③
第
二
項
に
い
う
期
間
は
、
未
了
の
訴
追
目
的
の
た
め
必
要
と
さ
れ
る

　
場
合
、
公
訴
官
の
請
求
に
基
づ
き
、
担
当
の
裁
判
官
に
よ
り
一
回
一
五

　
日
間
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
公
訴
官
は
、
二
五
日
の
期
間
内
に
当
該
事
件
の
審
理
及
び
裁
判
を
行

　
う
権
限
を
有
す
る
裁
判
官
へ
少
年
事
件
記
録
を
送
致
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
ず
、
事
件
が
送
致
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
少
年
は
、
法
の
た
め
、
こ
れ

　
を
勾
留
か
ら
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
七
条
【
裁
判
官
に
よ
る
勾
留
】
①
少
年
事
件
を
審
理
す
る
裁
判

　
官
は
、
四
五
日
以
内
の
勾
留
命
令
を
発
す
る
権
限
を
有
す
る
。

②
　
そ
の
期
間
が
経
過
し
、
裁
判
官
が
ま
だ
判
決
を
出
し
て
い
な
い
と
き
、

　
当
該
少
年
は
、
法
の
た
め
、
こ
れ
を
勾
留
か
ら
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

第
四
八
条
【
控
訴
審
裁
判
官
に
よ
る
勾
留
】
　
①
　
第
一
二
条
に
い
う
事

　
件
を
審
理
す
る
控
訴
審
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
控
訴
審
の
審
理
目
的
の

　
た
め
、
一
五
日
以
内
の
勾
留
状
を
発
す
る
権
限
を
有
す
る
。

②
第
一
項
に
い
う
期
間
は
、
未
了
の
審
理
目
的
の
た
め
必
要
と
さ
れ
る

　
場
合
、
当
該
高
等
裁
判
所
長
官
に
よ
り
三
〇
日
ま
で
こ
れ
を
延
長
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

③
第
一
項
及
び
第
二
項
に
定
め
る
規
定
は
、
審
理
の
目
的
が
達
せ
ら
れ

　
た
場
合
、
当
該
勾
留
期
間
が
終
了
す
る
前
に
被
告
人
を
勾
留
か
ら
釈
放

　
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

④
四
五
日
の
期
間
後
は
、
当
該
事
件
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い
な
い
と
し

　
て
も
、
被
告
人
は
、
法
の
た
め
、
こ
れ
を
勾
留
か
ら
釈
放
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

第
四
九
条
【
最
高
裁
裁
判
官
に
よ
る
勾
留
】
　
①
　
第
一
六
条
に
い
う
事

　
件
を
審
理
す
る
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
上
告
審
の
審
理
目
的
の
た

　
め
、
二
五
日
以
内
の
勾
留
状
を
発
す
る
権
限
を
有
す
る
。

②
第
一
項
に
い
う
期
間
は
、
未
了
の
審
理
目
的
の
た
め
必
要
と
さ
れ
る

　
場
合
、
最
高
裁
判
所
長
官
に
よ
り
三
〇
日
ま
で
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

③
　
第
一
項
及
び
第
二
項
に
定
め
る
規
定
は
、
審
理
の
目
的
が
達
せ
ら
れ

　
た
場
合
、
当
該
勾
留
期
間
が
終
了
す
る
前
に
被
告
人
を
勾
留
か
ら
釈
放

　
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

④
五
五
日
の
期
間
後
は
、
当
該
事
件
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い
な
い
と
し

　
て
も
、
被
告
人
は
、
法
の
た
め
、
こ
れ
を
勾
留
か
ら
釈
放
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

第
五
〇
条
【
勾
留
の
延
長
】
　
①
第
四
五
条
、
第
四
六
条
、
第
四
七
条
、

　
第
四
八
条
及
び
第
四
九
条
に
い
う
勾
留
期
間
の
例
外
と
し
て
、
取
調
べ

　
目
的
の
た
め
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
に
対
す
る
勾
留
は
、
相
当
、
且
つ
、

　
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
に
基
づ
き
、

　
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
a
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
重
度
の
身
体
的
又
は
精
神
的
障
害
を
負
っ

　
　
て
お
り
、
そ
れ
が
医
師
の
診
断
書
に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
る
、
又

　
　
は
、
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b
取
調
べ
中
の
事
件
が
九
年
以
上
の
重
懲
役
に
あ
た
る

②
第
一
項
に
い
う
延
長
は
一
五
日
ま
で
認
め
ら
れ
、
当
該
勾
留
に
お
い

　
て
尚
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
さ
ら
に
一
五
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

③
当
該
勾
留
延
長
は
、
請
求
と
取
調
べ
報
告
書
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ

　
る
者
が
こ
れ
を
行
う
。

　
a
捜
査
及
び
訴
追
の
段
階
で
は
、
地
方
裁
判
所
長

　
b
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
の
段
階
で
は
、
高
等
裁
判
所
長
官

　
c
控
訴
審
の
段
階
で
は
、
最
高
裁
判
所
長
官

　
d
上
告
審
の
段
階
で
は
、
最
高
裁
判
所
長
官

④
第
三
項
に
い
う
官
吏
に
よ
る
勾
留
延
長
の
権
限
の
行
使
は
、
段
階
毎

　
に
、
十
分
な
責
任
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

⑤
第
二
項
に
定
め
る
規
定
は
、
取
調
べ
の
目
的
が
満
た
さ
れ
た
場
合
、

　
当
該
勾
留
期
間
が
終
了
す
る
前
に
被
疑
者
又
は
被
告
人
を
勾
留
か
ら
釈

　
放
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⑥
　
三
〇
日
の
期
間
後
は
、
当
該
事
件
の
取
調
べ
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

　
又
は
判
決
が
出
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
は
、

　
法
の
た
め
、
こ
れ
を
勾
留
か
ら
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦
第
二
項
に
い
う
勾
留
の
延
長
に
対
し
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
は
、
次

　
に
掲
げ
る
者
に
対
し
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
a
捜
査
及
び
訴
追
の
段
階
で
は
、
高
等
裁
判
所
長
官
へ

　
b
地
方
裁
判
所
の
審
理
及
び
控
訴
審
の
段
階
で
は
、
最
高
裁
判
所
長

　
　
官
へ

第
五
一
条
【
弁
護
人
選
任
権
等
】
　
①
　
各
少
年
は
、
逮
捕
又
は
勾
留
さ
れ

　
た
と
き
よ
り
、
取
調
べ
の
間
及
び
各
段
階
で
、
弁
護
人
の
助
言
と
法
的

　
援
助
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
逮
捕
又
は
勾
留
を
行
っ
た
官
吏
は
、

　
第
】
項
に
い
う
権
利
に
つ
い
て
、
被
疑
者
及
び
父
母
、
後
見
人
又
は
里

　
親
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
逮
捕
又
は
勾
留
さ
れ
た
各
少
年
は
、
権
限
を
有
す
る
官
吏
に
よ
る
聴

　
取
さ
れ
な
い
立
ち
会
い
の
下
、
弁
護
人
と
直
接
接
見
す
る
権
利
を
有
す

　
る
。

第
五
二
条
【
弁
護
人
の
義
務
】
　
第
五
一
条
第
一
項
に
い
う
少
年
へ
の
法

　
的
援
助
を
行
う
場
合
、
弁
護
人
は
、
公
共
の
利
益
を
看
過
す
る
こ
と
な

　
く
少
年
の
利
益
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
い
、
家
族
的
な
雰
囲
気
が
常
に

　
維
持
さ
れ
、
裁
判
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う
努
め
る
義
務
を
負
う
。

　
第
三
款
　
訴
追
に
つ
い
て

第
五
三
条
【
犯
歴
証
明
】
①
第
四
一
条
に
い
う
捜
査
官
の
見
解
に
よ

　
れ
ば
裁
判
官
に
対
し
訴
追
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
件
に
お
い
て
は
、

　
捜
査
の
補
完
の
た
め
、
当
該
少
年
が
以
前
非
行
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

　
か
ど
う
か
に
関
す
る
証
明
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

②
第
一
項
に
い
う
証
明
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
国
家
警
察
が
こ
れ

　
を
用
意
す
る
。

第
五
四
条
【
少
年
係
公
訴
官
】
　
①
非
行
少
年
の
訴
追
職
務
は
、
そ
の
た

　
め
検
事
総
長
に
よ
り
特
別
に
任
命
さ
れ
た
公
訴
官
が
こ
れ
を
担
当
す
る
。

②
公
訴
官
は
、
関
係
裁
判
所
管
轄
に
お
い
て
、
少
年
に
対
し
訴
追
を
行
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う
権
限
を
有
す
る
。

③
　
少
年
係
公
訴
官
と
な
る
た
め
の
資
格
は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
五
五
条
【
起
訴
猶
予
】
　
①
　
公
訴
官
は
、
少
年
が
尚
養
育
可
能
で
あ

　
る
と
判
断
す
る
と
き
、
少
年
の
利
益
の
た
め
、
事
件
を
裁
判
所
へ
送
致

　
せ
ず
、
被
疑
者
が
勾
留
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
釈
放
す

　
る
も
の
と
す
る
。

②
第
一
項
に
い
う
処
分
に
つ
い
て
、
公
訴
官
は
、
そ
の
処
分
の
理
由
を

　
記
載
し
た
証
明
書
を
作
成
し
、
当
該
証
明
書
の
謄
本
を
、
二
四
時
間
以

　
内
に
、
被
疑
者
及
び
・
又
は
父
母
、
後
見
人
若
し
く
は
里
親
並
び
に
勾

　
留
者
の
管
理
を
担
当
す
る
官
吏
に
送
達
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
六
条
【
起
訴
状
】
　
公
訴
官
は
、
非
行
を
行
っ
た
と
の
疑
い
が
あ
る

　
少
年
に
対
す
る
起
訴
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
す
る
と
き
、

　
有
効
な
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に
従
い
起
訴
状
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
四
款
審
判
廷
に
お
け
る
審
理

第
五
七
条
【
社
会
調
査
】
　
①
裁
判
官
は
、
裁
判
所
審
判
に
提
出
さ
れ
る

　
少
年
事
件
記
録
を
受
理
し
た
後
、
直
ち
に
、
第
三
五
条
第
一
項
に
い
う

　
社
会
指
導
員
に
、
当
該
少
年
に
関
す
る
社
会
報
告
書
に
結
論
と
意
見
を

　
付
し
て
提
出
す
る
よ
う
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

②
　
第
一
項
に
い
う
報
告
書
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
a
少
年
個
人
、
家
族
、
少
年
の
教
育
及
び
社
会
生
活
の
情
報

　
b
社
会
指
導
員
の
結
論
又
は
意
見

第
五
八
条
【
審
判
の
開
始
】
　
①
裁
判
官
が
審
判
を
開
廷
し
、
審
判
の
非

　
公
開
を
宣
言
し
た
後
、
被
告
人
に
対
し
、
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
及

　
び
社
会
指
導
員
と
共
に
入
廷
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
と
す
る
。

②
審
判
の
間
、
少
年
は
、
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
及
び
社
会
指
導
員

　
が
こ
れ
に
付
き
添
う
も
の
と
す
る
。

第
五
九
条
【
冒
頭
手
続
】
①
裁
判
官
は
、
審
判
の
冒
頭
に
お
い
て
被
告

　
人
の
人
定
質
問
を
行
い
、
公
訴
官
に
対
し
起
訴
状
を
朗
読
し
、
且
つ
、

　
そ
の
起
訴
状
の
内
容
を
被
告
人
に
釈
明
す
る
よ
う
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

②
裁
判
官
は
、
第
五
七
条
第
二
項
に
い
う
社
会
報
告
書
に
配
慮
し
な
が

　
ら
、
有
効
な
刑
事
訴
訟
法
に
従
い
、
事
件
を
審
理
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
〇
条
【
少
年
の
退
廷
】
　
証
人
を
取
り
調
べ
る
際
、
心
理
的
及
び
教
育

　
的
配
慮
に
基
づ
き
、
裁
判
官
は
、
少
年
を
審
判
か
ら
退
廷
さ
せ
る
よ
う

　
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
父
母
、
後
見
人
若
し
く
は
里
親

　
及
び
・
又
は
弁
護
人
並
び
に
社
会
指
導
員
は
、
そ
の
ま
ま
在
廷
す
る
も

　
の
と
す
る
。

第
六
［
条
【
求
刑
】
　
①
　
公
訴
官
は
、
求
刑
を
朗
読
す
る
も
の
と
す
る
。

②
　
第
一
項
い
う
求
刑
書
の
原
本
は
裁
判
官
に
こ
れ
を
提
出
し
、
謄
本
は

　
被
告
人
へ
こ
れ
を
送
達
す
る
。

第
六
二
条
【
弁
論
・
最
終
陳
述
】
　
①
　
被
告
人
及
び
・
又
は
弁
護
人
は
、

　
弁
論
を
行
う
。

②
　
被
告
人
及
び
・
又
は
弁
護
人
か
ら
の
弁
論
に
対
し
、
公
訴
官
は
答
弁

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
被
告
人
及
び
・
又
は
弁
護
人
は
、
常
に
最
後

　
に
陳
述
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
六
三
条
【
父
母
等
の
最
終
陳
述
】
　
①
　
裁
判
官
は
、
判
決
を
言
い
渡
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す
前
に
、
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親
に
対
し
、
少
年
事
件
と
関
係
の
あ

　
る
少
年
に
と
っ
て
有
利
な
全
て
の
事
項
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
も
の

　
と
す
る
。

②
　
第
↓
項
に
い
う
判
決
は
、
社
会
指
導
員
の
社
会
報
告
書
に
配
慮
し
な

　
が
ら
、
有
効
な
刑
事
訴
訟
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
を

　
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
四
条
【
判
決
】
　
判
決
は
、
公
開
の
審
判
で
こ
れ
を
告
知
す
る
。

B
　
放
任
少
年
事
件

　
第
一
款
　
少
年
審
判
へ
放
任
少
年
を
送
致
す
る
手
続

第
六
五
条
【
管
轄
】
　
全
て
の
放
任
少
年
事
件
は
、
少
年
の
住
所
を
管
轄

　
に
含
む
、
又
は
当
該
場
所
が
所
在
す
る
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
少
年
審

　
判
に
こ
れ
を
送
致
す
る
。

第
六
六
条
【
事
件
の
送
致
】
　
放
任
少
年
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
、
少
年
審

　
判
へ
こ
れ
を
送
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
a
父
母
、
後
見
人
又
は
里
親

　
b
三
親
等
ま
で
の
親
族

　
c
社
会
省

第
六
七
条
【
社
会
省
に
よ
る
送
致
】
　
社
会
省
は
、
放
任
少
年
事
件
を
無
償

　
で
（
創
雪
鴨
口
自
ヨ
甲
2
ヨ
帥
）
送
致
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
八
条
【
保
護
収
容
】
①
放
任
状
態
に
あ
る
と
疑
わ
れ
る
少
年
は
、

　
社
会
省
が
こ
れ
を
社
会
寮
に
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
第
一
項
に
い
う
少
年
は
、
収
容
か
ら
二
×
二
四
時
問
以
内
に
、
ソ
ー

　
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
事
情
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
第
一
項
に
い
う
少
年
が
収
容
さ
れ
て
か
ら
一
四
日
以
内
に
、
社
会
省

　
は
、
当
該
少
年
の
放
任
に
関
す
る
裁
判
官
の
判
決
を
得
る
た
め
、
少
年

　
審
判
へ
審
判
の
た
め
の
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
第
三
項
に
い
う
期
間
は
、
少
年
の
利
益
の
た
め
必
要
と
さ
れ
る
と
き
、

　
社
会
省
の
請
求
に
基
づ
き
、
裁
判
官
は
、
一
四
日
ま
で
こ
れ
を
延
長
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
　
第
四
項
に
い
う
期
間
の
延
長
請
求
は
、
一
回
の
み
こ
れ
を
行
う
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
第
二
款
審
判
廷
に
お
け
る
審
理

第
六
九
条
【
社
会
調
査
】
　
裁
判
官
は
、
第
六
六
条
に
い
う
申
請
者
に
よ
り

　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
類
を
検
討
し
た
後
、
直
ち
に
、
第
三
五
条
第
二
項

　
に
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
、
第
五
七
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
て

　
い
る
よ
う
な
内
容
の
社
会
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
命
ず
る
も
の
と
す

　
る
。

第
七
〇
条
【
審
判
の
延
期
】
　
申
請
者
側
の
請
求
に
基
づ
き
、
少
年
審
判
は

　
一
度
に
限
り
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
確
た
る
理
由
が
あ
り
、

　
裁
判
官
が
最
終
的
な
延
期
と
な
る
二
度
目
の
審
判
延
期
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
七
｝
条
【
意
見
の
聴
取
】
訴
え
を
提
起
し
た
当
事
者
が
申
請
理
由
を

　
述
べ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
後
、
裁
判
官
は
、
次
に
掲
げ
る
者
か
ら
意

　
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。
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a
申
請
者
が
社
会
省
で
あ
る
と
き
は
、
少
年
及
び
・
又
は
父
母
、
後

　
　
見
人
若
し
く
は
里
親
並
び
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
b
申
請
者
が
父
母
、
後
見
人
、
里
親
又
は
三
親
等
ま
で
の
親
族
で
あ

　
　
る
と
き
は
、
少
年

第
七
二
条
【
決
定
】
　
①
　
第
六
八
条
第
三
項
及
び
第
六
九
条
に
い
う
申

　
請
を
審
理
し
た
後
、
裁
判
官
は
、
決
定
書
に
よ
り
、
少
年
の
社
会
寮
又

　
は
里
親
の
下
へ
の
送
致
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

②
決
定
は
、
公
開
の
審
判
に
お
い
て
こ
れ
を
告
知
す
る
。

第
七
三
条
【
決
定
の
執
行
】
　
①
　
第
七
二
条
第
一
項
に
い
う
裁
判
官
の

　
決
定
書
の
謄
本
は
、
少
年
、
審
判
の
申
請
を
行
っ
た
者
、
社
会
省
及
び

　
警
察
に
こ
れ
を
交
付
す
る
。

②
社
会
省
は
、
第
七
二
条
第
一
項
に
い
う
裁
判
官
の
決
定
を
執
行
す
る

　
義
務
を
負
う
。

③
社
会
省
の
請
求
に
基
づ
き
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
警
察
当
局
は
、
第

　
七
二
条
第
一
項
に
い
う
当
該
裁
判
官
の
命
令
を
執
行
す
る
に
際
し
、
援

　
助
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

C
　
後
見
の
訴
え

　
第
［
款
後
見
の
訴
え
の
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
n

第
七
四
条
【
管
轄
】
　
後
見
の
訴
え
は
、
全
て
、
子
の
住
所
を
管
轄
に
含
む

　
地
方
裁
判
所
の
少
年
審
判
へ
こ
れ
を
提
起
す
る
。

第
七
五
条
【
請
求
権
者
】
　
①
　
後
見
の
訴
え
を
提
起
す
る
権
限
を
有
す

　
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
a
三
親
等
ま
で
の
親
族

　
b
利
害
を
有
す
る
当
事
者

　
c
社
会
省

②
　
社
会
省
は
、
無
償
で
後
見
の
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
六
条
【
社
会
調
査
】
　
裁
判
官
は
、
少
年
審
判
へ
提
出
さ
れ
る
申
請
書

　
類
を
検
討
し
た
後
、
直
ち
に
、
第
三
五
条
第
一
一
項
に
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
、
第
五
七
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
内

　
容
の
社
会
報
告
書
を
作
成
す
る
よ
う
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
第
二
款
審
判
廷
に
お
け
る
審
理

第
七
七
条
【
審
判
の
方
式
】
　
①
　
裁
判
官
は
、
当
該
子
に
適
用
の
あ
る
法

　
　
＊
1
2

　
に
従
い
、
後
見
の
訴
雪
を
審
理
す
る
も
の
と
す
る
。

②
裁
判
官
は
、
決
定
を
行
う
前
に
、
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ
る
者
の

　
社
会
的
及
び
経
済
的
状
況
に
関
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
i
及
び
関
係

　
す
る
最
近
親
の
親
族
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

第
七
八
条
【
異
議
】
　
①
　
最
近
親
の
親
族
は
、
後
見
人
選
任
の
決
定
に
対

　
し
、
当
該
最
近
親
の
親
族
が
審
判
に
お
い
て
事
情
を
聴
か
れ
て
い
な
い

　
と
き
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
異
議
申
し
立
て
期
間
は
、
決
定
が
告
知
さ
れ
て
か
ら
三
〇
日
で
あ
る
。

　
異
議
は
、
決
定
の
告
知
後
一
年
を
経
過
し
た
と
き
、
こ
れ
を
申
し
立
て

　
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
七
九
条
【
本
法
以
外
の
後
見
】
　
こ
の
法
律
に
よ
ら
な
い
で
行
わ
れ
た

　
子
の
後
見
は
、
正
式
な
法
的
効
力
を
有
す
る
た
め
、
少
年
審
判
の
決
定

90



インドネシアの少年審判制度

　
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
○
条
【
後
見
人
の
解
任
】
　
①
裁
判
官
は
、
後
見
人
と
し
て
裁
判

　
所
に
よ
り
選
任
さ
れ
、
又
は
慣
習
法
に
基
づ
い
て
選
任
さ
れ
た
後
見
人

　
が
子
の
福
祉
を
保
障
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
す
る
と
き
、

　
第
七
五
条
に
い
う
当
事
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
後
見
人
と
し
て
の
権
限

　
を
取
り
消
す
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
裁
判
官
は
、
第
一
項
に
い
う
後
見
人
と
し
て
の
権
限
を
取
り
消
す
決

　
定
を
行
う
前
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

第
八
一
条
【
準
用
】
　
第
六
九
条
乃
至
第
七
三
条
に
定
め
る
規
定
は
、
必

　
要
に
応
じ
て
修
正
し
た
う
え
で
、
後
見
の
訴
え
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

D
　
養
子
縁
組
の
訴
え

　
第
一
款
養
子
縁
組
の
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
1
3

第
八
二
条
【
管
轄
】
養
子
縁
組
の
申
請
は
、
少
年
裁
判
所
に
お
い
て
審

　
理
す
る
た
め
、
養
親
と
な
る
者
に
よ
り
、
子
の
住
所
を
管
轄
に
含
む
地

　
方
裁
判
所
長
に
こ
れ
を
提
起
す
る
。

第
八
三
条
【
分
類
】
　
民
事
訴
訟
に
入
ら
な
い
子
の
認
知
・
養
子
縁
組
の

　
申
請
は
、
原
則
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

　
a
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
者
間
の
子
の
認
知
・
養
子
縁
組
の
申
請

　
b
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
の
養
親
に
よ
る
外
国
籍
の
子
の
認
知
・
養
子

　
　
縁
組
の
申
請

　
c
外
国
籍
の
養
親
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
の
子
の
認
知
・
養
子

　
　
縁
組
の
申
請

　
d
外
国
籍
の
養
親
に
よ
る
外
国
籍
の
子
の
認
知
・
養
子
縁
組
の
申
請

第
八
四
条
【
養
親
の
要
件
】
　
①
　
養
子
縁
組
の
申
請
の
場
合
、
養
親
と
な

　
る
者
と
養
子
と
な
る
者
の
間
の
年
齢
差
は
二
五
歳
以
上
四
五
歳
以
下
と

　
定
め
る
。

②
　
養
親
の
婚
姻
期
間
は
、
五
年
以
上
と
す
る
。

第
八
五
条
【
必
要
な
書
類
】
　
①
　
第
八
二
条
に
い
う
申
請
に
お
い
て
、

　
養
親
と
な
る
者
は
、
養
子
縁
組
を
子
の
利
益
並
び
に
子
の
生
活
の
維
持
、

　
成
長
及
び
保
護
の
た
め
に
行
う
と
い
う
宣
誓
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

②
第
一
項
に
い
う
申
請
に
お
い
て
、
養
親
と
な
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

　
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
a
婚
姻
証
明

　
b
出
生
証
明

　
c
健
康
及
び
精
神
健
康
診
断
証
明

　
d
警
察
か
ら
の
犯
歴
証
明

　
e
定
所
得
証
明

　
f
次
に
掲
げ
る
者
か
ら
の
同
意
書

　
　
1
当
該
子
の
実
父
母

　
　
2
母
又
は
父
が
同
意
を
な
し
得
な
い
状
態
に
あ
り
、
裁
判
所
か
ら

　
　
　
既
に
子
を
養
子
縁
組
の
た
め
他
の
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
と
い
う
許
可
を
得
て
い
る
場
合
は
、
父
又
は
母
の
一
方

　
　
3
父
母
が
適
法
に
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
、
当
該
子
の
母
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4
養
子
と
な
る
子
の
養
育
及
び
教
育
に
責
任
を
有
す
る
者

　
9
養
子
を
す
る
た
め
の
、
養
親
と
な
る
者
に
対
す
る
社
会
大
臣
の
同

　
　
意
書

　
h
養
親
と
な
る
者
と
養
子
と
な
る
子
の
社
会
的
及
び
経
済
的
生
活
背

　
　
景
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
報
告
書

　
－
養
子
と
な
る
子
に
対
す
る
社
会
大
臣
の
同
意
書

　
j
必
要
と
思
料
さ
れ
る
と
き
、
当
該
養
子
縁
組
に
対
す
る
養
親
と
な

　
　
る
者
の
最
近
親
の
親
族
の
異
議
の
な
い
旨
の
宣
誓
書

③
　
養
親
と
な
る
者
が
婚
姻
し
な
い
、
又
は
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
、
第

　
二
項
第
a
号
に
定
め
る
規
定
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

第
八
六
条
【
国
際
養
子
縁
組
】
　
①
　
国
家
間
に
渡
る
養
子
縁
組
の
申
請

　
に
お
い
て
は
、
第
八
五
条
第
二
項
に
い
う
添
付
書
類
の
外
、
次
に
掲
げ

　
る
も
の
も
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
a
養
親
と
な
る
者
の
出
身
国
に
お
い
て
権
限
を
有
す
る
機
関
に
よ
り

　
　
交
付
さ
れ
た
養
子
縁
組
許
可
書

　
b
養
親
と
な
る
者
の
出
身
国
に
お
い
て
権
限
を
有
す
る
社
会
機
関
の

　
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
報
告
書

　
c
実
父
母
か
ら
社
会
大
臣
の
許
可
を
得
て
い
る
社
会
団
体
へ
の
子
の

　
　
委
託
公
正
証
書

　
d
養
親
と
な
る
者
が
三
年
以
上
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
在
住
し
、
働
い
て

　
　
い
る
こ
と
を
示
す
証
明
書

　
e
養
子
と
な
る
者
が
申
請
が
な
さ
れ
た
と
き
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

　
　
の
証
明
書

②
第
一
項
第
a
号
及
び
第
b
号
に
定
め
る
規
定
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

　
行
わ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
者
に
よ
る
外
国
籍
の
子
の
養
子
縁
組
に

　
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

③
外
国
籍
の
父
母
に
よ
る
外
国
籍
の
子
の
養
子
縁
組
の
場
合
は
、
イ
ン

　
ド
ネ
シ
ア
と
当
該
国
と
の
間
に
約
款
が
あ
る
と
き
で
あ
る
。

　
第
二
款
裁
判
所
審
判
廷
に
お
け
る
審
理

第
八
七
条
【
審
判
の
方
式
】
　
①
　
裁
判
官
は
、
養
親
と
な
る
者
に
適
用
の

　
あ
る
法
に
配
慮
し
な
が
ら
、
子
に
適
用
の
あ
る
法
に
従
い
、
養
子
縁
組

　
の
申
請
を
審
理
す
る
も
の
と
す
る
。

②
養
親
と
な
る
者
及
び
実
父
母
、
父
又
は
母
が
出
席
で
き
な
い
状
況
で

　
は
父
又
は
母
の
一
方
、
父
母
が
適
法
に
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
、
当
該

　
子
の
母
は
、
子
の
離
別
（
ヨ
①
一
①
冨
葵
彗
）
及
び
養
子
縁
組
行
為
に
関
す

　
る
概
要
を
把
握
す
る
た
め
自
ら
審
判
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
　
父
母
の
一
方
が
適
法
な
理
由
で
出
席
で
き
な
い
場
合
・
代
理
の
た
め

　
も
う
一
方
に
授
権
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
裁
判
官
は
、
子
の
離
別
及
び
養
子
縁
組
の
理
由
に
つ
い
て
確
信
を
得

　
る
た
め
、
実
父
母
の
最
近
親
の
親
族
構
成
員
及
び
養
親
と
な
る
者
の
最

　
近
親
の
親
族
構
成
員
か
ら
事
情
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
裁
判
官
は
、
次
に
掲
げ
る
者
か
ら
事
情
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
a
養
子
と
な
る
子
が
社
会
団
体
か
ら
の
出
身
で
あ
る
と
き
、
児
童
救

　
　
済
の
た
め
社
会
大
臣
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
社
会
団
体

　
b
養
親
と
な
る
者
と
養
子
と
な
る
子
の
社
会
的
及
び
経
済
的
生
活
背
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景
に
関
す
る
説
明
を
受
け
る
た
め
、
当
地
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
c
国
家
間
に
渡
る
養
子
縁
組
の
場
合
、
養
子
と
な
る
子
又
は
養
親
と

　
　
な
る
者
の
入
国
管
理
上
の
地
位
に
関
す
る
説
明
を
受
け
る
た
め
、

　
　
当
地
の
、
又
は
最
も
近
い
入
国
管
理
官

　
d
国
家
間
に
渡
る
養
子
縁
組
の
場
合
、
当
地
の
警
察
官
。
イ
ン
ド
ネ

　
　
シ
ア
国
籍
者
間
の
養
子
縁
組
の
場
合
で
も
、
必
要
と
思
料
さ
れ
る

　
　
場
合
、
警
察
官
が
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
八
条
【
申
請
の
却
下
】
　
裁
判
官
は
、
養
子
縁
組
が
子
の
福
祉
と
教
育

　
を
保
障
し
な
い
と
判
断
す
る
と
き
、
養
子
縁
組
を
却
下
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

第
八
九
条
【
決
定
・
判
決
・
上
訴
】
　
①
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
者
間
の

　
養
子
縁
組
は
、
決
定
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
う
。

②
国
家
間
に
渡
る
養
子
縁
組
は
、
判
決
を
も
っ
て
こ
れ
を
行
う
。

③
第
一
項
及
び
第
二
項
に
い
う
決
定
の
謄
本
及
び
判
決
の
謄
本
は
、
申

　
請
者
へ
こ
れ
を
送
達
し
、
社
会
省
、
司
法
省
、
こ
の
場
合
は
法
及
び
法

　
令
総
局
（
9
お
算
g
9
き
口
α
零
巴
霞
仁
ざ
B
α
曽
勺
①
窪
＆
讐
α
q
－

　
巨
鼠
お
雪
）
並
び
に
入
国
管
理
総
局
、
内
務
省
、
こ
の
場
合
は
子
の

　
出
生
届
出
地
の
民
事
登
録
事
務
所
（
国
四
暮
9
0
讐
讐
讐
醗
窟
一
）
、

　
検
察
庁
、
警
察
、
並
び
に
、
国
家
間
に
渡
る
養
子
縁
組
の
場
合
は
外
務

　
省
へ
こ
れ
を
送
達
す
る
。

④
第
一
項
に
い
う
決
定
に
対
し
、
又
は
第
二
項
に
い
う
判
決
に
対
し
て

　
は
、
控
訴
又
は
上
告
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
〇
条
【
異
議
】
　
①
　
養
子
縁
組
を
許
可
す
る
決
定
又
は
判
決
に
対

　
し
、
実
父
母
、
母
又
は
父
が
不
可
能
な
状
況
で
は
、
父
又
は
母
の
一
方
、

　
又
は
父
母
が
適
法
に
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
、
当
該
子
の
母
が
、
審
判

　
に
お
い
て
事
情
を
聴
か
れ
て
い
な
い
と
き
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

②
異
議
申
し
立
て
期
間
は
、
当
該
父
母
が
当
該
決
定
又
は
判
決
に
関
す

　
る
告
知
を
受
け
て
か
ら
三
〇
日
と
す
る
。
異
議
は
、
決
定
又
は
判
決
の

　
告
知
後
一
年
を
経
過
し
た
と
き
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
。

第
九
一
条
【
準
用
】
　
第
七
九
条
に
定
め
る
規
定
は
、
必
要
に
応
じ
て
修

　
正
し
た
う
え
で
、
養
子
縁
組
の
申
請
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
第
三
節
　
控
訴
審
裁
判

第
九
二
条
【
準
用
】
　
有
効
な
控
訴
審
裁
判
の
手
続
法
規
定
は
、

　
控
訴
審
裁
判
の
手
続
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

少
年
の

　
第
四
節
　
上
告
審
裁
判

第
九
三
条
【
準
用
】
　
有
効
な
上
告
審
裁
判
の
手
続
法
規
定
は
、
少
年
の
上

　
告
審
裁
判
の
手
続
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。

　
第
五
節
　
判
決
の
再
審

第
九
四
条
【
準
用
】
　
有
効
な
判
決
の
再
審
に
関
す
る
手
続
法
規
定
は
、

　
少
年
の
判
決
の
再
審
に
関
す
る
手
続
法
規
定
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。
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第
六
章
　
収
容
施
設

　
第
一
節
国
家
少
年
教
育
施
設

第
九
五
条
【
少
年
社
会
化
施
設
】
　
①
　
少
年
に
対
す
る
重
懲
役
は
、
成
人

　
と
は
分
離
し
た
少
年
社
会
化
施
設
に
お
い
て
こ
れ
を
執
行
す
る
。

②
刑
の
執
行
が
終
わ
ら
な
い
ま
ま
二
一
歳
に
達
し
た
少
年
は
、
成
人
の

　
た
め
の
社
会
化
施
設
に
こ
れ
を
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
六
条
【
仮
釈
放
】
　
①
　
少
年
が
裁
判
官
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た

　
刑
期
の
二
分
の
一
で
六
月
以
上
重
懲
役
に
服
し
、
行
状
が
良
好
で
あ
る

　
場
合
、
条
件
附
釈
放
に
よ
り
、
こ
れ
を
残
刑
か
ら
釈
放
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

②
第
一
項
に
い
う
少
年
は
、
検
察
庁
の
監
督
と
社
会
指
導
少
年
育
成
所

　
の
指
導
下
に
置
か
れ
る
。

③
　
↓
般
遵
守
事
項
及
び
特
別
遵
守
事
項
、
又
は
特
別
遵
守
事
項
無
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
1
4

　
ら
成
る
第
一
項
に
い
う
遵
守
事
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め

　
る
。

第
九
七
条
【
国
家
少
年
教
育
施
設
】
①
　
国
家
少
年
教
育
施
設
に
は
、

　
処
分
を
科
さ
れ
た
非
行
少
年
を
二
一
歳
を
限
度
と
し
て
収
容
す
る
。

②
　
第
一
項
に
い
う
施
設
に
収
容
さ
れ
た
少
年
は
、
当
該
少
年
の
素
質
及

　
び
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
こ
れ
に
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
八
条
【
仮
退
院
】
　
国
家
少
年
教
育
施
設
の
長
は
、
少
年
が
施
設
に
お

　
い
て
一
年
以
上
の
教
育
期
間
に
服
し
た
後
、
行
状
が
良
好
で
、
最
早
処

　
遇
を
必
要
と
し
な
い
と
判
断
す
る
と
き
、
保
護
観
察
期
間
の
間
遵
守
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
遵
守
事
項
と
共
に
、
又
は
そ
れ
無
し
で
、
当
該
少

　
年
を
施
設
か
ら
退
院
さ
せ
る
よ
う
司
法
大
臣
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

第
九
九
条
【
細
則
へ
の
委
任
】
　
第
九
五
条
及
び
第
九
七
条
に
い
う
施
設

　
の
運
営
に
関
す
る
全
て
の
事
項
は
、
司
法
大
臣
が
こ
れ
を
定
め
る
。

　
第
二
節
社
会
寮

第
［
O
O
条
【
社
会
寮
】
①
放
任
少
年
は
、
社
会
寮
に
こ
れ
を
収
容
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
第
『
項
に
い
う
収
容
は
、
少
年
の
福
祉
目
的
の
た
め
に
の
み
こ
れ
を

　
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
〇
一
条
【
処
遇
の
方
式
】
①
社
会
寮
に
は
、
放
任
少
年
を
二
一

　
歳
を
限
度
と
し
て
収
容
す
る
。

②
　
第
一
項
に
い
う
社
会
寮
に
収
容
さ
れ
た
放
任
少
年
は
、
当
該
少
年
の

　
素
質
及
び
能
力
に
応
じ
た
教
育
を
こ
れ
に
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
少
年
の
家
庭
環
境
の
状
態
が
、
少
年
の
身
体
的
、
精
神
的
及
び
社
会

　
的
必
要
性
を
満
た
し
う
る
最
低
限
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
、
寮

　
長
は
、
当
該
少
年
を
社
会
寮
か
ら
退
寮
さ
せ
る
よ
う
社
会
大
臣
に
申
請

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
〇
二
条
【
細
則
へ
の
委
任
】
第
一
〇
〇
条
及
び
第
一
〇
一
条
に
い

　
う
社
会
寮
の
運
営
に
関
す
る
全
て
の
事
項
は
、
社
会
大
臣
が
こ
れ
を
定

　
め
る
。

94



インドネシアの少年審判制度

第
七
章
　
経
過
規
定

第
一
〇
三
条
【
設
備
等
】
こ
の
法
律
に
よ
る
少
年
裁
判
の
設
備
や
機
構

　
を
待
つ
間
、
少
年
事
件
を
処
理
す
る
た
め
の
既
存
の
裁
判
設
備
及
び
機

　
構
は
、
必
要
な
調
整
の
上
で
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
条
件
を
満
た
し
て

　
い
る
も
の
と
看
倣
す
。

第
一
〇
四
条
【
新
法
適
用
】
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
と
き
処
理
過
程

　
に
あ
る
全
て
の
少
年
事
件
の
そ
れ
以
後
の
処
理
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ

　
い
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
一
〇
五
条
【
新
法
適
用
】
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
と
き
未
だ
確
定

　
し
て
い
な
い
、
又
は
確
定
し
た
が
未
だ
執
行
さ
れ
て
い
な
い
少
年
事
件

　
に
関
す
る
全
て
の
裁
判
官
判
決
の
そ
れ
以
後
の
処
理
は
、
こ
の
法
律
に

　
基
づ
い
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
章
　
終
　
章

第
一
〇
六
条
【
関
係
法
令
】
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る

　
事
項
に
関
連
す
る
全
て
の
法
令
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
に
規
定
さ
れ
て

　
い
る
限
り
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
a
非
行
少
年
事
件

　
b
放
任
少
年
事
件

　
c
後
見
の
訴
え

　
d
養
子
縁
組
の
申
請

第
一
〇
七
条
【
施
行
】
こ
の
法
律
は
公
布
の
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
し
、

効
果
的
な
実
施
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

各
人
が
知
る
べ
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
官
報
へ
の
掲
載
に
よ
る
こ

の
法
律
の
公
布
を
命
ず
る
。

　
　
　
0
年
O
月
O
日
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領

　
　
　
O
年
O
月
O
日
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
公
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
国
務
官
房
長
官

【
訳
者
注
】

＊
ー
　
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
の
官
報
ω
鼠
讐
筈
一
呂
を
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ

　ア

政
府
が
発
行
す
る
官
報
9
日
げ
鷺
曽
Z
①
撃
β
と
区
別
す
る
た
め
、
こ
こ
て

は
「
旧
官
報
」
と
訳
す
。

＊
2
即
①
⑳
一
弩
①
旨
8
げ
幻
品
①
ぎ
σ
q
毒
昌
ぽ
け
評
。
耳
窪
①
N
①
巳
⇒
α
Φ
O
霜
Φ
の
け
巴

げ
岳
け
雪
畠
茜
雪
ζ
区
霞
費
冤
①
σ
q
｝
①
ヨ
雪
＞
。
餌
β
国
仁
ざ
ヨ
目
ε
犀
U
紹
β
『

冨
胃
鼠
ぞ
即
山
壁
ζ
区
霞
巴
を
意
味
す
る
。

＊
3
　
勿
論
、
こ
れ
は
草
案
て
あ
る
か
ら
、
こ
の
制
定
文
は
効
力
を
有
し
な
い
。

＊
4
　
各
条
文
の
見
出
し
【
　
】
は
、
訳
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
5
℃
①
ξ
一
9
屏
℃
Φ
窓
≦
巴
Z
①
σ
q
毘
ω
昼
r

＊
6
　
条
文
に
は
㎞
葵
雷
冨
昌
窓
8
鐸
と
あ
る
が
、
窟
お
象
鎚
β
は
、
法
律
用
語

と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
「
弁
護
士
」
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
紛
ら
わ
し
い
が
、

9
鶏
曽
の
原
義
は
「
手
続
」
て
あ
り
、
冨
轟
即
8
声
に
は
「
司
会
、
進
行
役
」
の

意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
、
こ
こ
で
は
、
公
判
担
当
の
検
察
官
の
こ
と

　
て
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

＊
7
　
後
見
に
つ
い
て
は
、
冨
詩
”
β
の
語
を
「
事
件
」
で
は
な
く
、
「
訴
え
」
と
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訳
す
こ
と
に
す
る
。

＊
8
　
一
九
九
五
年
四
月
現
在
の
レ
ー
ト
で
約
二
〇
〇
円
で
あ
る
。

＊
9
　
コ
一
年
以
下
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

＊
1
0
　
条
文
に
は
善
一
二
冥
角
「
精
神
の
専
門
家
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
取
り
敢
え

ず
精
神
科
医
と
訳
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
が
、
宗
教
関
係
者
の
可
能
性
も
あ
る
。

＊
1
1
　
後
見
及
び
養
子
縁
組
に
お
い
て
は
、
昏
接
を
「
子
」
と
訳
す
。

＊
1
2
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
法
の
領
域
で
は
、
当
事
者
の
宗
教
や
地
域
に
よ
っ
て
、

民
法
典
、
イ
ス
ラ
ム
法
、
慣
習
法
（
ビ
ざ
韓
区
卑
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
適
用

さ
れ
る
法
が
異
な
る
。

＊
1
3
　
少
年
審
判
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
古
い
草
案
の
表
現
が
残
っ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

＊
1
4
　
条
件
附
刑
を
意
味
す
る
℃
①
ヨ
げ
。
σ
器
讐
げ
霞
超
胃
讐
の
う
ち
、
亀
胃
讐
が

遵
守
事
項
を
意
味
し
て
い
る
。
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